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1沿 革 と 概 要

1.沿 革

我が国 の国際地球観測年(I　 GY)参 加の一環 として,昭 和31年 に予備観測隊(隊 長は

現所長 の永田東大教授)が 南極 に向か って 出発 して以来,南 極地域観測隊は,一 時期の中

断期間を除 いて,毎 年派遣 され,極 地研究は着実 に発展 して きた.そ の結果,南 極地域観

測 その他 の極地研究 の中核 となる機関 を設置す る必要が南極地域観測統合推進本部,日 本

学 術会議 その他 の関係者か ら強 く指摘 された.国 立科学博物館 に極地関係の資料室兼事務

室 が設置 され たのを皮 切 りに、順 次これが極地学課,極 地部,極 地研究部,極 地研究セ ン

ターと発展的 に改組 され てきた.し か し,そ の規模 の拡大 と責任 の増大 に伴い,極 地研究

の中核機関 としてぱ国立科学博物館の附属機関 としての立場が必ず しも最適ではな くな っ

た ことや,大 学 との連携 を強化す ることが望 ましい こと等の理由のため,昭 和48年9月29

日に国立科学博物館極地研究セ ンターが発展的に改組 され,国 立大学 共同利用機 関 として

の国立極地研究所が創設 された。

2.概 要

(1)主 な任務

ア 研究活動

研究所本所及び昭和基地その他において極地に関す る科学 の総合的研究 活動 を行 う.こ

れには,研 究所 の専任及び客員の教官に よる もののほか,所 内及び所外 の研究者 の共同研

究 として行われる ものがある。

イ 極地観測事業

所 内及び所 外の研究者が極地 において観測,調 査,研 究 に従 事す るこ とを種 々の形で支

援 す る.そ の代 表的な ものは,南 極地域観測統 合推進 本部 の統括下 ので,昭 和基地 を中心

とす る南極地域 において実 施 されている南極地域観測事業 であるが,昭 和基地 とは異 る南

極地域 で実 施 されている国際共同観測 につ いても同様 の業務 を行ってい る.

ウ 極地に関する資料の収集,保 管,利 用

南極地域観測 隊が持 ち帰 った資料,そ の他様 々の方法で収集 され る資料及 びこれ らの資

料分析 のための共同利用 の施設設備 を所 内及び所外 の研究者 の利用 に供す る.

工 大学院教育に対する協力

他 の大学 の大学院学生 に対す る教育 にっ いて,協 力を行 う.

1



(2)組 織

一評 議 員 会 議

一運営協議員会議

所 長 次 長
(企画調整官)

一専 門 委 員 会

一南極地名委員会

一編 集 委 員 会

一極地観測隊員

健康判定委員会
一極地観測記録

映画作成委員会

一研 究 系一 一

一資 料 系

一地球物理学研究部門

※
一超高層物理学研究部門

一雪 氷 学 研 究 部 門

※
一地 学 研 究 部 門

一生理生態学研究部門

※
一寒冷生物学研究部門

※
一寒地工学研 究 部門

一生 物 系 資 料 部 門

一非生物系資 料部 門

一データ解析資料部門

一低 温 資 料 部 門

※ 客員部門

太字は昭和50年度新設

一管 理 部

図 書 室

一庶 務 課一

一事 業 部

一会 計 課一

一事 業 課一

一観測協力室一

一 庶 務 係

一人 事 係

1一総 務 係

一 経 理 係

一 用 度 係

一施 設 係

一企 画 係

一業 務 係

一設 営 係

一定常観測係

一観 測施設 n召 和 基 士也

特 殊 職 員(観測隊員)

2



区 分 所長帳 綴 瞳 酬 手露 巖術醜 鶴 繍 計

1合 計 ・1・ ド3(・)・(・)1・24gl291・82(・)

昭

和

50

年

所 長 1 1

次 長1 1 1

研 究 系1
　

3(4)13(4)171 (ソ

】
15(8>

資料漏 ・3i 1 5

図書室 9
〕

2

度瘤 理酷 isi　 21 1 18

事 業 部 71・}29 40

(注)()内 は客 員部門で外 数である。
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ll　研 究 活 動

1.概 観

本研究所 も創設第3年 次に入 り,研 究活動は次第 に活発 にな りっ つある。研究 内容は,

専任及び客員教官に よる一般研究,国 立大学 共同利用機 関 としての共 同研究,国 際協力 に

よる南極マ クマ ー ド地 域の研究に大別 され る。教官 の多 くは南極地域観測事業 に密接 な関

係を持 ってい る.こ の点は他の研究所 に類例 のない特 色 といえる.

研究領域は南極を中心 とす る超高層物理学をは じめ,地 球の気圏,水 圏,岩 石圏,生 物

圏 と多岐 にわた る.さ らに,極 地設営技術の研究や資料 ・情報の収 集 ・整理 ・解析 に関す

る研究 も進め られて いる。研究所建物が未完成のため,研 究面での制約は避け難いが,第

3年 次 の研究活動は前年度 に比べて見 るべ きものが多い.以 下にその詳細を示す。

2.一 般 研 究

一般研究課題と担当教官

分野

気

象

水

象

学

固

態

研 究 課 題

ロケッ ト観 測に よる極域 電離層擾乱 の研究

担 当 教 官

氏 名 隊 名

長

授

手

教

所

助

助

武

男

子代

威

美

田

沢

沢

永

平

滝

超
高
層
物
理
学

極域ULF電 磁波動の研究 1平 沢 威 男

鮎 川 勝

南極氷床の気象学雪氷学的研究

助 教 授

助 手

授

手

教

助

宏

彦文尾

楠

西

南大洋の海氷域の変動に関する研究 楠 宏 教 授

南極における放射収支に関する研究 川 ・ 貞 戯 助 教 授

南極の気候変動に関する研究 1川 ・ 貞 男 陣 教 授

醗 ノレ'ヒ マラヤの氷河'永 久拙 こ関す る 藤 井 理 行 助
手

マ クマ ー ド ・サ ウン ド地域 の地球物理学的研究 神 沼 克 伊1助 教 授

氷震の研究 授

手

教助

助

伊

彦

克

文

沼

尾

神

西
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地

球

科

学

生

物

学

寒

地

工

学

南極大陸の地下髄1神 沼 克 司 助 教 授

南極の膿 活動1神 沼 克 伊1助 授 教

ドライル ー地域の歴史的彊|中 井 信 司 客員助教授

やまと阻石の研究 楠 宏

矢 内 桂 三

教 授

助 手

昭纏 鮒 近の地質学的研究1矢 内 桂 三1助 手

リュツ ォ ・ホルム湾沿岸 の露岩地域 にお けるダ

ニ類 の研究

松 田 達 郎

大 山 佳 邦

教 授

助 手

南極産陸上植物の実験生態学的研究 松 田 達 郎

安 藤 久 次

神 田 啓 史

教 授

客員助教授

助 手

南極虚辞苔類の分類学的研究 松 田 達 郎

安 藤 久 次

神 田 啓 史

教 授

客員助教授

助 手

海氷間隙水中の微小藻類の生態学的研究1星 合 孝 男1助 教 授

南極大陸沿岸における動植物プランクトンの研

究

星 合 孝 男

福 地 光 男

助 教 授

助 手

南極大陸沿岸における底棲動物の分布及び食性

の研究

星 合 孝 男

福 地 光 男

助 教 授

助 手

端 秀擬 ム湾岸におけるアザラシ ペ゚ン1星 合 孝 男1助 教 授

日本南極越冬隊の集団生活とその変遷1松 田 達 副 教 授

軽い権の開発 村 山 雅 美

村 越 望

寺 井 啓

教 授

助 教 授

助 手

ス ノーモ ビルの開発,利 用について 村 山 雅 美

村 越 望

寺 井 啓

教 授

助 教 授

助 手

南極観測隊における海氷上の輸送の問題 村 山 雅 美

村 越 望

教 授

助 教 授

5



G)超 高層物理学

ア ロケ ット観測による極域電離層擾乱の研究

(担当教官)

所長 永田 武,助 教授 平沢威男,助 手 滝沢美代子

(研究要 旨)

本研究は,昭 和基地の ロケッ ト実験で得 られた電 子密度,温 度,オ ー ロラX線,電 場,

オー ロラ可視光,紫 外光,赤 外光な どのデータをも とにし,各 種地上 データ との比較,検

討を行い,オ ー ロラ現象の立体 的研究を 目的 としている。現 段階の研究テーマ としては,

オー ロラ粒 子に よる低域電離 層の電離過程であ って,特 に極嵐 発達過 程に ともなって変化

す るオー ロラ粒 子のエネルギー,ス ペ ク トラム と電離層電離 の関係 を実験 的,ま た理 論的

に解明す ることにあ る。その結 果,観 測事実 とモデル計算の結果を比 較,検 討する ことに

よ り極嵐のBreakup期,　 Post　Breakup期 の入射粒 子のエネルギー,ス ペ ク トラムの相

異を確かめ得た.

イ 極域ULF電 磁波動の研究

(担当教官)

助教授 平沢威男,助 手 鮎川 勝

(研究要 旨)

地球をか こむ磁気圏空間内に発生す る電磁流体波は地上でULF電 磁波動 として観 測 さ

れ る.こ れ らの電磁波動は その擾乱源 を極域地方,特 に極光帯付近 に持つ ものが多い.従

って,南 極地域で観測 した資料 を用 い解析 し,そ の特性を 明らかにす ることに よ り,こ の

種 の波動現 象の生起機 構に関す る知見 を得 るのが本研究 の主要 な 目的であ る.

その結果,極 嵐時 に観測 され るULF波 動現象 に関 し,そ の周波数 の卓越性,空 間的 出

現特性,極 光現 象 との相関性 などを明らか にす ることがで き,こ の種のULF波 動の生起

機構 についてのい くつかの物理 的諸性 質を知 り得 た.

(2)気 象水象学

ア 南極氷床の気象学雪氷学研究

(担当教官)

教授 楠 宏,助 手 西尾文彦

(研究要 旨)

南極氷床は降雪に よる補給,重 力に よる氷床 の流動 を経 て,南 極大陸周辺 での融解や氷

山の分裂 による流 出とい う輪廻を示 してい る。南極地域観測 隊に よって得 られ た雪氷観測

資料 の うち,積 雪量 と氷床形態 の関係 にっ いて統計的解 析を行 った。氷 床表 面の起 伏の卓

越 波長,表 面起伏 と氷厚 の関係,表 面起伏 と堆積量 との関係等を論 じた。結 果の一部は第
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1回 南極雪 氷シ ンポジ ウム(昭 和50年5月26日 開催)に おいて 「みずほ高原の基盤 ・表 面

地 形お よび積雪 の堆積について」 と題 し発表した(南 極 資料第54号).

イ 南大洋の海氷域の変動に関する研究

(担当教官)

教授 楠 宏

(研究要 旨)

南大洋の海氷域の時間的 ・空間的変動の研究ぱ,極 域 と中低緯度 とのエネルギー交換,

全地球の気候変動機構の解明上重要であ る.

このため,昭 和32年 以降の昭和基地周辺の海氷縁の季節変化,年 変化に注 目した.航 海

期 には氷縁は68°S付 近 まで2～4㎞/日 の速度で後退す る.し か し,海 岸か ら45km程 度は

定着氷が残 る.流 氷域は5～30cm/secで250° 方向へ流れ る.冬 期間の氷域 について気 象

衛星ESSAの 資料を解析 した。 これ らの結果は論文 「南極昭 和基地周 辺の海 氷 縁 の 変

動」 とし発表 した.

更 に気象衛星資料の解析を続行中であ る。

ウ,南 極における放射収支に関する研究

(担当教官)

助教授 川 口貞男

(研究要 旨)

極域 の熱収支 の様相 は気候変動 に重要 な意味を もってい る。熱収支の中で放射収支は最

も重要 な要素 の1つ であ り特 に氷雪面領域での反射率は全地球的気候変動に関は るもの と

して注 目され て来 ている.幸 い今夏 シーズ ンに航空機を使 っての反射光の測定を実施す る

事 が出来 リュツ ォ・ホルム湾及 び大陸氷床周辺で のデータを取得 した.結 果の解析は現在進

めているが特 に注 目され るもの として大陸氷床周辺域の反射率は6096前 後の値を示 し,今

迄考え られていた より雪 面への 日射収吸量は予想外に大 きい.更 に解析を進め リニツT・

ホルム湾 の 日射収支 の状況 を とらえる と共 に大陸 内部 の日射収支 の観測を計画 してい る.

エ 「南極の気候変動二に関する研究

(担当教官)

助教 授 川 口貞男

(研究要 旨)

60年 代以降におけ る各地 の異常気 象の頻発は,北 極 の寒冷化 傾向 と関連す るもの として

極域の気候変化が注 目されて来てい る。南極におけ る系統的な気 象データはIGY以 来 の

20年 余 しかないが,こ れ らのデータは他のデータ,例 えば氷床の層位解析 の結 果 と結 びつ

け過去 の気候を知 る事が可能 となる.20年 間の気温 データーに よる と,年 々の変化は冬 に

大 き く夏には小 さい.即 ち強 捻変動(ま冬の気温 の変動 に左右 さ苞 蕊 ・る.ま た,

日射量 の変動 と気温の変動は直接的には結びつかず,南 極を とりま く中高緯度 の大気循環

を 介して考え るべ きもの と思われる。
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オ ネパール ・ヒマラヤの氷河 ・永久凍土に関する研究

(担 当 教 官)

助 手 藤 井 理 行

(研 究 要 旨)

昭 和48年 ～50年 の3回,名 古 屋 大 学 ネ パ ール ・ヒマ ラヤ 氷 河 学 術 調 査 隊(文 部 省 科 学 研

究 費 海 外 学 術 調 査,研 究 代 表 者 ・名 古 屋 大 学 水 圏 科 学 研 究 所 樋 口敬 二 教 授)に 参 加 し,

山 脈 主 軸 南 側 の ク ンブ ・ヒ ァ ール,北 側 の ム ク ト ・ビア ー ル で 氷 河,永 久凍 土 の 調 査 を 実

施 した.主 な結 果 は 次 の とお りで あ る.

(1)ム ク ト ・ビア ール の リカサ ンバ 氷 河 の 通 義,消 耗 は 主 に モ ン ス ー ン 期(6月 ～9

月)に 起 こ り,現 在 氷 河 の 質 量 収 支 は,わ ず か に プ ラス で あ る。

(2)氷 化 の 過 程 は,氷 河 表 面 積 雪 層 の 融 解 ・浸 透 ・再 凍結 に よる.

(3)構 造 土 の 分 布 は,森 林 限 界 と雪 線 の 間 に 限 られ,ム ク ト ・ピア ー ル で は,礫 質 構 造

土 が,ク ンブ ・ヒァ ー ル で は,植 被 構 造 土 が 卓 越 す る.こ の 相違 は,主 とし て気 温 較 差 の

違 い に よ る.

(4)永 久凍 土 は,両 地 域 と も5,000m以 上 の 高 度 に 分 布 し,地 温減 率 は 永 久凍 土 分 布域

で 約1°C/100mと,急 激 に大 き くな る,

研 究 成 果 は,論 文7編 に ま とめ,こ の うち6編 は,　 ℃1aciers　 and　 Climates　 of　Nepal

Himalayas　 the　report　 of　the　Glaciological　 Expedition　 to　Nepa1",　 Seppyo,　 Vo1.

38,　Special　 Essueに 発表 し た 。

(3)固 態地球科学

ア マクマー ド・サウン ド地域の地球物理学的研究

(担当教官)

助教授 神沼克伊

(研究要 旨)

南極 マクマー ド ・サ ウン ド地域は活 火山のエ レバスをは じめ,多 くの火山が存在し,大

陸側 には ドライバ レー と呼ばれ る無雪地帯があ るな ど地球物理学 的に大 変興 味がある。 こ

の地域で は,日 本,ア メ リカ,ニ ュージーラン ド三国共同でボー リングが実 施され,南 極

大陸 の形成 史の解 明が行われてい る。 このボー リング計画はDVDPと 呼ばれ,昭 和50年

12月 で終了 した.こ の研究の一環 として,こ の地域 での地球物 理学的調 査を開始 した.

昭和49-50,50-51年,微 小地震観測を行い,こ の地域 の微小地震及 び火山性地震 の活

動を調べた.こ の他,地 殻熱流量の測定 や阻石探 査 も実施 してゆ く予定 である.

イ 水窪の研究

(担当教官)

助 教授 神 沼克伊,助 手 西尾文彦



(研究要 旨)

氷 の破壊現象 であ る水張 を,地 震学や固態地球物理学 の立場か ら調べ ることを 目的 とし

ている.み ず ほ観測拠点 に地震計 を設 置し,氷 霰 を観測 する とともに,氷 床内に蓄積 され

る歪 の測定や,氷 床 の移動 などを観測 している.こ れ らの観測結果を も とに,氷 震の発生

過程 を地震 のそれ と対比 しなが ら研究 してい る.

ウ 南極大陸の地下構造

(担当教官)

助 教授 神沼 克伊

(研究要 旨)

南 極大陸 の地 下構造 を求め るこ とは,二 つ の大 きな 目的が ある.そ の一つは,プ レー ト

テ ク トニクスの理 論が発展したにもかかわ らず,南 極大陸及 びその周辺は南極 プレー トと

呼ばれる1枚 のプ レー トを形成 している と考 えられて いるが,そ の構造は未解明であ り,

これを行 う.ま た,南 極大陸 は平均1900mの 厚 さの氷床 に覆われ ているが,そ の地下構造

は他 の大 陸に比 較し,ど のよ うになって いるかを調べ るこ とも,そ の一つであ る.

大 陸下の構造解明に必 要な地球物理学的資料は多 くは ないが,そ の中では資料の豊富な

重力を使い,そ の解 明を行っている.そ の結果,地 形,地 質学的 には云われていた,東 南

極 と西南極の構造が異る ことは,地 球物理学的 にも明らか になってきた.つ ま り,東 南極

と西南極では地 下数十キ ロメー トルの深 さまで,そ の構造 に差が ある と考 えられ る.重 力

の資料ばか りでな く地震 の表面波を使 って も地下構造 を求める.

工 南極の地震活動

(担当教官)

助教授 神 沼克伊

(研究要 旨)

南極は地球上で最 も地震 活動の低 い地域 である.活 動 度が低 い と云 うよ りは,む しろ地

震が皆無 と考え られていた.し か し,昭 和基地 をは じめ とす る南極 にある地震観測点 のデ

ー タを使 って解 析 した結 果,南 極大 陸内に もマグニチュー ド5程 度の大 きさの地震が起 っ

てい ることが明 らかになった.

また,昭 和基地やマ クマー ド基 地で行った微小地震観測 の結 果,マ グニチ ュー ド2以 下

の地震活動があ ることが判明した.

これ らの地震活動の空聞的,時 間的分布の解析 が今後 の大 きな課題であ る.地 震活動ぱ

認め られて も,南 極で大 きな地震が発生 していない原 因の解 明は,依 然 として固態地球物

理学の分野の重要な課題である。

エ ドライバレー地域の歴史的変遷

(担当教官)

客員助教授 中井信之
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(研究要 旨)

① 昭和50年10月 ～昭和51年1月 の間,国 際協 力に よるDVDPに 参加,掘 削現地で の

試料採 集を行 った.

今 回の現地調査及 び昭和48～49年 シーズンに参加 した時得 た試料 につ いて,以 下 に述べ

る研究 を続 けて いる.

Dry　Valleyの 歴 史を さ ぐるべ く,　Wright　 ValleyのVanda湖 底掘削試料,湖 水,地

表塩類 の同位体組成か ら,こ の標高95m以 上 の谷が過去海底で あった事 を明らか にした.

さらに,　Ross海 沿岸の広範囲にわた り,標 高59～145mの 高所に海洋積物,　mirabilite

(Na2SO4・10H20)が みつか り,そ れ らが海洋起源であ るか否か の確認 を急 いで いる。 さ

らに海洋堆積物 の年代決定 を試みっつ あ り,海 水面 の過去 の上昇か,大 陸 の隆起か の結論

を出すべ く努力 中で ある,ま た,こ れ と関連 して昭和基地周辺 のmirabilite数 試料 につ

いて も,そ の産状 と起源を追究 して いる.

②　Dry　Valleysの 歴 史に関連 して,同 地域の氷河試料約20個 について同位体組成を測

定 中である.

③　Ross海 のRoss　 島の生 い立 ちにつ いて,火 山活動 の歴 史をさ ぐるため に,　DVDP

掘 削試 料の同位体組成か ら,約120万 年以降少 な くとも2回 の火山噴 出によ り形成 された

事,及 び海底噴 火で あるこ とを 明らか にした.

オ やまと陽石の研究

(担当教官)

教授 楠 宏

(研究要 旨)

第10次 隊に よって昭和44年12月,や ま と山脈 南部 の裸氷上で9箇 の石質限石(や まと明

石 と命 名)が 発見 された.こ の採 集地付近 を昭和48年12月,第14次 隊は雪氷観測再測定の

ために再度 訪れ,12箇 の石質 限石 を発見 した.現 場での産状 に関す る記載を中心に,産 地

の地形 や氷床 の状況 について述べ,将 来 さらに発見の可能性のあ ること,今 後の研究の重

要性 を指摘 した.結 果は第1回 や まと限石 シンポジウムで発表す るとともに,論 文2篇 を

公表 した.

力 やまと阻石の研究

(担当教官)

助手 矢内桂三

(研究要 旨)

1.や ま と損石 の集積 に関す る研究

現在 まで に採集 され た約1,000個 のや まと限石の産状,分 布,唄 石種か ら集積機構を明

らか にし,同 時 に,や まと明石の予想 され る分布にっいての検討した.ま た,南 極の他 の

地域 について も限石の存在の可能性を検討 してい る.や まと74明 石の探 査 と採 集について

南極資料に発表す る.
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2.や ま と明 石 の分 類 に 関す る研 究

「Catalog　 of　Yamato　 Meteorites　 in　the　National　 Institute　 of　Polar　 Research」 を

刊 行 す る 予定 で あ る.現 在,除 石 の種 の 同定,分 類 が 最 も遅 れ て い る ので,「 共 同研 究 」

の 研究 者 と も協 力 し て進 め て い る.今 まで 約40個 につ い て限 石 種 が 明 らか に な った.

3.や ま と限 石 の岩 石学 的 研 究

集 積 機 構 や 分 類 の 研 究 と並 行 して,　Yamato　 74明 石 の一 般 的 な岩 石 記 載 を行 って い る・

Yamato　 73,　Yamato　 74陽 石 の整 理 分 類 を行 い個 籍 台 帳 と写 真 台 帳 を 作 成 し,何 時 で も

研究 者 の閲 覧 に供 せ られ る状 態 に し てあ る.

ヨ 昭和基地付近の地質学的研究

(担当教官)

助手 矢内桂三

(研究要 旨)

昭和基地付近 は東南極楯状地の一部で,グ ラニュライ ト相の変成岩類 と花崩岩頚 とか ら

なっている.こ の地域の地質について,岩 相分布,地 質 構造,岩 石年代の研 究 を 行 い,

その結果の一部はAntarctic　 Geological　Map　 Seriesと して公表 され た・全体 の地 質 構

造,変 成 史(時 代),変 成作用,岩 石 の年代決定等 にっ いて研究 し,検 討を進めてい る.

なお,鉱 物資源 の基礎資料の収集や,昭 和基地周辺にあ る可能性の高い鉱物資 源 に っ い

て,岩 石学的 な観点か ら検討 して いる。今後,ペ グマ タイ ト脈 の希元素鉱物(ウ ラン鉱,

ベ リル鉱,含 リシウム鉱)や 砂中 の重鉱物(ル チル等)が 可能性 のあ る鉱物資源 として調

査 され よ う.

(4)生 物 学

ア リュツォ・ホルム湾沿岸の露岩地域におけるダニ類の研究

(担当教官)

教授 松 田達郎,助 手 大山佳邦

(研究要 旨)

大型動物の生息 しない南極露岩 の生態系において最高栄養段階を占め るダニ類の分布を

通 して,生 態系 の構造を 明らかに しよ うとす る研究であ る.

昭和51年1月 か ら2月 にかけて,ラ ングホ ブデ,ス カル ブ ス ネ ス,オ ングル島の砂礫

を,含 水量 の異 る と思われ る多 くの地点か ら採取 し,実 験室で ダニを選別 した.2種 類の

ダニが 認め られ,ス カル ブス ネスで の生息密度は25,000匹/㎡ に達 していた.

イ 南極産陸上植物の実験生態学的研究

(担当教官)

教授 松 田達郎,客 員助教授 安藤久次,助 手 神田啓 史

(研究要 旨)

南極地域,主 として昭和基地周辺 に産す る陸上生物の うちで,鮮 苔植物は植物社会学 上
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最 も優 占度 の高 いものであ るが,そ れ らの特殊 な環境下 における適応 とい う問題 も注 目に

値 いす る.昭 和50年 度 の研究 においては,第16次 隊に よって持 ち掃 えられ た蘇苔類 のサ ン

プルを実験室 において培養 し,そ の適応現 象のい くつか を観察 した.本 実験 の 目的 は培養

及 び栽培方法 を確立す る とともに,そ の発育状態 と変異 を観察す るこ とである.特 に,低

温下 における生長 ・発達過程,形 態 の変異及 び無生芽 による繁殖様式 等につ いて実験観察

が な された.こ れ らによ り,培 養 ・栽培 の可能性 の 目どがつ けられ たので,今 後,南 極各

地 における鮮苔群落 の種組成 を厳密 に検討 するこ とが可能 になった.

ウ 南極産蘇苔類の分類学的研究

(担当教官)

教授 松 田達郎,客 員助 教授 安藤久次,助 手 神 田啓 史

(研究要 旨)

現在昭和基地周辺 に知 られ ている鮮苔類 の うち,は りがね ごけ属 とや の うえのあか ごけ

属 の数種 につ いて,分 類学的研究 を行 った.

従来考 えられ ていた種名は,文 献 と研究者 の意見を考察す ることによって多少修正 され

る可能性がでて きた.ま た,本 担当教官 の一名は,昭 和50年 度末 に,南 極産蘇苔類 を多数

収 集保管 している英 国の陸上生態学研究所(エ ジンバ ラ)と 大英博物館,及 びパ リ科学博

物 館でそれ らの基準標 本を研究す る機会 を得,多 くの新 しい知 見を得 た.さ らに,他 の一

名 は,昭 和50年 度 の夏季 に,ブ インラン ドの亜北極地帯 ラ ップラン ドへ赴 き,蘇 苔類の観

察 と採 集を行 った。 これ らの分類学的基礎 に基 いて,今 後 さらに広範囲 な地域 を対 象 とし

た分類学的再検討 を計画 している.

工 海氷間隙水中の微小藻類の生態学的研究

(担当教官)

助 教授 星合孝 男

(研究要 旨)

海水下部 の間隙水 中の藻類が第一次生産者 として,南 極沿岸 の生態系の中でいか なる意

義 を もっか を明らか にす るこ とを研究 の 目的 とした。

そのため,微 小藻類 の季節消長 と,海 氷下端付近 の間隙水及 び海水中 に生息す るか いあ

し類 の幼生 の種類組成 及び出現状況 の季節 消長 とを調査 した.か いあし類幼生は冬期 に海

氷下端 に出現 し,成 長 しなが ら春を迎 える.

併せ て,海 氷 の温度測定 を行 い,海 氷下端 の温度 の 日変化,季 節 変化が僅少であ ること

を確 めた.

オ 南極大陸沿岸における動植物プランク トンの研究

(担当教官)

助教授 星合孝男,助 手 福地光男

(研究要 旨)
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夏期,南 極大陸沿岸の第一次生産量は大 きい.し か し,第 一次生産量の多い海域は必ず

しも均一に分布 してい るわけではない.こ の機構を解析す ることを 目的 として,ア ル ミラ

ンチ ・ブラウン基地 におL・て,動 植物 プランク トンの調査を実施 した.昭 和50年12月 か ら

51年1月 にか けて,水 温は 一〇.1°Cか ら+2.1°Cに まで上昇 した.こ の間にあ って,クP

ロフィル ーa量 は5mg/㎡ か ら12月 下旬43mg/㎡ と増加 したが,1月 下旬には10㎎/㎡ に減

少 した.一 方,ネ ットプランク トンの沈澱 量(体 積)も44mC/㎡ か ら139mC/㎡ とな った後,

42m(/㎡ に減少 した.

また,リ ュッ ォ ・ホルム湾湾 口付近では,浮 氷帯 と開 水面 との間の植物 プランク トン量

の差 を検討す るた めの試料 を採 集した.

力 南 極 大 陸 沿 岸 に お け る 底 生動 物 の 分 布 及 び 食 性 の 研 究

(担当教官)

助教授 星 合孝男,助 手 福地光 男

(研究要 旨)

南極大陸沿 岸:こお:ナる生態 系の食物連 鎖を明 らかにする こと.及 び地域 差 と食物選 好椌

との関係を検討する ことを 目的 として研究 を進 めている.

1.昭 和基 地周辺において,食 肉性底生動物 の分布 と季節 消長 とを調 査した.特 に,ウ

ニの1種 について,棲 所 と食物 との関係,及 び食物選 好性 の季節 変化 を研究 した.

2.ア ル ミランチ ・ブ ラウン基地 において底生 魚類 の種類組成 と食性 とを調 査した.調

査のため採集 した個体数は231個 体であ り,　Notothenia　 gibberfronsで あ った・

キ リュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 沿 岸 に お け るア ザ ラ シ,ペ ンギ ンの 分 布 調 査

(担当教官)

助教授 星合孝男

(研究要 旨)

本調 査は,リ ュツ.・ ポルム湾内 の生態系 にお いて,最 も高 い生態学的位 置を占め る,

大 型動物群 の量 と分布 とを把握す る 目的で実施 したものであ る・調査 には・航空機(セ ス

ナ185)を 利用 した.天 候 等の関係で,最 適 の時期 に調 査を行 った とは言 えないが,今 後

の調査研究 の手 がか りを得 るこ とがで きた.

1.ウ エ ッデルアザラシの分 布調査を昭和50年10月 に実施 し,湾 内で約1,000頭 のアザ

ラシを計数した.沿 岸部 に多 く,特 に宗谷海岸及 び付近 の島 ・氷 山の周辺 に多 い.

2.10月1日.コ ウテイペ ンギ ンルツカ リー一を発 見した.以 後51年1月6日 まで の間,

6回 の航空 写真撮 影を試み,ペ ンギン集団の移動 ・分散 の観察 を行 った・なお・10月24日

のべ ンギ ン個体数は約7,200羽 であった.

3.11刀 中旬,斜 写真に よ りアデ リーペ ンギ ンル ッカ リーの位置の確認 と個体数の推定

とを行 った.9ヵ 所 のル ッカ リ'一－ff>あり,そ こでの個体 数は1,700程 度 と考え られ る・
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ク 日本南極越冬隊の集団生活とその変遷

(担当教官)

教授 松田達郎

(研究要 旨)

第1次 越冬隊 よ り第15次 越冬隊 までの集団生活の変遷 の観 察 と,各 越冬隊及び観測 隊報

告を もとに集団社会的現 象を考察 した.

先づ越 冬隊集団には流行語のある こと,年 令順位 がその秩序 の もとになっている と思わ

れ る,「 呼び名」 「食卓につ く位 置」な どがある ことである.そ の年 令順 を守 っていた入

浴順序 が13次 隊以降は 自由にな ってしまった ことは興 味あ ることである.

隊内規則 の うつ りゆき,酒 の配給制 とその 自由化 され る過程や,会 議のあな り方 どを通

じ,越 冬隊の運営 にみ られ る約20年 間 の変遷 を検 討した.

(5)寒 地工学

ア 軽い権の開発

(担 当教官)

教授 村山雅美,助 教授 村越 望,助 手 寺井 啓,技 官 吉 田治郎

(研究要 旨)

南極観測隊が使用 してい る穰 は,雪 上車が曳 く2t積 のものの他は皆無であ る.今 後,

ス ノーモ ビルが沿岸の小旅行や航空機に搭載 して内陸に運び,そ こで使用す ることが考え

られ る.ス ノーモ ビルが曳け る程度の穰の開発にせ まられ次の様な設計基準をたてた.

1.最 低200kg(ド ラム缶1本)の 積載 が可能 な こと.

2.簡 単 に分解,組 立,修 理 が可能 で弾 力性 に富み,軽 量である こと.

このために穰 のランナーは市 販のジ ャンプ用 のスキーを用 い,上 部 構造は金属 パイプを

加 工 し,ワ イヤブ レスを多用 し軽 量化 し重 量は20kg位 に押 えるこ とがで きた.

テス トの富 士山麓 と新潟 県下で行 った.走 行 テス トでは200な いし250kgを 積載 してス ノ

ーモ ビルで時速10～20㎞ で曳かせ,130㎞ 走行 した.橋 には損傷は なか った.今 後 の問題

として耐久性 が どの くらいあるかが残 って いる.

イ ス ノー モ ビル の 開 発,利 用 に つ い て

(担当教官)

教授 村山雅美,助 教授 村越 望,助 手 寺井 啓,技 官 吉田治郎

(研究要 旨)

昭和基地 周辺の沿 岸小旅 行や航空 機に搭載 して内陸に運 び野外 調査な どにスノーモ ビル

を役立てたいため1台 購 入して種 々のテス トを行 った.

牽 引力のテス トで はスキーのランナーを土台 にして作 った 軽量橋 に500kgを 積載 して平

地 で5～10㎞ の速度 を得 たが,10度 の斜面では登坂で きず,200㎏ に減量 して登坂 した.
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また平坦 な周 囲1kmの コースで200㎏ ない し,250㎏ を積んだ擢を時速10～20㎞ で連続 的に

約130㎞ を走行 し一応 の成果をあげ えた.不 整地の走行性や耐久性 の問題が 残 さ れ てい

る.

航空機 への搭載 については,調 布飛行場 において実 施し,エ ンジン,ハ ン ドルな どを取

り外 して,な ん とか機内 に搭載で きる見通 しがた った.こ れの組立に要す る時間は南極の

状況 を考慮 しても2人 で半 日 ぐらいであ る.

ウ 南極観測隊における海氷上の輸送の問題

(担当教官)

教授 村山雅美,助 教授 村越 望

(研究要 旨)

前年に引き続いて主 としてホーバ ークラフ トの南極での利用について調査を行 った.そ

の結 果,ホ ーバーク ラフ トの特 性か ら,南 極の定着氷上の凸凹を乗切るためには,現 在 国

内各地 で就航 してい る55人 乗程度の ものが必 要である ことが判 った.こ の程度の大 き さな

らば リュツォ ・ホル ム湾内の定 着氷域 の大部分 をカバーできそ うである.し か し比較的凸

凹 の無 い所 をえらべ ば,も うす こし小型 のもので も利用で きると思われ る.

55人 乗艇 を分解 しないで昭和基地 まで搬入す るこ とは,ふ じの積載場所,ク レーンの揚

程 な どか ら不可能であ り,現 地組立 も難か し く,現 状 では使用で きない.新 造砕氷船には

積載で きるよ うに考え るべ きであろ う.

将来,大 型艇 の搬入 を計 るため に,今 後は数人乗 の小艇 にて雪上の航行性,氷 雪 の附着

などの試験をや ってお くことがのぞ ましい.

3.共 同研 究

当研究所が共同利用研究所 であ ることに鑑 み,当 研究所 の教官 と所外 の研究者 の間 で共

同研究を行 う制度が設け られてい る.共 同研 究を行 う所外 の研究者は,「 共同研究 員」 と

呼ばれ る.共 同研究員には,旅 費及び研究費が支給 される.

共同研究は,当 研究所の教官の希望で行われる場 合 と所外 の研究者 の希望 で行われ る場

合 とがある.

(詳細については,末 尾 の国立極地 研究所共同研究 員規則 を参照 された い.)

研 究 研 究 課 題
分 野1

研 究 代 表 者

氏 名 騰 所 属

期 間

(昭 和 ・年)

超馴 鰍 翻 装置の開発
物理学

脚 武所 長 国立極地研究所 49～50

警 護鑛 灘 艶 藤 木村 鑑綱 授1京都大学工学部 50～51

気劉 謳 半球の高層気象の研究1川・ 貞男1助纐 国立極地研究所
象学 囎 難 流氷床域の雪岬

15・-5・

幽 授 国立極地研究所 t5・ ～52
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固態地
球化学

寒 地
工 学

国際共
同観測

極 地
観 測

やまと阻石の総合研究1細 蜥 長 国立働 研究所!49-5・

纏 基地周辺の地質学的 瞬 雑 助搬 名古敵 学理学部149-5・

離 辮 こおける放射平1川・ 貞男助教授国 醐 地研究所49-5・

募響 纏 よる南猷 陸1楠 鏑 授1国立極地研究所49-5・
南極における航空機によ
る地球物理学的測定の基
礎研究

神沼 克伊助教授 国立極地研究所 50～52

離 陸地域の地球化学 勝 信之瞳 授1名古駅 学理学部15・-52

撃欝 に関する環剛 細 連曲 授1国立極地研究所149-5・

騒 霧 羅 機 械工学 廟 禧 教 授i日本大学理工学部!49-5・

極腱 渤 の研究 瞬 稔鰍 授1躰 大学理工学部49-5・

マ クマー ド・サ ウン ド地 永 田 武

域 の地学 的研究1
所 長 国立極地研究所 49～51

1藤 縄 雛 騙 論 議 酬1気 象研究所5・-53
昭和基地周辺の生物圏を
中心とする環境科学的研
究

朝比奈一男教 授 中京大学体育学部 50～53

(D超 高層物理学

ア 無人観測装置の開発

(研究代表者)永 田 武(所 長)

(所 内研究者)平 沢威 男(助 教授),鮎 川 勝(助 手)

(所外共 同研究 員)林 幹治(東 京大学理学部助手),桑 島正幸(気 象庁地磁気観 測所)

大瀬 正美(郵 政省電波研究所)

オー ロラ ・フ レヤーは磁気 圏に貯 えられ たエ ネルギ ーが電離圏 に爆発的に消費 されてい

く過程であ ると考え られている.昭 和51年1月 か ら始 まったIMS計 画の研究課題ll　「オ

ー ロラ ・フレヤー」では極地域 を中心 にオー ロラ粒子 の降 りこみ機構,エ ネルギーの蓄積

とその解放の過程を明 らかにす ることを最重要課題 として計画 されて いる.地 上観 測に よ

って この 目的に沿 ってオー ロラ ・フレヤーの発達 と伝播 を精密 に測定す るため には従来昭

和基地で実施 して きた1地 点での観測 に頼 るのでは不充分で,地 上 に観測網をは りめ ぐら

す こと即 ち多点観測を行 うことが とりわけ重要であるこ と.多 点観測計画を実施す るに当

っては有人観測基地を増設す ることが不 可能 な現 在の 日本南極地域観測隊 の規模か らして

南極 の過酷 な 自然条件(最 低気温 一60°C・ 平均気温 一30°C・ 平均風速10m/s)に 充分耐

え うる無人観測装置の開発が是非 とも必要 とな って きた.無 人観測装置 の開発 に当 って解

決 しなけれ ばならない問題は,① 電力供給の方法 ②観測機器 の保護 方法(特 に保温 の問
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題)③ 長時間記録 方法 ③正 確な時刻表示法 ⑤記録伝達方法 などが あげられ る。我 々

は装 置開発の第一歩 として観測 計器類 を充分保護 しその動作 に支障 をお よぼ さない保温箱

を作製 するために必要 な設計資料 を得 る 目的で国立極地研究所冷凍庫を 使用 して昭和50年

3月 ～4月 に基礎実験を実施 した.そ の結果は,既 に昭和49年 度当報告書で 報告済みであ

る.こ の基礎実験結果を設計資料 として,断 熱効果を考慮 した発泡スチ ロール ・アル ミ板

・ベ ニヤ板 などの重ね合せ方式に よる保温箱を作製 した.一 方保温箱への熱源供給法は,

無 人観測装 置設置予定場所の環境条件の1っ であ る平均風速10.7m/sに 着 目し,比 較 的小

型堅牢であ る米国製風力発電機を採用 した.本 年は,こ れ らについて 約 一30:Cの 環境 試

験 室(株 式会社 ミサ ワホーム)を 中心 に各種性能 試験を実 施 して きた.結 果の概要を次記

す る.

(1)風 力発電機 の動 作試験結 果

保温箱 の熱供給 源 として使用す る2台 の風 力発電機(DC12V,200W/1台)は,

風速8m/s時 の出力で外 気温 度 と保温箱内部温度 の差 を約30°C保 障す るものと推察

す るこ とがで きる.ま た,昭 和50年8月23日 襲来 した台風6号(日 平均最 大 風 速18

m/s,瞬 間最大風速29.4m/s)下 での動作 及び約 一30CCの 低温下 における動作 に異

常が認め られ なか った ことか ら,対 風圧 ・対低温動作 の信頼 性を有 してい るもの と判

断で きる.

② 保温箱の保温能力試験結 果

基礎 実験結果か ら得 られた資料を用 いて計算 される保温能 力に比 べ約2倍 の保温能

力を有す るものであ ることを確認した.こ の ことは試作 した保温箱 の外壁 が発泡 スチ

ロール ・ベニヤ板 ・アル ミ板 な どの重ね合せ方式 で作製 した ことが有効 であるこ とを

証 明している.

(3)観 測 計器類 の低温動 作試験結果

約 一30;Cに お いて1週 間 の動作試験を実施 した.そ の結果観測計器 ・記録器な ど

の動作 に異常は認め られなか った.ま た,昭 和51年1月19日 ～25日 まで第18次 隊搬 入

予定の リオ メーター観測装置の動作試験を北海道の電 波研究所稚 内観測所 において実

施 し低温下におけ る動作正常を確認 した.

以上の ことか ら試作 した無人観測装置 は昭和47年 佐 々木(第13次 隊 員)の 現地 にお

け る気象観測結果を考慮 すれぽ計画 され た約4ヵ 月程 度の観測記録の収得は充分期待

で きる もの と思われる.本 試作品は現在第17次 隊 によって南極 に搬入 され実際の観 測

が開始 され ようとしている ところであ る.な お詳細の報 告は近 々南極資料に発表する

予定 であ る.

イ 極地方が電離層中のプラズマ波動観測機器の開発

(研究代表者)木 村磐根(京 都大学工学 部教授)

(所内研究者)芳 野赴 夫(客 員教授),鮎 川 勝(助 手)

(所外共同研究員)宮 武 貞夫(電 気通 信大学助手),柴 田 喬(電 気通 信大学助手)

【研究成果】
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南極 ロケ ッ トによ り南極地方 の電離層中の プラズマ波動を観 測す るプロジ ェク トは,第

14次 隊 まで の ロケ ット実験 にお いて も行われたが,第17次 か らのIMS期 間には,特 に波

動一粒子相互作用の プロジェク トが3つ の大 きな プロジ ェク トの一つ として取 り 上 げ ら

れ,そ の 目的 を達成せ しめ るロケ ット搭載機器の開発が本共同研究の 目的であ る.

波動一粒子相互作用 のプロジ ェク トで は,数Kev～ 数100Kevの 電子 のエネルギ ー分布

の観測 と,こ れ に対応す る波動 として,電 子のプ ラズマ周波数(HF帯:1～10MHz)近

傍 の電磁 波及 びプラズマ波 の強度 のスペ ク トル,ポ インティングベ ク トルの測定 などが必

要 になる.

ここで は特 にVLF帯 の波動観測機器 の開 発につ いてその成果 を述 べる.

VLF帯 の波動観測器 としては,ル ープ,ダ イポール丙種 アンテナを用 い,広 帯域 で両

者 のスペ ク トルを同時に とり,電 磁 波,プ ラズマ波の辮 別が出来 る ことが望 ま しいが,テ

レメー タの制限か ら同時に二つの広帯域スペ ク トルを伝 送す ることは不可能であ る.そ こ

で現 象が数秒 間以上継 続す ると考えて5秒 間程度毎の タイムシェア リン グを行 う.

ア ンテナの設計は最 も重要な ものであるが,予 想 される信 号強 度が電 離層中で ヒス及び
ユ あ

コー ラス に つ い て,電 界 で0.1～10μV/m〔HzP,磁 界 で1～100×10'5γ/〔HzP程 度 で あ

る こ とを 考 慮 して 設 計 す る.ダ イ ポー ル ア ンテ ナ に つ い て は,受 信 機 プ リア ン プの 感 度 が
ユ

0.01μV/〔HzP程 度 で あ り,実 効 高0.1m以 上 の ア ン テ ナで あ れ ば 良 い こ と に な るが,ア

ン テ ナ周 囲 の イ オ ン シ ー ス と入 力 イ ン ピ ー ダ ン スで 決 ま る ピ ック ア ップ フ ァ ク タ ーが1/10

とし て も1mの ア ン テ ナ長 で ヒ ス,コ ー ラ スは 検 出で き る こ とに な る.更 に こ の ピ ック ア

ップ フ ァク タ ー を 良 くす る た め,ア ン テ ナ に プ ラ ス3V程 度 の直 流 バ イ ア スを か け イオ ン

シ ー ス と除去 す る 方法 を講 ず る.
ユ

一 方 ル ー プ ア ンテ ナ は
,プ リア ン プ の感 度 を0.01μV/〔Hz〕7と して,磁 界H=10-5r/

　 ユ 　

〔HzP　 (真 空 中 の電 界 に換 算す る とE・=377H〔 γ/〔HzP〕/4π ×102〔V/m〔Hz〕 百〕 よ りE=t
　

3μV/m　〔HzPと な る)を 検 出す るため のアンテナ実効高heffは3mm以 上必要 とな る.

空心 コイルの場合,30cm角10回 巻ル ープで　1KHzに 対 してheff=2×10"2mmで あ り,

巻数比1:100以 上 のス テ ップア ップ゚比 の トランスを用 いて大体 目的が達せ られ る.し か

し前記 の寸法 のループアンテナは小形 ロケ ットへの格納がむずか しい.そ こで0.9cmφ ×

15cm程 度 のフ ェライ トコアを用 い8,000回 程巻 いて 自己共振周波数を数KHz付 近 にもっ

て くる ことに より,ト ランス も不要 で数mmの 実効高 が得 られ,か っ格納が容易 であるこ

とがわか った.

第18次 隊の ロケッ トにはポインテ ィングベ ク トルの観測 を加 えたが,こ れ は ロケ ッ トが

磁力線方 向に飛翔で きることか ら,ロ ケ ット軸に垂直な面内で互に直交する電 界 と磁 界の

各1成 分 のみを測定 して磁力線方 向の ポイ ンティ ングベ ク トルの成分を測定 す るものであ

る.こ れはオーロラ中 のVLF放 射が,オ ーーロラ自体あ るいは電離層高度か ら出ている も

のか,遠 く磁気 圏から磁力線 に沿 って伝搬 して来た ものかな どの辮 別がで きると思われ る.

これ らのVLF信 号のスペ ク トル伝送 のため の広帯域テ レメー タは従来か らのIRIGテ

レメー タのチ ャンネル15付 近 を利用 して,35KHzに サ ブキ ャリアを立て,片 側側波帯振

中変調で25～35KHzの 間に10KHzの バ ン ドの信号を のせ る方式を行 ったが十分 な特性
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(2)気 象水象学

ア 南 半球 の 高 層 気 象 の 研 究

(研究代表者)川 口貞男(助 教授)

(所内研究者)

(所外 共同研究 員)福 谷 博(気 象庁観測部)

【研究成果】

前年度 は主 として,調 査 に必要 な計算機処理用 プログ ラムの開発,デ ー タ、文集 に あ た

り,結 果は出せ なか った.

つ 開発 したプ ログラムは次 の とお りであ る.

1.統 計用 プログラム

イ 平均 ロ 偏差 ハ 標準偏差

2.経 年変動調査用 プログラム

イ 移動平均 ロ 調和解析 ハ 曲線回帰

2デ ー タ集収

デー タは主に次の本か ら収 集 し,計 算機処 理用 コーデング紙 に転写 しで.・る.コ ー

デ ング した ものはパ ンチ カー ドに外注す る予定であ る.

利用 したData　 Report

1.Cl三matological　 Data　for　Antarctic　 Stations

2.　 MonthlyClimat三c　 Data　for　the　World

イ 白癩 氷河 源 流 氷床 域 が 雪 氷 学 的研 究

(研究代表者)楠 宏(教 授)

(所 内研究者)

(所外共同研究員)清 水 弘(北 海道大学低温科学 研究所助 教授)

上 田 豊(山 口大学 教育学 部講 師),渡 辺興亜(国 立防災センター雪

害実験研究所),成 瀬廉 二(北 海道大学低 温科学 研究所助 手)

【研究 成果】

昭和50年 度雪 氷共同研究 員会 では,昭 和44年(第10次 隊)よ り,昭 和50年(第15次 隊)

にかけて白旗 氷河源流 氷床域 において実施 され た雪氷学的調査(「 エ ンダー ビーラン ド地

域 の雪 氷学的 研究長期 計画」)の 研究成果 をまとめ る作業を行 った.成 果の一部は昭和50

年5月 第1回 南極雪氷 シンポジウムにお いて発表 し,討 論 された.そ の後,各 研究項 目に

つ いてそれぞれ担当者を中心にデー タの解析,検 討が進み,論 文作成 作 業 に か か ってい

る.こ の計画の内陸 トラバ ースに関す る研究成果は昭和51年 秋 までにま とめ,下 記に示す

20篇 の論文(英 文)を 合本 として,国 立極地 研究所 の出版物 に発表する予定 である.

1.氷 床表面お よび基盤の形態.(清 水 ・吉 村 ・小元 ・成瀬 ・横 山 ・渡辺),〔 表面 等高線

19



地 形図,基 盤断面図〕.

2.氷 床表面の小地 形.(横 山 ・渡 辺 ・成瀬),〔 小地形 の分布 図,地 勢概念図〕.

3.雪 面形態の分布.(渡 辺 ・上 田),〔 積雪表面形態,模 様 の分布図〕.

4.み ずほ高原の気 象.(井 上 ・山田 ・小林 ・上 田),〔 地上気 象要素 の季節 変化 図,地 域

変化 図,時 間変化 図〕.

5.ヵ タバ風 と地 ふぶ き.(小 林),〔 カタバ風の垂 直構造図,風 速 と地 ふぶき輸送量関係

図〕.

6.年 平均 気温の分布.(佐 藤),〔10m雪 温分布図〕.

7.み ずほ高原の気候特性.(上 田 ・小林),〔 内陸 と昭和の気象要素対照図,海 塩成分分

布図〕.

8.昭 和基地におけ る堆積 と融雪.(横 山 ・里見 ・渡辺 ・大畑).〔 堆積 ・融雪 量の経 年変

化,季 節変化図〕.

9.昭 和基地 ・みずほキ ャンプ間の堆積量の年 変化,季 節 変化.(山 田 ・奥平 ・渡辺 ・横

山),〔 堆積量の経年変化,季 節変化図〕.

10.雪 尺網に よる雪面形成の観測.(奥 平 ・成田 ・山田),〔 雪面の時間的変化図〕.

11.積 雪層位 の研究.(渡 辺 ・山 田),〔 表面積雪の層位図〕.

12.薄 片 による積雪 の微細構造 の解析.(成 田 ・渡辺),〔 積雪 の微細組織を示す図〕.

13.年 間堆積量 の分布.(渡 辺 ・山 田),〔 年間正味堆積量 の分布図〕.

14.氷 床 の表面流動.(成 瀬),〔 水平流動ベ ク トル分布図,水 平 ・鉛直流動量 の地域変化

図〕.

15.氷 床表 面の歪 と流線.(成 瀬 ・清 水),〔 歪分布 図,流 線 図〕.

16.宗 谷海岸 における流 出量.(中 尾 ・吉村 ・上 田),〔 沿岸流動分布図〕.

17.表 面積雪層の酸 素同位体比.(加 藤),〔 δ、80の 分布 図〕.

18.積 雪の含有微量化学成 分.(室 住),〔 各種 含有化学成 分の分布図〕.

19.み ずほ高原におけ る重力異常.(阿 部 ・吉村 ・成瀬),　 〔Free　air,　Bouger　 異常分 布

図〕.

20.み ずほ高原 におけ る地磁気三成分.(i!,:村 ・阿部 ・成瀬),〔 偏角,伏 角,全 磁 力分 布

図〕.

注:()は 著者,〔 〕 は結果 を示す主 な図

(3)固 態地球科学

ア やまと陽石の総合研究

(研究代表者)永 田 武(所 長)

(所内研究者)矢 内桂三(助 手)

(所外共同研究員)河 野 長(東 京大学理学部助教授),八 木健三(北 海道大学理学部教

授),大 沼晃助(北 海道大学理学部助手),大 場与志男(北 海道大学理

学部助手),島 誠(理 化学研究所),岡 田昭彦(理 化学研究所)
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【研 究 成 果 】

永 田 武,河 野 長 の 研 究班 は,主 と して や ま と領 石 の磁 気学 的 性 質 の分 析 を,ま た八

木 健 三,大 沼 晃 助,大 場 与志 男,島 誠,岡 田昭 彦 の 研 究班 は,や ま と阻 石 の鉱 物 学 的

地 球 化 学 的 研 究 を 行 った.

昭 和44年12月 第10次 観 測 隊 はや ま と山 脈 の南 東 端 に お い て,9個 の 陽 石 を 発 見 し,や ま

と限 石a,b,c,… …h,iと 命 名 した.つ ぎに 昭 和48年12月 第14次 越 冬 隊 は 同地 域 で さら

に12個 の限 石 を発 見 し,そ の うち5009を こえ る大 きな4個 に 対 し,や ま と明 石j,k,1

及 びmと 命 名 し た.つ い で第15次 越 冬 隊 は 昭 和49年12月 回 地 域 の 精 査 を 行 い,670個 に 及

ぶ 限 石 の採 集 に成 功 し た.

我 々は これ らの 限 石 に関 す る鉱 物 学 的,岩 石 学 的 研 究 を 進 め つ っ あ るが,こ こに は や ま

と限 石j,　k,　Lmに っ い て の 研究 結 果 の概 要 を記 す.

(1)1,k,及 びm:ま と も に　olivine-pyroxene　 chondrite　 (カ ン ラ ン石 輝 石 球 頼 状 明 石)

で,灰 褐 色 のfusion　 crust　 (溶 融 皮 膜)を 有 し,堅 硬 で あ る.破 面 で は 直 径0.1～1.5mm

とき に4.Ommに お よ ぶ　chondrule　 (コ ン ド リュ ール,球 頼)が 多 数 ふ くまれ,鏡 下 で

は 平 行 棒状 の ・livineよ りな る もの,放 射 状 の　pyroxene　 よ りな る もの,斑 状 のolivine

と　pyroxene　 の 集 合 よ りな る も の な ど,種 々 の も のが 知 ら れ て い る.そ の 構 成 鉱 物 は

olivine　 (Fo72～81),　 orthopyroxene　 (En77～81)カ ミもっ と も多 く,少 量 の　clinopyroxene

(Wo34～46　 En46～56　 Fs8～10),　 plagioclase　 (Anio～14),　 kamacite,　 taenite,　chromite,

troiliteな どの 金 属鉱 物 とガ ラ スか ら な る.コ ン ド リt－ ル を充 填 す る基 質 は同 じ鉱 物 構

成 で あ るが,一 般 に よ り細粒 で あ る.

これ らの　chondrites　 に比 し,や ま と限 石1は 　chondrule　 を全 く欠 くpyroxene-pla-

gioclase　 achondrite　 (輝 石 斜 長 石 難 球頼 阻 石)に 属 し,種 々異 な るIithic　 fragments　 (石

質 破 片)を 含 有 し,角 礫 岩 状 を 呈 す るの が い ち じ る し い特 微 で あ る.こ れ ら の　 lithic

fragmentsは 鉱 物 組 成 と組 織 か ら 見 て,　 diabase,　 dolerite,　anorthite　 pyroxenite,　 micro-

gabbroな ど各 種 の破 片 よ りな り,　polymict　 brecciaと い え よ う.そ の鉱 物 組 成 はchon-

dritesの そ れ とほ ぼ 同 じで あ る が,　 maskelynite　 の 存 在 す る こ とが 注 目 され る.す なわ

ち や ま とLに はAng3～95の 　anorthite　 が 存 在 す る が,こ れ とほ ぼ 同 じ組 成 を も ち,完 全

に 等 方 性 の ガ ラス 化 した　 maskelynite　 が み とめ ら れ る.さ ら に　fusion　 crust　 で は

maskelyniteが 加 熱 の た め に,も との　anorthite　 に 転 移 して い る こ とは興 味深 い.

この1に はorthopyroxene　 (En37～77),　 clinopyroxene　 (En53～66),　 pigeonite　 (Wo8

En62Fs30)及 びaugite(Wo35～42En38～43Fs20～22)が 共 存 す るが,こ れ ら の 組 成 を

Di・Hd-En-Fs四 辺 形 に投 影 す る と,　orthopyroxene-clinopyroxeneの 連結 線}まほ ぼ ほ 一点

よ り放 射 す る一 群 の 直 線 とな り,こ れ らの 輝 石 の 間 に ほ ぼ 平 衡 関 係 が 成 立 っ て い た こ とが

うか が わ れ る.不 透 明鉱 物 はkamacite,　 taenite,　troilite,　chromiteよ りな り,副 成 分鉱

物 とし てquartz,　 tridymite,　 crystobalite,　 spine1が み られ る.中 性 子 照 射 した セ クシ ョ ン

に つ い て行 った フ ィ ッシ 。ン ・ トラ ック法 に よれ ばUを ふ くむ 鉱 物 と し て は 大 部 分 が

apatiteで あ るが,稀 にapatiteの 縁 を と りか こん だwhitlsckiteが 存 在 す る こ と が あ

り,さ ら に きわ め て稀 に　 baddeleyite,　 zircon,　monazite　 な どが 現 出 され る こ とが あ る.
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全体 の総化学組成 にっ いての検討 も行 った.

(2)や ま と1,k,1,m,や ま と74明 石の 自然残留磁化(NRM),ヒ ステ リシス 曲線,な ど

の測定 を行 った.飽 和磁化(ls)の 値か ら推定 して これ らの限石の7個 は コン ドライ ト,

2個 はエ イコン ドライ トと考 えられ る.NRMは 平均 して コン ドライ トに対 しては8.9・

10-4emu/g,エ イ コン ドライ トに対 しては4.4・10-6emu/gで あ る.こ れ らのNRMは 一

般 に交流消磁 に対 して不安定であ るが,低 温消磁に対 しては比較的安定 していて,人 工的

な磁場 よる,等 温残留磁化では説 明で きない.や まと74-013は 例外的 に交流消磁に対 して

安定で,　Arhysteretic　Remanence　 との比 較によ り0.040eと い うpaleointensityが 求

まる.初 期帯磁率Xoの 測定 からXo/Isを 求める と理 論値の1.5～3倍 程度大 きい値に

なる.こ の不一致に対す る十分な説明は まだ見出 されていないが,宇 宙線の照射な ど地球

に落下す る以前の状態の影響を考慮 す る必要があ ると思われ る.

イ 昭和基地周辺の地質学的研究

(研究代表者)諏 訪兼位(名 古屋大学 理学 部助 教授)

(所内研究者)楠 宏(教 授),神 沼克伊(助 教授)矢 内桂 三(助 手)

(所外共同研究員)吉 田 勝(大 阪市立大学理学部助手)

【研究 成果】

昭和50年 度の計画では ラングボブデ,ブ ライ ドボー クニ ッパ及びスカルブスネスの3図

幅を刊行予定であ ったが,予 算 わ くと整理 の進行状況か らラングホブデ とスカー レンの2

図幅の刊行に変更 し,年 度 内に2図 幅及び説 明書を印刷 した.昭 和基地 周辺 に関 しては今

年度の2部 を加 え合計6部 の地 質図幅 と説 明書 が完成 し,そ の内容 も年 々充実 した もの と

な っている.こ れ らは今までの地質調 査の成果 の一部であ り,今 後 の地質学研究 の基礎 と

なる ものである.次 年度 は 日の出岬(2万5千 分 の1),ス カルブスネス(2万5千 分 の

1)を 予定 し,予 算わ くが増 えるならば リュツォ ・ホル ム湾(25万 分の1)も 刊行す るつ

も りであ る.

ウ 南極地域における放射平衡の研究

(研究代表者)川 口貞男(助 教授)

(所内研究者)

(所外共 同研究 員)田 中正之(東 北大学理学部教授)

【研究成果】

1.大 気一海洋系 の放射伝達

大気一海洋系 の放射伝達 を計算す るスキ ームを　discrete　space　method　 を若干拡張す

る事 によって得,そ れ による数値計算を行 った.く わ しい結果は昭和50年 春季大会予稿集

319頁 及 び同秋季大会205頁 に記 されてい るが,こ のスキー ムを大気氷床系に使用す るには

更 に種 々のモデ ィファイが必要であ る.特 に海洋はflatな 場合半透過鏡面であ り光を反射

す ると同時にSnel1の 法則 に従 って屈折す る事 と全反射 などの現象が存在す る.氷 床の場

合表面の雪の性質に よ り反射状態が異な って来 る.例 へば新雪の場 合には鏡 面反 射が非常
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に大 きい事 が指 てき されてお り海 面に近 い扱 いが必要 となるし,ま た,古 い雪 では鏡 面反

射は全 く考慮 に入れる必 要がな くな る.こ こに得 られたスキームを どの ように大気一氷床

系に適合す るようにするかは今後 の課題 であるが,そ のためには更 に氷床 の 日射 に対 する

性 質についての情報 を得 る事 が必 要 となる.

2.南 極における放 射 ゾンデ観測

昭 和基地 での約300回 の放射 ゾンデ観測 の結 果を解析中 であるが,大 気上限で の上 向き

放射量にっいて次の結 果を得 た.

1)　Rashke　 et　aL　(1967)カ ミNimbus　 Iを 使 って大気圏外へ の地球一大 気系 の長波長放

射 量を観測 しているが,そ れ らの値 とゾンデ によるものが よ く一致 して いる.

2)7月8月 の最寒 期には0.231y/min,3月4月10月 には0.301y/min前 後の値を示 し,

対応す る温度 は,そ れ ぞれ230度K,245度Kで あ る.

3)晴 天時 と曇天時 では,曇 天時の方が約0.011y/min小 さい.

4)地 表気温 との相関 は晴天時において非常 に高 く,関 係相関は0.70を 示 した.曇 天時で

は0.54で あ った.

工 重力解析による南極大陸の地下構造

(研究代表者)楠 宏(教 授)

(所 内研究者)神 沼克伊(助 教授),西 尾文彦(助 手)

(所外共同研究員)溝 上 恵(東 京大学地震研究所 助手)

吉田栄夫(広 島大学文学部教授)

【研究成果】

南極大陸内での重力の測定は,各 国の基地周辺や大陸沿岸の露岩に加 え,調 査旅行隊に

よ り氷床上で も行われてお り,測 定 点は5,000点 を越す.

研究は まず これ らのデ ータの収集及びその カー ド化か ら始 まった.収 集 したデー タは外

国隊に よるもの約4,500点,日 本隊に よるもの ユ,000点 であ る.日 本隊に よるデータ とし

ては この他,み ずほ高原での測定があ る.

これ らのデータを カー ド化す るに際 しては,単 に今回の研究 目的だけに使 う の で は な

く,重 力デ ータのデ ータバ ンクにな り得 るように配慮 した.こ の意味か ら観 測値を重視す

るとともに,そ の点の標高,フ リーエアー異常,ブ ーゲー異常,な どもパンチしてあ る.

ただ し,ブ ーゲー異常はすべての測定 点で求められている訳 ではない.ま た,氷 床上 の

測定の場合,そ の点の氷床の厚 さが求め られている例 は少な く,こ れはパ ンチを したいデ

ータではあ ったが出来なかった.

得 られた重力デー タか ら地 下構造を求める方法 はいろいろあるが,前 述の ように大 陸氷

床上における測定 の場 合,氷 床 の厚 さが未知 の場合 が多 い.そ こで まず大陸地殻 の相対 的

な厚 さを求め ることに した.

重力データは普通,フ リーエアー補 正を行 って海 面上 の値 にす る.さ らにブーゲー補 正

を行 うのであるが,こ こで氷床 の厚 さが問題 になる.氷 床 の厚 さが分 らないので,逆 にあ

る高 さまで氷床 で覆われている と仮定 した.す なわ ち次 の値を 求め た.
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∠lgα==4==9十 〇.3086(H-h)-2π 鳶2ρ(H-h)一(γ 一〇.3086H)

こ こで9は 標 高Hの 地 点 で の 重 力 の 値,hは この 高 さ まで 氷 床 で 覆 わ れ て い る とす る.

多 くの場 合H<11で あ る.こ の 式 は

49α=Ago十 〇.1099(h-H)

と書 き変 え られ る.

h=3,000mつ ま り大 陸全 体 が厚 さ3,000mの 氷 で 覆 わ れ て い る と仮 定 しtigcrを 求 め

た.

この 結 果,東 南 極 大 陸 の場 合,海 岸 か ら 内陸 部 に入 る に従 い,地 殻 が 厚 くな り,あ る所

か らは,そ の厚 さ が ほ とん ど一 定 に な る よ うな パ タ ー ンが 求め られ た.

西 南 極 で は,東 南極 ほ どは っ き りし た パ タ ー ンが 得 られ ず,か な り複 雑 な地 下 構 造 で あ

る こ とが推 定 され る.

オ 南極における航空機による地球物理学的測定の基礎研究

(研究代表者)神 沼克伊(助 教授)

(所内研究員)平 沢威男(助 教授)

(所外 共同研究 員)友 田好 文(東 京大学海 洋研究所 教授),瀬 川爾朗(東 京大学海洋研究

所 助手)

【研究成 果】

南極において航空機を使 って測定す る物理量 として,ま ず問題にな るのは,地 磁気 ,重

力,氷 床の厚 さな どであろ う.

氷床の厚 さを測定するアイ スレーダーは,地 上で使用す る測定機器その ものが未開発の

部分があ り,航 空機を使 っての測定はかな り先の ことになろ う.地 磁気 の測 定はヘ リコプ

ターを使 っての航空磁気測量の経験が南極で もあ り,飛 行機での測 定に も本質的な問題は

無 さそ うであ る.

そ こで本研究では,ま ず重力の測定 についての可能性 を検討するこ とにした.第 一年 目

の 目標は文献調査 に基 いて,航 空重力測定 の問題点を調べた.

基本的問題 として

1)航 空機 の位置及 び高 さの精度

2)航 空機 の飛行中 の加速度

の2点 が あげられ る.

現在,南 極 にお ける航法で は,露 岩 のある沿岸部は ともか く,内 陸部で の位置 の精度は

10㎞ よりは悪 い.南 極内陸部における航法 を検討す るこ とが大 きな課題 とな
った.

航空 重力測定で要 求す る精度 を10mgal程 度 とすれば,飛 行中の加速度 を測定す るか,

又は測定か ら除去す るかが問題 とな って くる.以 後,こ れ らの点 を中心 に研究 をすすめた

い.

力 南極大陸地域の地球化学的研究

(研究代表者)中 井信之(名 古屋大学理学部助教授)
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(所 内 研 究 者)矢 内 桂 三(助 手)

(所 外 共同 研 究 員)水 谷義 彦(名 古 屋 大 学 理 学 部 助 手),綿 祓 邦 彦(東 京 大 学 教 養学 部助

教 授),佐 野 方 昴(愛 知 県 公 害 調 査 セ ンタ ー)

【研 究 成 果 】

本 年 度 の 主 な研 究 は　Dry　 Valleys地 域 の 地 上 及 び 地 下 に 存 在 す る塩 類 鉱 物 の 分 布 と炭

素,硫 黄,酸 素 の同 位 体 組 成(13C/12C,34S/32S,IsO/160).及 び 氷 の 酸 素 同 位 体 組 成 を測

定 す る こ とに よ り,こ れ ら の起 源 と同 地 域 の 歴 史的 変遷 を 明 らか に す る事 で あ る.

〔1〕 塩 類 の起 源

Wright　 Valleyと 　Taylor　 Valley　 の地 表 に 分 布 す る塩 類 は 主 に　calcite　(CaCO3)・

thenardite　 (Na2SO4),　 mirabilite　 (Na2SO4・10H20),　 gypsum　 (CaSO4・2H20)　 で 稀 に

trona　 (NaHCO3・Na2CO3・2H20)　 thermonatrite　 (Na2CO3・H20),　 monohydrocalcite

(CaCO3・H20)で あ る.こ れ らの 鉱 物 は 南 極McMurdo基 地 で 同 定 され た.こ れ らの う

ち硫 酸 塩 鉱 物 の34S/32S比 の測 定 値 よ り,次 の5つ の起 源 の も のが あ る こ とを 確 認 した.

(1)海 水 起 源,(2)硫 化物 一 次鉱 物 の酸 化,(3)magmatic,(4)熱 水起 源,(5)微 生 物 の酸 化,還 元

サ イ クル を経kも の.興 味 あ る事 は(1)の 海 水 起 源 の硫 酸 塩 が 標 高90m以 上 の高 所 に分 布 し

て い る事 で あ る.

〔2〕　 DryValleys・Wrightvalleyの 歴 史的 変遷

前 記 の 鉱物 の 同 位体 組成,及 び バ ン ダ湖 堆 積 物 のDVDP#4ボ ー リン グ試 料 中 の塩

(calcite,　thenardite),　 水 の180/160,34S/32S,13C/12C比 よ り,こ の地 域 の過 去 数 万年 の

歴 史を 追 究 した.そ の結 果,過 去 にDry　 Valleysの 各 谷 は海 底 の 状態 に あ り,フ ィ ヨル

ドを 形 成 して い た 時 期 の あ った こ とが 確 認 され た.そ の後,氷 河 活 動 に よ り海 水 が現 在 の

バ ン ダ湖 の 位 置に 閉 じ こあ られ,以 後 寒 冷 期(氷 河 期)の 水 の 蒸 発 と,温 暖 期(間 氷 期)

の氷 河 溢 水 の 供 給 が く りか え され 現 在 に 至 った 事 も明 らか に な った.唯,現 在 の　Wright

Valleyが 標 高95mも あ る こ とで,如 何 に し て海 水 が侵 入 し た か と云 う問 題 が あ る.そ の

可 能 性 として(1)過 去 の間 氷 期 に海 水 面 が 高 い 時 期 が あ った.(21海 水 の 侵 入 後,大 陸 が 隆 起

し た.(3),(1)と 「2)の両者 に よる.こ の問 題 に関 連 して,昨 年 この 地 域 の 調 査 中,ロ ス 海 の

沿 岸 で約150㎞ にわ た り標 高60～90mに 厚 さ50cmに も達 す るmirabilite層 や,貝 化 石 を見

出 した.そ し て 一一部 のmirabrliteの34S/32S,180/160比 を 測 定 し た と こ ろ,海 水 中 の

SO4=起 源 で あ る事 が 判 明 した.こ の 事 実 か ら,過 去 に 海 水 面 が 陸 地 に比 べ 現 在 よ りも相

対 的 に 高 い時 期 の あ っ た事 は ほ ぼ 確 実 とな った.引 き続 き これ ら の試 料 の 分 析 を 詳 細 に行

い,年 代 決定 もあ わ せ て,結 論 を 出 す 予定 で あ る.

〔3〕 ロス 火 山 島 の 歴 史

ロス 島McMurdo基 地 内で 行 わ れ たDVDP#3掘 削 試 料(主 に玄 武 岩,深 度381m)中

の 氷 の180/160及 び　thenardite,　 calcite　の34S/32S,180/160,13C/12C比 よ り火 山 活 動 の

歴 史を 明 らか に す る と同 時 に,地 表 に分 布 す る塩 類 との 生 国 的関 連性 を追 究 し て み た.

まず,塩 類 は 深 度 に よ り起 源 を 異 に して い る.す な わ ち,　thenardite　 と　calciteぱ200

m以 深 で は 海 水 起 源,100～200mの 深 度 の もの はmagmatic　 hydrothermal　 originで あ っ

た.さ らに,氷 の180/160か ら もそ の 水 の 起 源 は200m以 深 で は 海 水 で あ る こ と,100～
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200mの 間は地表 水 と海 水の混合物 であ った.

これ らの水,塩 の同位体組成 の垂直分布 から次の ような事が 明らか になった.① 明 らか

に海底火山の噴出である事.② 少な くとも2回(381mの 深 さまでで)の 噴出があった.

③ 初期には海 底噴出があ り,現 在 の掘 削深度200mま で続 き,ロ ス海 の柳 水 に ぶ つ か っ

た.そ の後第2回 目の噴出が汽水環境 でお こり続 いて地上 へ噴 出 した と結 論 され た.

さらに,　mirabiliteが 形成 された時の温 度を同位体 交換 平衡 を仮定 して計算 し た と こ

ろ・200m以 深では140°C前 後,100～200mの 間では160～211°Cと な り,　calcite　の形成

時 の温度 は200m以 深 で110～120°C,100～200mの 間で6～14°Cと な り,明 らかに200m

の深 度で不連続 を示 してお り,上 述 の2回 の噴出を裏付 ける ものである.今 後 はこの不連

続 を境 に しての玄武岩 の年代差 を求める ことと,塩 類 と地表 の鉱物 の起源 の関連性 を さら

に明 らか にしたい.

(4)生 物学

ア 越冬隊員に関する環境科学的研究

(研究代表者)松 田達郎(教 授)

(所内研究者)

(所外共 同研究 員)狐 塚 寛(富 山大学薬学部 教授),宮 下充正(東 京大学教育学部助教

授)

【研究成果】

(1)先 に,昭 和49年 度 において,南 極越冬隊員(第13次 隊)の 毛髪試料の分析 を行い,

とくに水銀 とアンチモ ンの含有量の経時変動が特殊な傾 向を示す ことを報告 した.(狐 塚

他 日本薬学会第95年 会,西 宮,昭 和50年4月;極 地研英文報告投稿中)昭 和50年 度におい

ては,こ の分析を補完す る意図で,帰 国後約1カ 年後(昭 和49年3月 頃)採 取の毛髪につ

いて同様 な分析を行い,昨 年のデー タを さらに裏付け る結果を得た.

つ ぎに昨年の分析にお いては ヒ素のデー タが得 られなか ったので,毛 髪を化学 的に分解

し,ヒ 素 とア ンチモ ンを分離 して定 量する方法を検 討 し(神 田他,分 析化学24,709(19

75)),こ の方法に よ り毛髪中の ヒ素を測 定 した.ヒ 素 の経時 変動 は水銀 の場 合 と類 似 して

いたが,水 銀の ような顕著な変動は観察 されなか った.

さらにアンチモ ンについては,非 破壊 分析に より一応 の結 果が得 られていたのであ るが

確実を期するため,化 学処 理後 ヒ素 と分離 したのち再度定量を試みたが,前 回に得 られた

値 とほぼ一致する結 果を得 た.

毛髪の分析データに有意義 な解釈 を与 える一助 として,隊 員の持 参した食糧 の一部を保

管 している.こ れ らの分析 は放射化分析法 と原 子吸光法 を併用 して行 いたい と考 え て お

り,前 処理 としては低温灰化法 が望 ましいが,間 もな くこの装置が入手で きる 予 定 な の

で,分 析 にかか りたい と考 えている.

この際 には水銀,ヒ 素,ア ンチモン,銅 などの他 に,鉛,カ ドミウムの分析 も計画 して

お り,そ のため の準備 として微小試料か らの鉛,カ ドミウムの同時分析法を検 討 し て い
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る.な お,南 極地域か ら得 られた生物試料 につ いて もその機会 に分析 を試み たい と考 えて

いるが,一 例 としてウエデ ルアザ ラシの肝臓中 のカ ドミウムの分析を行 った ところ,2.29

ppm　 と意外 に高濃度 であった.こ の原因 につ いては さらに他試料 の 分析結果を待 って判

断 を下 した い と考 えているが,確 実 に低汚染 と思われ る試料(た とえば ミイラのよ うな形

で氷中 に保有 されていた ものな ど)が 入手で きれば一緒 に分析 してみたい.

(2)昨 年度 は出発前 の第16次 越冬隊 員を対象 として,日 本及 び南極にお ける放射性物質

の汚染 の状態 を13℃s指 標 として,ま た,南 極での生活が人の作業能及 び身体組成 にいか

に影響す るか を4°Kを 指標 としてそれぞれ測定 した.本 年度は 出発前の第17次 隊員を対象

として同様 の測定 を行 い137Csの 値が第16次 隊員 とほぼ同 じで あるこ と,ま た,40Kか ら

推定 され る作業能及 び身体組成 にお いても同世代 の日本人 の平均値 に近 いことが 明らか と

なった.

また,体 内40K量 か ら,筋 量及び脂 肪量 さらには有酸素的作業能 を推定す ることの是非

について,一 般 人及 び運動選手 を対象 として検討を加 えた と ころ,脂 肪量 につ{.・ては,直

接皮下脂肪厚 を測定す ることに よる推定 の方が良 いこ と,ま た,有 酸素的作業能 について

は,特 に運動 をしていない人につ いては男女 とも相関が高 く,一 つの回帰式か ら推定 可能

であるが,運 動選 手につ いては同一 の式が当ては まらないこ とを明らか にした.

本年度 の最終測定 としては,3月20日 以降 に第16次 越冬隊員の帰国後の状態 につ いて前

記同様 の測定 を実 施す るが,結 果 のま とめ にっ いては次年度を 予定 して いる.

(5)寒 地工学

ア 低温下における機械工学に関する研究

(研究代表 者)粟 野誠一(日 本大学理工学部教授)

(所内研究者)村 山雅美(教 授),村 越 望(助 教授),寺 井 啓(助 手)

(所外共同研究員)

【研究成果】

この研究は,南 極基地において近い将来にその実現 が強 く要 望 され ている機 械関係 の次

の諸項 目について基礎 研究 並びにそのプ ロ トタイプの試作 を実 施した ものである.

(1)静 翼付軸流型風力ター ビンの試作研究

本研究は昭和基地における将 来の補助的動 力源又は熱源 として,或 は 内陸無人観測点用

小型電源 としての風力発電装 置の開発を 目的 としている.そ の一形式 として,静 翼1段 と

動翼1段 との組合わせか らなる新型式 の風 力ター ビンNU-101を 設計試作 し実験 を行 っ

た.

この型式の利点は,小 型で比較的大 きな出力が得 られ る こと(動 翼 のみ を持 つ同一外径

の多翼形 風力 ター ビンに較べて約40%増 の出力が得 られ る),効 率 が良好 な こと(風 の保

有エネルギーの約50～60%を 利用で きる),耐 強風性 に豊 む こと,ユ ニ ッ ト型 である為移

動据 付が簡単であ ること等である.本 型式 の風 力ター ビンは更 に改良を加 え うることによ

って,実 用化の見込が十分あ る.ま た,そ の設 計理 論 もほぼ明かにす る ことが できた.
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静翼付軸流型風力 タービンNU-101の 要 目と性能

(A)タ ー ビン 外 径

ボス径

軸 長

重 量

静粟麩

動翼数

(B)据 付台 ケース

1,220㎜

600111m

2851㎜

230kg

31

30

900×760×465(H)

重 量190kg

ケ ース 内 に 増 速 装 置(増 速 比

1:6)AC発 電 機(2kVA,

100V,単 相)電 気 的 オ ーバ ー ・

ラ ン防 止 装 置 を 含 む.

(C)基 礎 板 半 円形700r×12(t)

重 量80kg
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(2)静 翼付 ラジアル型風力 タービンの試作研究

南極 に吹 き荒ぶブ リザ ー ドは しば しば30～60m/sに も達 する と云わ れるが,
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この よう

な烈風下 において も安全にそれに耐 え,且 つその大 きなエネルギーを捕捉 できるよ うな風

力 タービンの形式 として,新 たに ラジアル型風力 ター ビンNU-201の 開発を試み た.そ

の要 目を第2表 に,そ の外観(風 洞試験中)を 第3図 に示す.NU-201は 車輌に搭 載 され

多 くの走行実験 と改良を加えた後,昭 和51年3月16日,今 度 日本大学理工学部習志 野校舎

に新設 された大型低 速風洞(吹 出 口2m×2m,風 速範 囲0～50m/s,回 流型)に よ っ

て,風 速32.5m/sま での性能 テス トを実施 した.

そ の出力並に効率はNU-101に 比 して劣 るが,耐 風性 は予期 の とお り極 めて優れて い

るので,今 後更に改良を加え,大 型化 と低 風速 性能 の改善 を行 えば,将 来南極 にお いて十

分実用 に供 し得 る見込みがあ る.
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㈹ タービン

最大直径

動翼外径

動翼内径

静 翼 高

動 翼 高

静 翼 教

動 理 数

重 量

(B)据 付台 ケース

ラ ジア ル 型 風 力 ター ビ ンNU-201の 要 目 と性能

1,100mm

900nmi

700nun

454nlm

400㎜

30

30

170㎏

950×840×500㎜(H)

重 量70kg

台 内 に 次 の もの を 含 む

(i)遊 星 歯 車 型 増 速 機(増 速

比1:6)

/ii)　AC -DC　 lkw　 3相 発 電

機,発 電 機 出 力 は ダイ オ ー

ド整 流 器 に よ り24V-DC

に 整 流

備 考:発 電 機 出 力 垂 直 軸 よ り

1:1の べ ベ ル ・ギ ア
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を介 して水平に設置 された増速機 並に これ に直結 され た発電機 を駆動す る.

(3)プ ロペ ラ型風力 ター ビンに関する研究

基地用大 出力補助電源用 として,大 直径 のプ ロペ ラ型風 力ター ビンの基礎設計 を完了 し

たが,予 算の都合上試作待 ちの状態 にある.

プロペ ラ型風力ター ビンNU-301の 要 目

㈹ ター ビ ン 直 径

中心高

翼

(B)発 電機　　AC-DC

(C)架 台

(4)南 極用ACVの 試作研究

6m,翼 数4

地 上4～6m

強化 プラスチ ック製

自動可変 ピッチ並 にフエザ リング機構付

3kw24V

南 極における行動 性をたかめ るために,小 型ACVの 実用化が要望 されてい る.こ の要

望 に応 えるため2人 乗ACVを 開発中であ り,既 に骨組,エ ンジンの性能 テス ト,リ フ ト

用 フア ンの性能テス トを完 了,昭 和51年 度内に完成,走 行 テス トに移 る見込であ る.
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長

巾

員

全

全

乗

最大速度

巡航速度

ク ッシ ョン面積

浮上用送風機

6,700㎜

4,600㎜

2名

80㎞/h

40㎞/h

23m2,

試作南極用ACVの 要 目

軸 流 ファン2台

駆 動用 エ ンジン

推進用 送風機 軸流フ ァン2台

駆動用 エンジン

フ ロー ト並 にそ り付

イ 極地建造物の研究

全 高

全備重量

積荷重量

航続時間

航続距離

クッション圧力

風景

マ ツ ダ

2,180mm

1,600kg自

200kg

4時 間

160㎞

　 70mmHzO

1,400m3/min

RE10A100Ps 1台

マ ツ ダRE10A100Ps1台

重1,250kg

(研究代 表者)佐 藤稔雄(日 本大学理工学部教授)

(所内研究者)村 山雅美(教 授),村 越 望(助 教授),寺 井 啓(助 手)

(所外 共同研究員)

【研究成 果】

昭 和基 地に最初の建物が建設 されてか ら,20年 が経過 し,そ の間建物の形式は低床 式か

ら高床式 に,ま た高床部 分は鉄骨 造か らRC造 へ と変遷 し,パ ネルの架構 や内部骨組 接

合部な どに も改良が加え られ,現 在主に用い られている居住棟 や観測棟 の ような形式 が定

着 し,そ れな りの成果を もた らしてい る.こ の他,大 スパ ン構造の作 業棟 や,特 殊 な 目的

の ロケッ ト施設な ど,基 地の規模は最初の4棟120.gM2か ら36棟2,560.5M2と 飛躍 的に

発展 し,現 在に至 っている.し か し恒久観 測基地 の絶 対条件であ り,我 々の最 も願 ってい

る不 燃化 は,輸 送や現地 の条件(建 設機械や過酷 な 自然条件)か らいまだその 目的 を達す

るには至 っていない.

我 々は 日本大学南極設営委員会 の協 力に よ り,本 年 は山南極建 築に関す る総 ての資料 の

整理 と(ii)不燃材料の開発 と研究を行 った.そ れ らの概要を記す.

(1)資 料整理

第8次 観測 以降,我 々の設計 した ものは勿論,第1次 か らの総 ての建物 の設計 図,計 算

書,仕 様書及び現地におけ る作業 工程,保 守,管 理 等我 が国南極建築 にかかわ る総 ての資

料を収集整理 し,あ わせて寒 冷地建 築に関す る論 文報告 等も 収 集 し た.こ れ らの結果を

「南極の建築」 とその付録(日 本大学理 工学 研究所)と してま とめた.そ の内容は(i哺 極

とい うところ(ii)極地の生活(iii)岩盤 基地飼 氷上基地〔V)極地 における不燃材料 につ い て で あ

る.

(2)不 燃材料 に関 する研究

不 燃材料をll型 無 水石膏 に設定 し養生条件 を+20°C,0°C,-20°Cと し日本大学理

工学 部習志 野校 舎低 温室 及び試験装 置を用 いて,そ の材料的性質 を求め,ま た同養生条件
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にお ける鉄筋補強梁 の曲げ試験 を行 い,構 造 体 としての性質 を解 明した.

これ らの試験結果は昭和50年 度 日本大学理工学部学 術講演会 において 「南極基地におけ

る構造 材料 としての石膏について,そ の(1)基礎的諸性能,そ の(2)付着性能,そ の(3)梁の曲

げ強度試験」 として発表 した.

石膏が将来南極の建物 の不燃化 に役立つか ど うかは,引 き続 きこれか らの研究の結果を

待た なければな らないが,第17次 隊に よ り現地で川石膏+メ サ ライ ト,(ii)石膏+現 地骨 材

圃 ジェッ トセ メン ト+現 地骨材の3種 類の実大試験体が各2体 ずつ製作 され,そ の うちの

各1本 が船積 され帰 国の途にあ る.い ずれ強度試験を行い,そ の結 果は,昭 和51年 度に行

う構造体試験 と合せ発表する予定 であ る.

(6)国 際共同観測

ア マクマー ド・サウン ド地域の地学的研究

(研究代表者)永 田 武(所 長)

(所内研究者)楠 宏(教 授),神 沼克伊(助 教授)

(所外共 同研究 員)倉 沢 一(地 質調査所),加 藤喜久雄(名 古屋大学 水圏科学研究所

助手),西 山 孝(京 都 大学工学部助 手),鳥 居鉄也(千 葉工業大学教

授).中 井信之(名 古屋大学理学部助 教授)

【研究成果】

1.研 究試料

昭和50年 度 に研究 した試料は次 のとお りであ る.

(1)　DVDP掘 削 コア

ドンファン池(#13コ ア)の 基盤 までの堆積物.

(2)塩 湖の水試料

フ リクセル,ポ ニー,バ ンダの3湖 と ドンフ ァン池

2.研 究の概要

(1)ド ンファン池 の堆 積物 の研究

13mま での コア試 料19点 について,最 初にX線 回折 によ り含有二 次鉱物 の同定 を行

った.こ の結 果,2m深 までに石膏 が予想以上 に多 く,　Don　 Juan　basinに 硫酸塩が

かな り多量 にある ことを知 った.こ れは,池 水 に　sulphate　が きわ めて少 ないことで

従 来海 水起 因に よる塩類 の存在 を考える とき,か な り矛盾を感 じた点があ ったが,今

後 の研究 に大 きな収穫 となる ものである.ま た,13m深 以下 の基盤岩 石(dolerite)中

の割 れ 目にcalcite　が多 く爽離 する点が注 目され,こ れぱ低温下 におけ る海水の初期

の析 出過程 を示す もの として注 目された.

(2)ド ンフ ァン池掘削 コァの化学分析について

前 記の鉱物同定後,水 溶成分,過 塩素酸溶解成分にっいて,化 学組 成の分 布状況 を

調べ た.こ の研究で 明らか とな った主要点は,池 中の化学組成か らみる と,Mg,SO4

が きわ めて少 ないこ とであ るに反 して,堆 積物 にはかな りのMg,　 SO,が 含まれてい
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ることであ る.こ れ らの結果か ら,も し海水が同地域 にあ った と仮定 して,そ れが低

温濃縮 して堆積物が一旦形成 され,そ の後に周辺氷河融氷水か らの流入水に よって現

在 の池が形成 された と推定す るバ ンダ湖 と同 じく,ド ンファン池 もその含有塩分は地

下 の塩類が再溶 出してきた ものであ るこ と,ま た,池 の水量 の増減 に応 じて池水 の濃

度が変化す る とい う現 象が あるこ とを知 った.

堆積物中 の主要塩分 の分析結果 は,海 水 が低温濃縮 した とみ る考 え方は成 りたつ も

のである.こ れ らの考 え方 を確め るため,ウ ラン,ラ ウジムなどの放射性元素 の分布

も行 っているが,予 備 的な結 果か らは前記 の考 え方 を支持す るもの となっている.微

量元素 の分 布を知 る必要 があるので,さ らに研究中であ る.

今回の掘 削堆積物 の地球化学 的研究 は,ド ライバ レー塩湖 の成 因にっ いて,地 学 的

に大 きな貢献 とな った と確信 している.

(3)塩 湖の有機化合物の研究

ドライバ レー地 域における有機化 合物の分布 にっいては調 査がほ とんどないので,

主 な塩湖の湖水中の有機化合物 の同定 を行 うこととした.採 水試料 は現地 に お い て

HC1酸 性 にし,帰 国後研究 を行 った.こ の結 果,か な りの種 類の脂肪酸 は じめ有機

化合物 の同定を行 ったが,採 水器,ロ ープな どの問題か ら改めて調査 研 究 を 行 った

後,報 告す る必要を 認めた.

(4)塩 湖 のガス成分 の研究

塩湖 の含有 ガス成分を知 るため,島 津製 ガス ク ロ マ ト グラフィをEarth　 Science

Laboratoryに 携行 し,テ イラー,ラ イ ト各谷の塩 湖水のガス分析 を行 った.こ の結

果は,同 行 の和栗修 氏によ り報告 され るが,ポ ニー湖西湖の底層水に多量に発生す る

ガス成分 には,メ タンガスが存在す ることが判 明した.塩 湖中の ガス成分の確認は,

生物学的 に も,ま た,塩 湖 自体 の成因 に関連 して も今後の詳細な調査の必要を認め,

予備 的調査の 目的 を達 した.

◎ 昭和49年10月21日 ～12月13日 にわた り,南 極 ドライ・ミレー地域 に滞在 し,次 の よ うな

試料を採取 し,本 年度 は,こ れ らの試料 の うち ドライバ レー地域 の塩湖の水の安定酸素同

位 体組成に関 して と,結 氷が観測 され た ドンフ ァン池 の水の水質変化 に関す る仕事を中心

に行 った.そ の結 果の概 略を述べる.

研究試料

DVDP#10コ ァ中の氷18

〃 堆積岩g

DVDP#11コ ァ中の氷14

〃 堆積岩5

マクマー ドでの降雪2

テイラー谷で の降雪及 び積雪11

〃 流水4

テイラー谷及 びライ ト谷 の湖水21

ライ ト谷の地下水4
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DVDP#10で のスラ ッジ

テイラー谷での二 次鉱物

ドライバ レー地域で の岩石

(1)塩 湖 の水 の安定酸素同位体組成について

8

5

7

ーイ

つ
一

通常,水 の安定酸素 同位体組成 の測定 には,H20-CO2安 定酸 素同位体交換平衡を用い

る.し たがって,こ の測定法 では,他 の大部分の同位体組成測定法 とは違 って,180と160

の濃度比 を測定 しているので はな く,そ の活量比を測定 してい ることにな り,そ の活量比

は溶液中 の塩類の種類や量,平 衡温度に よ り変化す る可能性がある.

それゆ え,通 常 の測定 に用 いられてい る.25°Cで のH20-CO2安 定 酸素同位体交換平

衡を用いて測定 された塩湖の水の安定酸素同位体 比については,濃 度比 や低温で求めた活

量比 と同 じなのか,あ るいは大 き く異 なるのか,検 討 しな くてはな らない.そ こで,ド ン

ファン池 と周辺のパ ドル,ポ ニー湖の最深部の水について25°Cと0°Cで 活量比を測定

し,計 算に基づlv　・て濃度比を求めた.そ の結 果,25°Cで 測定 した活量比は,濃 度比 との

間には余 り大 きな差異はない と考え られる.し か し0°Cで 測定 した活量比 との間には,

大 きな差異があ り,そ の差異は塩の種類に よ り大 き く変化 し,量 に よって も変化 す ること

が明 らかにな った.し たがって,25°Cで 測定 された南 極 ドライバレー地域 の塩 湖の水の

安定酸 素同位体組成 にっいては,そ の意味を十分 に検 討しない と大 きな間違 いをひ きお こ

す ことになる心 配があろ う.

② ドンフ ァン池 の水の水質変化

不凍 湖 とされ ていた ドンフ ァン池 が,昭 和49年10月 結氷 しているこ とが観測 さ れkの

で,11月4日 と12月7日 に採取 した ドンフ ァン池 と周辺 のパ ドルの水 につ いて水質分析を

行 い,水 質 変化 を調べ た.そ の結果,11月4日 の池水はか つて観測 され たこ とのない低塩

分 の水 であ り,こ の水が12月7日 には過去に観測 されて きた ぐらいの高塩分の水 に濃縮 し

ていた.非 常 な速 さの水 の蒸発があ った のか,塩 の溶解があ ったのか,短 期間にお どろ く

ほ ど塩分が大 き くなってお り,水 の安定酸素同位体組成 も大 き く変化 してい ることが認め

られ た.

◎ ドライ谷地域 に産 出す る二次鉱物について,鉱 物種 とその分布状態 をX線 回折分析法

によ り検討 し,さ らにそれ らの生成機構を明 らかにするために硫 黄の安定 同位体を測定 し

た.そ の結果,次 の ような ことが明 らかになった.

〈1)テ イラー谷 に産 出す る二次鉱物か らは,岩 塩(NaCl),　 ヵ リ岩 塩(KCI),芒 硝 石

(Na2SO4),石 膏(CaCO3・2H20),方 解石(CaCO3),霰 石(CaCO3),重 炭酸 ソーダ

石(NaHCO3・NaCO3・2H,O),　 サ ーモナ トライ ト(Na2CO3・H20),モ ノ・・イ ドロカル

サイ ト(CaCO3・H20),が 同定 され,そ の他,現 在検討中 のものが数試料あ る.こ れ ら

鉱物の分布は方解 石,岩 塩,芒 硝石ぱテイラー谷全域 にみ られ るが,重 炭酸 ソー ダ石,

サーモナ トライ トはテイ ラー谷 の下流,海 岸 に近 いところに限 られて晶出 してい る.ま

た!高 度差 に よって も二 次鉱物 の分布は異 な り,石 膏は高度の高い ところに,炭 酸塩鉱

物 は低 い ところに濃 集す る傾 向があ る.

② テイラー谷産二次鉱物 とライ ト谷産二次鉱物を比較す ると,ラ イ ト谷では一般に二次
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鉱物,特 に炭酸塩鉱物の少ない ことが顕 著な特 徴であ る.

(3)テ イ ラー谷産硫酸塩鉱物中の δ34Sの値は 一27.gc/・・か ら+21.1%・ まで の広 い範囲

にわた ってお り,そ の原因 としては硫酸 還元バ クテ リアに よる影響 が もっ とも大 き く,

また,こ れ らの塩分の起 因にっいては,風 送塩 に よる もの と思われ る.

(7)極 地観測

ア 南極におけるエーロゾル及び微量気体成分の研究

(研究 代表者)斉 藤博英(気 象研究所)

(所内研究者)川 口貞男(助 教授)

(所外共同研究員)後 藤良三(気 象研究所),村 井潔 三三(気 象研究所)

【研究成 果】

第17次 隊においてはエー ロゾルの 日射に及ぼす影響を主 として研究す る事に してお り既

に現地 においては分光 日射計の設置が完了 してい る.こ の器械に よ り波長別 日射強 度を測

定 しエー ロゾルに よる日射の散乱吸収を知 り逆 にエー ロゾルの粒度分布を知 る事が出来る

筈 であ り,今 後の観測に期待 してい る.

また,一 一方幸 いに51年 夏期に現地で航空機を使用す る事が 出来

1.雪 面 アルベ ー ドの測定

2.地 表面温度 の広域測定

3.エ ーロ ゾル粒 子の採 集

の3項 目につ いて実 施す る事が 出来 た.

1.雪 面 アルベ ー ドの測定

当初計画 では機体 の上下部 に 日射 計を取 りつ け種 々の高 さで測定 しこの間 の日射量 の減

衰 を測 りこの間 の大気層 に よる吸収 を測定 するつ も りで あったが上部 に取 りつ ける事 に関

して問題 があ り,下 部 にのみ取 りつ けた.こ のため得 られ る情報 は基地 の 日射計 との比較

に よる広域 のアルベー ドのみ となった.し か し海氷域露岩域氷床域 にわ たるアルベ ー ドは

放 射平衡を論ず る うえに非常に重要であ りデーター解析 に期待 している.

2.地 表面温度の広 域測定

赤 外放 射温度計を用 いて海 氷域露 岩の表面温度の測定 を行 ったらエ ンジンの排気 口か ら

の排 気ガスの影響が気 にな る.海 面温度 一2°C露 岩+15°C程 度 になっている との現地か

らの情報があ るが解析結果に期待 してい る.

3・ エ ーーロゾル粒子の採集

1,2と 同様現在船で持 ち帰 ってい るので解析結果に期待 してい る.

イ 昭和基地周辺の生物圏を中心とする環境科学的研究

(研究代表 者)朝 比 奈一 男(中 京大学体育学部教援)

(所内研究者)松 田達郎(教 授),星 合孝 男(助 教授)

(所外 共同研究員)鈴 木兵二(広 島大学理学部教授),秋 山 優(島 根大学教育学部教授),
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白木博 次(東 京大学医学部附属 脳研究 施設教授),狐 塚 寛(富 山大

学 医学 部教授),合 田 朗(北 里研究所),鳥 居鉄 也(千 葉工業大学教

授),綿 種邦 彦(東 京大学 教養学部助 教授),室 往正世(室 蘭工業大学

教授),小 坂 丈予(東 京工業大学工学 部教授),安 藤久次(広 島大学理

学 部助 教授)

【研究成 果】

第15・16次 隊においてはそれぞれ5～6人 が観測 隊に参加観測 ・研究 を行 った.第17次

隊からは 規模 を縮少 し2名 を派遣 して研究を行 ってい る.

人為汚 染のバ ックグラン ドとしての露地岩域 の生態系 の研 究につ いては,小 林 ・中西が

夏 隊 とし,山 中 ・星合 ・清水寺が越冬隊 として主 もに植物社会学,植 物生態学,海 洋生態

学的 な研究 を行い,新 しいコケの種類 も発見 された.唐 沢は昭和基地 の人間活動の及ぼす

汚染 にっ いて,微 小生物及 び大気中の物質 などを測定す る ことによ り汚染状態 の判定に関

す る研究 を行った.

南極 にお けるヒ トの環境汚濁の研究 につ いては渡部,市 丸,荒 木等に よって行われ,基

地周辺 の水系 に汚染のみ られ ることを報告 してい る.越 冬隊員の毛髪等のサ ンプルは帰 国

後狐塚等 によって分析 され,人 の水銀汚染 に関す る貴重な成果 とな ってい る.ま た,宮 下

の越冬隊員の放射能汚染 に関す る研究 も開始 された.

地球汚染物質の地 球化学的研究については佐 野 ・安孫 子に よって実 施 さ れ た.CO,,

NOxの 測定 の他,雪 氷,池 水,海 水等の分析 を行 った.

第17次 隊では大山,村 上に よ りひ きつがれ現在実 施 されつつあるが,帰 国 した隊員及 び

共同研究者 らに よって分 析や解 析が進められ つっある.

(参考)

国立極地研究所共同研究員規則

(昭 和50年12月8日国立極地研究所 規則第20号)

(役割)

第1条 共同研究員 は,国 立極地研究所(以 下 「研究所 」 とい う)の 教官(t".1研 究 部閂

の教官を含む.以 下同 じ)と 協 力 して,極 地 に関す る研究 を行 うもの とする.

(定義)

第2条 共同研究員 とは,次 に掲 げる ものをい う.

一 研究所 の要請に応 じて,共 同研究 を行 う外部 の研究者

二 共同研究を行 うことを申請 し,承 認された外部 の研究者

三 研究所 が実 施す る極地観測 事業(以 下 「極地観測事業」 とい う)の 研究観測の研究

代表 者(研 究所 の教官 を除 く)

四 極地観測事業 の研究観測 に従事す ることが決定 した時か ら,極 地 か らの帰 国後1年
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を経過するまでの間 の老(研 究所 の教官 を除 く)

(期間)

第3条 共同研究の期間は,3年 以内 とす る.た だし,極 地観測事業 の研究観測 に係 るも

のにあ っては,そ の研究観測 が終了す るまで の間 とす る.

(代表者)

第4条 共同研究を行 うにあた っては,そ の共同研究組織 に代表者 を置か なければ ならな

い　

2代 表者は,そ の共同研究組織 を代 表 し,そ の中心 となって研究計画 の取 りま とめを

行 うとともに,共 同研究の推進に関 し責任 を もつ もの とする.

3代 表者は,外 部の研究 者であ って も,研 究所 の教官 であって もさしつ かえない.

(連絡者)

第5条 同一の研究室,教 室,研 究部門等に同一の共同研究組織 の共同研究 員が2人 以上

いる ときは,そ の うちの1人 を連絡者 として定めなければな らない.た だ し,代 表者が

所 属す る研究室,教 室,研 究部門等においては,こ の必要はない.

2連 絡老は,そ の共同研究に関 し,研 究所及び代表者 と研究室,教 室,研 究部門等

の共同研究 員との間の連絡 に当た るものとす る.

(制限)

第6条 第2条 第1号 及び第2号 の共 同研究員は,特 別 の事情が ない限 り,同 時 に2以 上

の研究課題 につ いて共同研究 を行 うことはで きない.

(申請)

第7条 研究所 の教官ぱ,外 部 の研究者 と共同研究 を行 うこ とを希望 する ときは,別 紙 様

式1の 共同研究 計画 書3部 を研究所長 に提 出しなければならない.

2共 同研究を行 うことを希望す る外部の研究者は,研 究所 の関係 教官 と研究 内容 をあ

らか じめ協議の うえ,別 紙様式1の 共同研究 計画 書3部 を,研 究所 長に提 出 しなけれ

ばならない.

3前2項 の共同研究員 とな る資格を有す る者は,国 立,公 立及び私立の大学並びに各

省庁及 び地方公共団体の研究機関そ の他 これ らに準ず る機関の研究者 とす る.

4共 同研究 計画 書は,申 請者か ら直接提 出して もよいし,そ の所属機関の長か ら提 出

して もさしつか えない.申 請者か ら直接提 出す る場合は,そ の所属機関 の長 の承認を

得 てか ら提 出しなければ ならない.

(採否 の決定)

第8条 研究所 長は,前 条の規定 に基 づ き共同研究 計画 書が提 出 され た ときは,原 則 とし

て,共 同研究 委員会及び運営協議員会議の意見を考慮 して,採 択の可否を決定 するもの

とする.

(旅費及び研究費)

第9条 共同研究 員には,予 算の範囲内で,旅 費及び研究費を支 出する ことができる.

2極 地観測事業の研究観測 の研究代表者が,研 究観測のために国内におけ る旅 費及び

研究費 の支 出を希望す る ときは,別 紙様式1の 共同研究計画書3部 を,研 究所長に提
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出しなげれ ばならない.

3研 究所長 は,前 項 の共 同研究 計画書が提 出され た ときは,原 則 として,共 同研究委

員会及 び運営協 議員会 議の意見を考慮 して,支 出の可否を決定す るもの とす る.

(研究報告)

第10条 国内における共 同研究 にっいては,代 表者 は,別 紙様式2の 共同研究報告書3部

を,当 該年度末 までに研究所長 に提 出しなけれ ばならない.2年 以上継続 して共 同研究

を行 う場合 は,各 年度末 ごとに共 同研究報告書 を提 出す るもの とし,こ れ が提 出 され な

い場合 は次年度以後 の共 同研 究を行 うこ とがで きな いもの とす る.

2極 地観測 事業 の研究観測 にっいては,研 究代表 者は別 紙様式3の 極地観測 共同研究

報告書3部 を,各 年度末 ごとに,研 究所長 に提 出しなければな らない.研 究観測 の全

体 が終了 した ときは,研 究 代表 者は,別 紙様式3の 各年度 ごとの報 告書 とは別に,研

究観測全体 について別紙様式4の 極地観 測共同研究総 合報告書3部 を,研 究観測全体

の終 了後1年 以内に,研 究所 長に提 出 しなければな らない.

(論文等の提 出)

第11条 共同研究員は,そ の共同研究に係 る論文等を印刷物に よ り発表 した ときは,共 同

研究が継 続中である と,終 了後 であ るとを問わず,す みやか に15部 を研究所長に提 出 し

なければな らない.

(雑則)

第12条 この規則に定める もののほか,共 同研究員に関 し,必 要な事項は,研 究所長が荒

める.

附 則

この規則は,昭 和50年12月8日 か ら実 施す る.

4.科 学研究費補助金 によ る研究

翻 部
研 究 課 題
(研究分担課題)

研 究 代 表 者

氏 名 網 所 属

所警 篇裏繰

屍鱈 理学躍 碗 鋤 永田 武i所長
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教授秋田大学鉱
山学部
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永 田 武 所 長(300)

1

002007
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総合研究㈹

理学

太陽地球環境国
際観視資料の活
用に基づく地球
周辺空間の研究

鴛編灘)
福島 直教授東京大学理

学部 平沢 威男
助教
授

(40) 034019

理学

微小地震と活構
造の関連性

(火山地域における微小地震活動)

宇津 徳治教授名古屋大学
理学部

神沼 克伊助教
授

(100) 034034

理学

STP資 料の総

合解析に基づ く太
陽地球環境の

研究
太陽風の成層圏

(
・対流圏への影

響 に関す る研究

前田 担教授京都大学理
学部 平沢 威男助教

授 (70) 034045

(1)超 高層物理学

研究課題

月岩石の磁気的性質

(研究代表者)

永田 武(所 長)

(所内研究者)

鮎川 勝(助 手)

研究報告の概要

(1)研 究 目的

(a)新 しく配布 された6種 のアポ ロ17号採 集の月岩 石について,月 岩 石の基 本 的 磁 性

(強磁性帯磁 率(X・),常 磁性帯磁率(Xの ・飽和磁化(ls)・ 飽和残留磁化(IR)・ 抗

磁率(Hc),残 留抗磁率(HRC)等)を4・2°Kと 室温 の間の各温度で測定 し・また・

キ ュ リー点(⑪)及 び カマサイ ト α之γ変態点温度(⑪ αご γ)の測定 をも行 い,月 岩

石の磁性 の基 本的性 質並びに月岩 石内磁性鉱物分布 の決定 を行 う.

(b)上 記月岩 石試料の 自然残 留磁化 の諸性 質を測 って,そ の磁化 の源を 明らか にした結

果に基 き万古磁場 を検討する.

(c)既 に実験 を終了 した33個 の月岩 石試料 の諸磁性 と新 たに測定 された結果 とを総合 し

て,・・月岩 石磁気学"を 組 立て,"地 球岩 石磁気学"と の対比 を行 う・

② 研究計画
・(a -1)振 動 型磁 力計に よ り,温 度範 囲4・2°K～300°K・ 磁場範 囲一16kOe～+16kOe

について磁化 履歴 曲線 の測定 を行 う.

(a-2)磁 気天秤 を用 いて,温 度範 囲20°C～850°C磁 場範 囲0～6・SkO・ につい て 熱
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磁 化曲線 の測定 を行 う.

(a-3)振 動型磁 力計を用 いて,磁 場10kO,に お いて温 度範囲4・2°K～300°Kに つ い

て熱磁 化曲線 の測定 を行 う.

以上の測定 に より,月 岩 石試料 のX・,Xα,Is,五,Hc,及 びHRCが 各温 度で測

定 されまた,亘,亘 αごγ 及び反 強磁性鉱 物ネール点(亘 め も決定 され る.

(b)ス ピナー型磁 力計 と交番磁場消磁装 置及 び熱消磁装 置を併用 して,ア ポロ17号 月岩

石自然残留磁化 の安定性 と温変特性 を測定 し,そ の磁化 の起源 を求 める.

(c-1)本 研究者が分析 した合計39箇 の月岩石試料 の磁気的諸性質 を,(i)玄 武岩質 月火

成岩,簡 斑 励岩 質月火成岩,側 凝 灰岩及 び:iv凋細 砂の4群 に区分 して,そ れぞれ の群

の磁 気的性 質 と岩 石成 因 との間 の関係を 明らか にす る.

(c-2)鉄,カ マサ イ トを 強磁性主成分 とす る月岩石 と,チ タン磁鉄鉱 を強磁性主成分

とする地球岩 石 とは本質的 に異 なる点 も多 い.本 研究 によって,ほ ぼ成立 した くζ月岩

石磁気学"と 既 に本研究者 等によってほぼ確立 され てい る"地 球岩石磁気学"と の間

の類似点 と相違 点 とを明 らかにす る.

3)研 究成果

㈹ 月岩 石の基 本的磁気的性質

(A-a)ア ポロ月 火成岩のキ ュ リー点は,760°Cと810°Cの 間 に分布 し,そ の中央値

は770CC(純 鉄 のキ ュリー点)で ある.し か し,月 凝灰岩 ヵマサ イ ト α→γ 変態点

のみ が測定 され る場合が多 く,α →γ 変態 点は720°Cと760CCの 間 に分布す る.

(A-b)月 火成岩の飽 和磁化(ls)は0.1-0・2emu/gm,月 凝 灰岩 のIsは0・5-2・O

elnu/gmの 範 囲にあって,明 らか に両岩石群 は区別 され る.

(A-c)月 凝灰岩はほ とん どの場 合 カマサイ トを強磁性主成分 として含有 し・その カ

マサ イ ト中のXi量 は3～8%の 範囲にあ り,そ の中央値は約696で あ る.

(A-d)元 来 の月岩 石中 に平均6%のMを 含む 阻石中の カマサイ トが混入 してい る

と仮定す ると,月 火成岩,月 凝灰岩,月 細砂 の1・ と岩 石中のNi含 有量 との関係

を一般的 には説 明で きる.即 ち月表面には46億 年の間に突入 した 多量の阻石成分が

混入 して いる ことになる.

(A-e)し か し,明 石の衝突に よって著 しい衝突変成作用を うけた月岩石中には多量

の純鉄を含み,岩 石中の ・N'i含有量 に比 して著 し く大 きいIs値 を持つ試料 も少 く

ない.鉱 物学的並 びに磁気学的検査の結果,こ れ等の岩石中には含鉄硅 酸塩中か ら

衝撃変成 によって晶出した純鉄が含 まれてい る ことが判 った.

以上 を要す るに月岩 石の磁性は,(i)月 火成岩本来の成分,ほi)混入 した除石の成分,

並 びに圃限石衝突 による衝撃変成作用の結果生成 された純鉄 とい う3要 素の上に成立

して いる.

(B)月 岩石磁気学 と地球岩石磁気学 との対比

(B-a)強 磁性成分

月岩石の強磁性成分は全て金属鉄叉は,　FeNi合 金の細粒であ って,地 球岩石の

主成分であ る強磁性酸化鉄は皆無であ る.
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(B-b)反 強磁 成分

月岩石中には トロイ ライ ト,イ ル メナイ ト等極めて純粋な化学成分の反強磁鉱物

粒が存在す るが,地 球岩石中 には例外的 にしか見当 らない.

(B-c)常 磁性 成分

月岩石において も,地 球岩石 において も常磁性は含鉄硅酸塩鉱物 に由来 し,常 磁

性帯磁率はFeOの 含有量 に比例す る.

(B-d)強 磁性鉱物粒 子の大 き さ

地球岩石 中の強磁性鉱物粒 の大部分は 平均 直径1μ よ り大 き く,平 均直径が500

Aよ り小 さい粒 はほ とん ど見当 らない.こ れに対 し,月 岩 石中には平均直径10～

150Aの 範囲の金属細粒 が一般的に卓越 している.種 々の磁気的性 質にもこの程度

の違 いによって,月 岩石 と地球岩石 との間 に明確 な差異 がある.

(4)研 究の考察 ・反省

(3)の成果 に含む.

(5)設 備備品の利用状況

岩 石資料加圧試験装 置

極地研究所 にわ た され,将 来 とも月岩 石及びやま と隅石の磁性 の研究 に使 われ る.

研究発表

(1)学 会 誌 等

永 田 武(所 長)そ の他

　 　 Effects　 of　meteorite　 impact　 on　magnetic　 properties　 of　Apollo　 lunar　 materials.

　　　 Proc.　 6th　Lurlar　 Science　 Conference,　 Vol.　3,　3111-3122,　 Dec.　 1975.

(2)口 頭 発 表

永 田 武(所 長)

ア ポ ロ月岩 石 の 強磁 性 と超 常磁 性

日本 地 球 電 気磁 気 学 会講 演会 昭和50年10月
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5.研 究成果 の発表

(D 当研究所の専任及び客員の教官の発表

ア 学会誌等による発表

分野 麗 日 著 者 発表 年i
(月)
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超

高

層

物

理
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Meteorological　 Data　 at
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Proc.　 Lunar　 Sci.　 Conf.
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象
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　 iJARE　 D…
50.1130
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水
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Ground　 Temperature　 and
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Y.　Fujii

M.　 Nakawo

(北 大 ・低 温 研)
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(ネ パ ー ル気 象局)

　Periglacial　 Phenomena　 in

Hidden　 Valley,　 Mukut
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Y.　 Fujii
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学

Climate　 of　 Hidden　 Val-

1ey,　 Mukut　 Himal　 during

the　 Monsoon　 in　 1974

Flow　 of　 Glaciers　 in　 Hid.

den　 Valley,　 Mukut　 Himal

1M .　L.　Shrestha

(ネ パ ール 気 象 局)
Y.　Fujii

M.　 Nakawo

(北 大 ・低 温 研)

iM.　 Nakawo
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Y.　Fujii

M.　 L.　Shresthal

(ネ パ ール気 象局)

Water　 Discharge　 of　Rikha

Samba　 Khola　 in　 Hidden

Valley,　 Mukut　 Himal
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with　 the　 Niigata　 Earth.

quake　 in　 1964

A　 note　 on　 the　 Yamato
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December　 1969

Collection　 of　Yamato　 me-

teorites,　 Antarctica　 in

December　 1973

Iceshock　 swarms　 observed

at　 Mizuho　 Camp,　 Ant.

arctlca

Activities　 of　the　 Japanese

DVDP　 Party　 in

1974-1975

M.　 Nakawo

(北 大 ・低 温研)
Y.　Fujii

M.　 L.　Shrestha

(ネ パ ー ル気 象局)

西尾文彦
楠 宏

楠 宏

藤井理行

楠 宏

T.　 Nagata

K.　 Kusunoki

K.　 Shiraishi

(北 大 理)
R.　Naruse

(北 大 ・低 温 研)
K.　Kusunoki

K.　Kaminuma

M.　 Takahashi

(東 大 ・地 震 研)

K.　 Kaminuma

50.12

50.12

51.3

50.3

50.9

50.8

51.3

50.12

50.8

南 極 資 料,54,42-48

雪 氷,37,4

雪 氷,38,1,22-31

南 極 資 料,54,116-135

J.　 Geomag.　 Geoelectr.,
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Mem　 Natl　 Inst　 Polar

Res,　 Spec.　 Issues,　 5,

1-8

南 極 資 料,55,49-60

南 極 資 料,54,75-83

DVDPBull.5,100-101
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固

態

地

球

学

An　 outline　 of　 seismolo9-

lical　 observations　 in　 thel
　 dry　 valleys　 and　 McMurdo

Station

　

l　Seismic　 activity　 around

I　M・M・ ・d・　A・ea

造構のヤラ一
、ヒ■ルーバネ

土

Stable　 isotope　 studies　 on

the　 origin　 and　 geological

history　 of　water　 and　 salts

in　 the　 Lake　 Vanda　 area、

Antarctica.

Stable　 isotope　 studies　 of

DVDP　 3,　 6　 and　 8,　 and

possible　 sources　 of　 secon-
dary　 minerals　 and　 evap-

orites　 in　 McMurdo　 re-

gion.

南極 ドライバ レー,バ ンダ
湖の塩類 と水の起源 と湖の

歴 史的変遷

限石をひろった話

Antarctic　 Geological　 Map

Series　 Shee亡5

Langhovde.

Explanatory　 Text.

K.　 Kaminuma !　DVDP　 Bull .

50.8層

5.102-105

K.　 Kaminuma
5。.111DVDpB・ll・6・13

L

岩田修三
(都立大理)

藤 井理 行

樋 口敬 二
(名大 ・水圏研)

51.1幽

地 学 雑 誌85、3,21-39

N.　Nakai

H.　Wada(名 大 理)

Y.Kiyosu(　 〃　 )

l
W.　 Takimoto

(")1

　 　 　i　Geochem.

[1,7-24
50.5,

Journal,　 9,

N.　 Nakai 1

中井信之

矢内桂二

鵬
灘
雛

丁

く

二
T

K

K
M

H

T

Y
Y

先 カンプ リア楯状地 1失 内桂三|(東北大理)

1

Antarctic　 Geological　 Map

Series　 Sheet　 l　East　 Ongul

Island　 and

Text.

Explanatory

K.　Yanai

(東 北 大 理)
K.　Kizaki

(琉 球 大 教 養)
T.　Tatsumi

　

l　DVDP　 Bull.　 6,　20-21

50.12.

50.4
地 球 化学,9,1,37-50

5・.7;極 地11・
1,2-11.

{　Antarctic　 GeologicalM
ap　 Series.

51.3;

48.8幅 極 」 共 立 出 版 ・ ・86一

　

　 　　 !　Antarctic　 Geological

49.　 31　Map　 Series.
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学

(東 大 理)
T.　Kikuchi

(カ ナ ダ 自営)

Sheet　 2　West　 Ongul

Island

Sheet　 3　Te6ya

Sheet　 4　0ngulkalven

Island

Filtration　 rate　 of　zooplank-

ton　 community　 during

spring　 bloom　 in　 Akkeshi

Bay

A　 Revlslon　 of　the　 Family

Amblystegiaceae　 of　Japan

I

K.　Yanai

(東 北 大 理)
T.　Tatsumi

(東 大 理)
T.　Kikuchi

(カ ナ ダ 自営)

K.　Yanai

(東 北 大 理)
T.　Tatsumi

(東 大 理)
T.　Kikchi

(カ ナ ダ 自営)
T.　Ishikawa

(名 大 理)

K.　Yanai

(東 大 理)T
.　Tatsumi

(東 大 理)
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(TexasA&M
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M.　 Fukuchi
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〃
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19,145-164.
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超
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理

学
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1zatlon
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著 者
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H.　 Fukunishi
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51.9

51.1σ
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ウ ロ頭による発表

分野 題 発 表 者

南極におけ る無人観測機器の開発i鮎 川
(1)平 沢

|永 田

S-210JA-18号 機に よる電場の観}小 川 俊雄(京 大理)

測超 1平 沢 威 男
1鮎 川 勝

発表した学会等の
名称とその主催者

気磁気電球地本
会

日
学

勝
男
武

威

`発表年

(月)

50.51

t

〃 〃

磁気圏内の電磁流体波動

古i　 Substormと 　Pi-pulsations
同

居

地上及び衛星観測に基づ く南半球

極光活動の形態学(ll),(皿)

福西 浩 〃 〃

平沢 威男
鮎川 勝

〃 〃

永田 武
平沢 威男
鮎川 勝

〃 〃

物

IS-210JA-19号 機 に よ るVLF観 測

;結 果

鎌 田 哲夫
(名大 ・空電研)

平沢 威男

〃 〃

理

観測 ロケ ットに よる極嵐の研究 武
男
子

威
代美

田
沢
沢

永
平
滝

!1 50.10

南極における無人観 測機器の開発
(ll)

鮎川 勝
平沢 威男
永田 武

〃 〃

地 上及び衛 星観測に基づ く南半球学
極光活動 の形態 学(IV)

ロケ ッ ト高度か ら見 たオー ロラX

線 の空間分布

永田 武
平沢 威男
鮎川 勝
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小玉 正弘
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|

ヒマ ラヤ氷河の通義 と消耗(ヒ ド1藤 井 理行
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日本雪氷学会 50.10

山岳永久凍土の分布と気候条件|藤 井 理行 〃 〃

琵琶湖湖北地域の積雪調査 前 晋爾
(名大 ・水圏研)
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樋 口 敬二
(名大 ・水 圏研)

〃 〃
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南極昭和基地周辺の自然地震

Stable　 isotope　 studies　 of　 DVDP
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stormassociated　 geomag-

netlc　 phenomena　 in　 the
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zone　 disturbances

Similarity　 between　 global
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scale　 deformatlons　 observed

by　 a　TV　 camera

著 者

北村正亟(気 象研)
池上比呂志 〃
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T.　Oguti　 (東 大 理)

発表年
(月)

50.12

51.3

50.8

50.4
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誌 名 ・巻 号 ・頁

南 極 資 料,54,1-17

Mem.　 Kakioka　 Mag.

Obs.,16,16-31

南 極 資 料,53,1-32

J.　Gemag.　 Geoelec.,

27,113-129

J.　 Atmos.　 Terr.

Phys.,37,1413-1418
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超

⊥口
匝

層

物

理

学

Two.tiered　 auroral　 band.

磁気圏嵐開始時 のVLF-LF電

波バ ース ト

T.　Oguti　 (東 大理)
50.12

〃37,1501-1504

恩藤忠典 ・藪馬 尚

大瀬正美 ・西牟 田一
三(電 波研)

1南 極 資 料,55,20-38
51・31

昭和 基地におけ る遠距離VLFr坂 元敏朗 ・城

信 号強 度の測定結果(電 波研)

極 光帯における　ELF放 射 の
到 来方 向観測

功1
〃

佐藤夏雄 ・林 幹治
(東大理)

〃

〃 55,39-48

Record　 of　 radio　 aurora　 at.1.　 Shiro

Syowa　 Station,　 Antarctica　 I.　Yamazaki

ln1974(電 波 研)

〃 55,1-19

　　 JARE　 Data　 Rep..
〃133,1-89

昭和 基地におけ る成層圏電場
・電流の観測

Study　 of　 auroral　 VLF　 hiss

observed　 at　 Syowa　 Station,

Antarctica

Riometer　 records　 of　 30　MHz

cosmic　 noise　 at　 Syowa　 Sta-

tion,　 Antarctica　 in　 1974

Traveling　 Pressure　 wave

observation　 in　Antarctica

気

象

水

南極における浮遊粒子状物質
の測定

昭和基地における強風時の光
を利用した飛雪観測(予 報)

極地の氷の電気的性質1

象

学

幅 戦 物体によってできる雪

1の吹きだまりに関する研究

みず ほ高 原 ・西 エ ンダー ビー
ラ ン ド雪氷 層の地球 化学的研

究

Fabric　 studies　 on　 a　l　meter.

deep　 snow　 core　 from　 Mi.

zuho　 Plateau.　 East　 Antarc-

tlca

田中 良和 ・小川 俊雄1

(京大理),小 玉 正弘|50.12
(理化学研){

南 極 資 料,54,18-33

　研電

㎜

空

臨
蜘
激

　
　　

n

H

N

Y

M

M

1.　Yamazaki

I.　Shiro

(電 波 研)

　工

a

大

田

立

i

m

a
市

　

血

お

叩
阪

謡
腰

Y

M

Y

唐沢 栄・遠藤陽子(
横浜市衛生研)

平野耕一郎
(横浜市公害対策局)

小林 俊一
(北大 ・低温研)

牧野勤倹
(牧野応用測器研)

51.2

50.10

Mem　 Natl　 Inst

Polar　 Res,　 Ser.　 A,

13,1-58

JARE　 Data　 Rep.,

29,1-84

48.12

Mem.　 Fac.　 Eng.,

Osaka　 City　 Univ.,

14,65-73

51.3

南 極 資 料,55,99-107

50.8

〃 53,45-52

前野紀一(
北大 ・低温研) !5α3融 業8糠

真木太一
(農業技術研)

室住正世
(室蘭工大工)

M.　 Nakawo

(北 大 ・低 温 研)

50.8{南 極 資料,53,33-44

50.12

〃

〃 54,49-67

〃 54,68-74
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A　 steam-operated　 drill　used R.　 Naruse

by　 the　 14th　 Japanese　 An-

tarctic　 Research　 Expedition

Y.　Suzuki

(北 大 ・低 温 研)
50.8

(1972-1974)

第14次 南極地域観測隊内陸調

査概報1973-1974

成瀬廉二
(北大 ・低温研)

〃

Glaciological　 research　 pro.

gram　 in　 Mizuho　 Plateau一

R.　Naruse　 (ed.)

(北 大 ・低温 研)

West　 Enderby　 Land,　 East 50.9

Antarctica,　 Part　 3,　 1973一

1975

Oceanographic　 data　 of　 the M.　 Sue

16th　 Japallese　 Antarctic

Research　 Expedition　 1974一

T.　Imoto

(海 上 保 安 庁 水 路 部)
51.3

1975

第16次 南極地域観測海氷観測
報告:リ ュツ ォ ・ホル ム湾付

滝 沢隆俊
(北大 ・低温研) 〃

近 の氷 状,1974年12月 ～1975

年2月

〃

〃

,53,53-56

,53127-140

JARE　 Data　 Rep.,

28,1-121

南 極 資 料,55,69-91

〃 ,55,92-98

固

The　 X-ray　 diffraction　 pat-

terns　 and　 their　 mineral　 com・

ponents　 of　 evaporites　 at

Prince　 Olav　 Coast,　 Antarc-

tica

J.　Hirabayashi

J.　Ossaka

(東 工 大 工) 〃

JARE　 Data　 Rep.,

32,1-58

　 　 Superimposed　 folding　 of

　 　 the　 Precambriall　 metamor-

phic　 rocks　 of　 the　 L廿tzow-　 　 H
olm　 Bay　 region,　 East　 An.

態 　　tarctica

T.　Ishikawa

(名 大 理)
〃

Mem　 Natl　 Inst

Polar　 Res,　 Ser.　 C,

9,1-41

プ リンスオ ラフ海岸地域 の航 金子英樹

空磁気測量(国 土地理 院)
〃

南 極 資 料,55,61-68

地 昭和 基地 付近の海底地形一策

15次越冬 隊 ・地理 部門報 告1
森脇喜一(広 大文)

50.12115

〃 ,54,101一

球
Petrological　 studies　 of　 the

Yamato　 meteorites.　 Part　 l

Mineralogy　 of　 the　 Yamato

meteorltes

A.　Okada

(理 化 学 研)

　 　 　 Mem　 Natl　 Inst

　　　　 Polar　 Res,　 Spec.50
.81

ssue,5,14-66

科 Petrological　 studies　 of　 the

Yamato　 meteorites.　 Part　 2,

Petrology　 of　 the　 Yamato

meteontes

A.　Okada

M.　 Shima

(理 化 学 研)
K.　Yagi　 (北 大 理)

〃

〃 ,5,67-82

学 　 Cosmo-chemical　 studies　 on　 　
the　 Yamato　 meteorites-A

　 　 summary　 of　 chemical　 stud.

　 　 ies　on　 Yamato　 (a),　 (b),　 (c)

　 　 and(d)meteorites

Makoto　 Shima
Masako　 Shima

(理 化 学 研) 〃

〃 ,5,9-13
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tarctlca

　 あ ミ

蠕9畏 。薔識 襟 嬬:1K・ 　Shi「ais}1ヒ大理)15α81τ 緻 料・53,57-74

T

`

、
lSeismological　 bulletin　 oflM.Takahashi

Syowa　 Station,　 Antarctica　 (東 大 ・地 震 研)

1973

　 　 l　JARE　 Data　 Rep.,5
1.1131,1-44

1

Crystallographic　 and　 chem.　 [　H.　 Takeda

ical　 studies　 of　 a　 BronzitelT .　Yamanaka

雛 £鵠 漂in　 theYalnat° 　}　A.　M.　R,i!献 ∫1}!)

1(ケ ー プ タ ウ ン大学)

Geology　 of　 the　 region　 a.　 M .　Yoshida
`round　 Botnneset

,EastAn-:　 (大 阪 市 大 理)

I　tarctlcal
.

　 　 IMem　 Natl　 Inst

　 　 lPolar　 Res,　 Spec.
50.81ssue.5,83-90

;

ミ

　 　 lMem　 Natl　 Inst

i　50.12　 Polar　 Res,　 Ser.　 C,1

18,1-43
i

魏 魏 と氷床の鋤 訓1吉 田栄夫(駄 文)
:昭 和49年 度 文 部 省 科

50.3研 費 総 合 研 究(A),自

然 地 理 学,35-38

塙 極ス カ・げ スネ ス舟 底池の 秒(山
1プ ラ ン ク トン と湖 底堆 積物

」

優
(島根大教育)

:島 根 大 学 教育 学 部 紀

50・12要(自 然 刊一学 編),9,

29-42

生

物

医

ミ東 ナングル島 よ り得た ケイ藻

(予報)2

ヨ 　

、福島 博 ・小林艶子1

(横浜市立大文理)150
.81綿貫知彦

1(神 奈川県衛生研)

南 極資 料,53,82-88

A　 study　 of　 human　 adapta-

bility　 in　 Antarctica

H.　Hachisuka

(京 都 教 育 大)

　 　 Mem　 Natl　 Inst

51.　 3　 Polar　 Res,　 Ser.　 E.
・32,21-38

On　 the　 parasites　 of　 fishes

from　 the　 Antarctic　 Ocean

Trace　 elements　 in　the　 hairs

of　 wintering　 members　 of.

the　 l3th　 Japanese　 Antarctic　 、R
esearch　 Expedition

iN.　 K・g。 三 一「:南 極 資 料,54,84-93

(国 立 公 衆衛 生 院)50
.12T.　Watanuki

(神 奈 川 県衛 生 研)

91騨
警察研)i51.31鑑:llS誤

!
東部南極大陸,リ ュツ 丁 ・ホ1三 和敏夫(岐 阜大 医)1
ル ム湾東岸の土壌か ら分離 さ ・ ミ50.8
れた嫌気性菌(Closti'idia)　 I　 l

南 極 資 料,53,89-99

学

IAnae・ ・bi・b・,・,,i。 。fA。.T.Miw。(

tarctica.Isolation　 of　Clostノ ーi.

dia　 from　 the　 soil　 around

Syowa　 Station

〃)「

151.

!Mem　 Natl　 Inst

ミPolar　 Res,　 Ser.　 E,3

32,56-63

CZost?-idia　 in　 so三1　 0f　 the

Antarctica

T.　 Miwa(

鰺 籍 羅 綴 三和敏夫他

　")150
. 　 Jap.　 J.　1vledical　 Sci.4

1Biol.,28,201-213

(岐阜大医)
5・・71鷺f勤 学,91,

1
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国

際

共

同

観

測

(
ド

ラ

イ
。ハ
レ
ー
掘

削

計

画
等

)

第16次 越冬隊員の体 内放射性
物質(137Cs,40K)の 測定報
告(1)

On　 the　 excretion　 of　 urinary

17-hydroxycorticosteroids

(17-OHCS)　 in　 Antarctic
「eglon

Physiological　 changes　 in

wintering　 members　 of　 the

Japanese　 Antarctic　 Research

Expedition　 1968-1969

スキ ー滑走速度 の実測一姿勢

のちがい と滑走速度一

南 極産 徴 細 藻 類 の培 養(1)

西 オ ンブ ル島 か ら分 離 した 南

極 特 産 種 の ケ イ藻Navicula
フアzz砒(4・5∫5　van　 Heurck

南 極 産 微 細 藻 類 の 培 養(2)

南 極 ス カル ブス ネ ス の 塩 湖 か

ら分 離 したAclxnantl}es　 bノ烙
cviPes　Agardh　 var .　iη勧 ・ηne.

dia　(Ktttz.)　 Cleve

Geochemical　 study　 of　water

andsecondarymirleralsfrom

cores　 and　 on　 theground　 in

the　 Dry　 Valley　 region

Origin　 of　 magnesium　 and

potassium　 ion　 in　 Lake

Vanda,　 Antarctica

Geology　 of　 DVDP　 13-Don

Juan　 Pond

Distribution　 of　 secondary

minerals　 from　 Taylor　 Va1-

ley

Sulfar　 isotope　 studies　 ef　 e-

vaporite　 minerals　 from　 Ta.

ylor　 Valley,　 Victoria　 Land,
Antarctica

Distributioll　 of　 evaporite

minerals　 from　 Taylor　 Val-

ley,　 Victoria　 Land,　 Antarc-

tica

南極 ロス島 火山岩類 のス トロ
ンチウム同位体組成

宮下 充正 ・跡見順 子
(東大教育)

上 田慶 子(東 大医)

T.　Oda

(国立 東長野病院)

Y.　Ohkubo

(大 宮 赤 十 字 病 院)

渡.部知 彦 ・山崎一郎(
東邦大)

綿貫知彦(神奈
川県衛生研)

唐沢 栄
(横浜市衛生研)

綿貫知彦(神奈川
県衛生研)

大野正夫
(高知大宇佐臨海実験
所)

K.　Kato

(名 大 ・水 圏 研)

　大工

照

糠

油
農

㏄
顕
詣

M
M
儀

H
L
工

M.　 Mudrey,　 Jr.

(北 イ リノイ 大 学)
T.　Torii

(千 葉 工 大)
H.　Harris

(イ リノ イ地 質 調 査 所)

H.　Kurasawa

(地 質 調 査 所)
T.　Nishiyama

(京 大理)

T.　Nishiyama

(京 大 理)
N.　Nakai

(名 大 理)

T.　Nishiyama

(京 大 理)
H.　Kurasawa

(地 質 調 査 所)

1創 磁 調査所)

50.8

51.3

〃

51.1

50.8

50.12

50.8

50.4

|南 極 資 料
,53,100-105.

Mem　 Natl　 Inst

Polar　 Res,　 Ser　 E,

32,39-55

〃 ,32,1-20

体 育 の科 学,26,60-
63

南 極資 料,53,75-81

〃 54,94-100

DVDPBull.,5,118-

119

Nature,254,583-

584

50.8

DVDP　 Bull.,　 5,78-

93

〃

50.12

〃

ls・・6

DVDP　 Bu1L,　 5,

120-133

DVDP　 Bull.,　 6,　 23

DVDPBn11.,6,22

地 球 化 学,9,61-66
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1バ ンダ湖 周辺 の二次生 成鉱物;森 川 日出貴(東 工大)1
〃の分布 小坂丈予(〃)1

〃,9,51-60i

　

　
　
　

理大

〃
〃

〃

名く
く
く

く

之

樹
弘
夫

信
秀
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幹

井

田
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木

中
和

清
滝

ダ

る
の

ン
よ
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に
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,体
類
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一
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塩
変

レ
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の
的
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湖

史

・
水
ダ

歴

イ
と

ン
の

ラ
類
.ハ
湖

ド
塩

}
と

極

の
究
源

南

湖
研
起

〃

〃 ,9,37-50

マ ク マ ー ド ・ナ ア シ ス塩 湖 の ,

、水 質 一 と くに 栄 養塩 類 の分 布'
い こつ い て 一

鳥居鉄也
(千 葉工大)〃

〃,9,22-36

Preliminary　 report、

75

　

　　　 lT.　 Torii　 l1974-

i。."'a、 繧 工 大)ls・.

;(大 阪市大医)1

Salt　 balance

Juan　 Basin

1n　 the　 Don

DVDPBull.,5,106-

!178

T.　Torii

(千 葉工 大)
N

(Yamagata国立 公 衆 衛 生 院)5・.12

J.　Ossaka　 1

(東 工 大)i

〃,6,33-40

蠕.聯 品隠 語T・T・ ・ii(千葉工大)15・.
J.　 Baln.　 Jap.、　 26,

59-73

　
南極におけ る地球fヒ学的研究}綿 祓 邦彦(東大 教養)50.6[地 球 化学,9,16-21

ドライ ・バ レー掘削 プ ロジ ニ 綿祓邦彦(東 大 教養)!
ク トに よ り得られた鉱物 の地,森 川 日出貴(東 工大)1〃

球化学的研究1

〃,9,67-71

A　 limnologicalstudy　 of

some　 lakes　 in　 the　 Antarctlc

Y.　Yoshida他

(広 大 文).50.

Roy.　 Soc.　 New

Zealand　 Bu1L,　 13,

311-320

鷺;等ll醗 響1隊 夏隊 吉田栄夫蝋)15住8靡 柵14ト

6.研 究談話会

昭和50年 度

期 日 隣 演 者

1975年

5月14日(水)

5月28日(水)

6月11日(水)

長
調

望

三

啓

理

桂

学
野
薮

鐵
丙

井

河
蠣

村
矢

寺

雪
垣

、
在 題

「ゴ ン ドワナ 大 陸 の 分 裂 とイ ン ド ・ヒ マ ラ ヤ」

「第15次 越 冬 隊 報 告」

「や ま と明 石Yamato74001～74659」

「極 地 装 備 の現 状 」
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6月25日(水)

7月9日(水)

7月23日(水)

9月10日(水)

g月23日(火)

10月15日(水)

10月22日(水)

10月29日(水)

11月5日(水)

11月12日(水)

11月19日(水)

12月10日(水)

12月17日(水)

1976年

1月21日(水)

1月28日(水)

2月4日(水)

2月18日(水)

2月26日(木)

3月5日(金)

3月19日(金)

3月25日(木)

福 西 浩

福 地 光 男

神 田 啓 史

芳 野 越 夫
(電気通信大学教
授)

野 上 道 男
(都立大学理学部助手)

宮 下 元 正
(東京大学教育学
部助教授)

田 中 正 之
(東北大学理学部教
授)

伊 藤 達 郎
(船舶技術研究所)

福 西 浩

佐 藤 稔 雄
(日本大学理工学
部教授)

安 藤 久 次
(広島大学理学部
助教授,客 員助教
授)

上 村 晃
(船舶技術研究所
客員助教授)

小 林 佑 規
(船舶技術研究所)

嚇

勝
宏
灘

諸

島
騨

川

田
沼

井

地

沢

覆

漸

鮎

楠

松

神

藤

福

滝

「地球磁気圏 内のプ ラズマ波動」

「スケ トウダ ラ推 魚の沿岸滞留期 におけ る生長」

「日本 ヤナギ ゴケ科蘇類 の分類 につ いて」

「第17次 隊 の観 測計画 につ いて」

「ア ンデス山脈の雪線高 度分布 と氷期の大気 大

循環」

「人の作 業能力 と南極生活について」

「グローバルな大気 汚染 と気象環境」

「新 しい砕氷船の動向」

「第17次 隊におけ る超高層部門の観測計画」

「南極基地建物の変遷」

「ヨーロ ッパ極地及び高山帯 の植生」

「積層複合材の超低温における諸特性」

「ふ じの船体構造について」

「南極昭和基地一内陸地磁気2点 間の観測結果」

「無人観測装 置の試作」

「白瀬隊 の寄港地挿話(外 国紙 記事よ り)」

「南極越冬隊 の社会生活 の変遷」

「DVDP最 終年」

「ネパール ヒマ ラヤの氷 河」

「アルゼチ ン隊 隊員参加報告」

「電子計算機に よる統計的解 析の紹介」

(注)所 属が 記 してない者は,当 研究所 の教官 である。
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7.研 究 所 主 催 の シ ンポ ジ ウ ム

名 称 第1回 南極雪氷 シンポジウム

開 催 日 昭和50年7月3日(水)

場

概

所 葵 会館会議室

要

南極地域観測隊の雪 氷部門は,ク イー ンモ ー ド・エ ンダー ビーラン ド地域の氷床の観測

を,昭 和43年(1968年)の 第10次 観測隊か ら,昭 和50年(1975年)の 第15次 観測隊 までの

7年 間にわた り実 施 して きた。現地での観測が一段落 したのを機会に現在 まで得 られた成

果 の発表 を中心 とす るシンポ ジウムが開催 された。

なお,シ ンポ ジウムの詳細は 「南極資料54号 」に発表 されてい る。

プ ロゲラム

座長 楠 宏(極 地研)

1.エ ンダービーラン ド地域 の雪氷学的研究 の総括

石 田 完(北 大 ・低温研)

2.第15次 南極地域観測隊の雪氷観測概報

渡辺興亜(名 大 ・水圏研)

3.み ずほ高原 ・西エ ンダービーラン ド地域の氷床形態

清水 弘(北 大 ・低温研)

(1)み ず ほ高原での基盤 ・表 面地形及び積雪の堆積について

西尾文彦(極 地研)

楠 宏(極 地研)

4.み ずほ高原の氷床の流動

成瀬廉二(北 大 ・低温研)

(1)み ずほ観測拠点で観測 された氷霧群

神沼克伊(極 地研)

高橋正義(東 大 ・地震研)

5.み ずほ高原 ・西 エ ンダービーラン ド地域の積雪の堆積 と表面積雪層

山田知己(北 大 ・低温研)

6.み ずほ高原 ・西 エ ンダービーラン ド地域の気象現象

小林俊一(北 大 ・低温研)

(1)昭 和基地 ・みずほ高原におけ る気象現象の2,3の 問題点

川 口貞男(極 地研)
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7.み ず ほ観 測拠点 の深層 コアの物理学的解析

中尾正義(北 大 ・低温研)

(1)み ず ほ観 測拠点 での深層 コアの構造 変化

成田英器(北 大 ・低温研)

(2)昭 和基地付近 の内陸地域 で採取 された1m深 の積雪 コア,結 晶主軸方位分布 解析

中尾 正義(北 大 ・低温研)

奥 平文雄(岐 阜県公害研)

8.み ず ほ高原 ・西 エ ンダー ビーラ ン ド地域 の雪氷 の化学的解析

室住正世(室 蘭工大)

名 称 第1回 南極やまと陽石シンポジウム

開 催 日 昭和50年10月25日(土)

場 所 国立西が丘競技場会議室

概 要

すでにや まと陽 石(a),(b),(c),(d)に 関す る論文が 当研究所　Memoirと して発表 され て

お り,そ れをふ まえて,や まと限石(j),(k),(1),㈲ について基礎 的研究の成果が報告 され

た。 また,昭 和41年(1974年)第14次 観測隊が採 集 した663個 の明石についての整理状況

と探 集地 の くわ しい状況 と,現 在 までの知 識か らす る と,や まと山脈 周辺の裸水域には約

8,000個 の明石の存在が予想 され る旨報告があ った。

プ ログラム

座 長 永 田 武(極 地 研)

楠 宏(極 地 研)

1.　 Collection　 of　Yamato　 Meteorites,　 Antarctica,　 in　December　 1973

白 石和 行(北 大 理)

成瀬 廉 二(北 大 ・低 温 研)

楠 宏(極 地 研)

2.　 Mineralogical　 Studies　 on　 the　 Yamato　 Meteorites　 (j),　(k),　(1)　and㈲ 　from

　 Antarctica

八 木 健 三(北 大 理)

島 誠(理 化 学 研)

岡 田 昭 彦(理 化 学 研)

Lovering　 (メ ル ボ ル ン大)

3.　 Chemical　 Studies　 on　 the　 Yamato　 Meteorites　 (j),　!k),　(1)　and　 (m)　from　 Antarctica

島 誠(理 化 学 研)

4.　 Magnetic　 Properties　 of　 Yamato　 Meteorites　 (j),　(k),　(1)　and　 (m)　from　 Antarctica
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永 田 武(極 地 研)

　 5.　 New　 Collection　 of　Yamato　 Meteorites,　 Antaictica,　 in　1974

矢 内桂 三(極 地 研)

コ メ ン トと して,や ま と明 石 発 見 の端 緒 を つ くった 元地 質 部門 主 任研 究 官 の東 京 教 育 大

学 部年 来 正 夫 助 教 授(岩 石 学)か ら,当 時 の 裏 話 「限 石博 物 館 」 の講 話 が あ った 。

8.研 究所外 での講演,講 義等

官 職 題氏
名i

日
1舷 年朋1

主 催 者

助 教 授1科 学 と技 衙
川 口貞男

次 長1南 極へ の旅
村山雅美1

研究主幹1南 極観 測につい て

楠 宏

助 教 授 南極大陸と地下資
神沼克伊`源

極地と生活

Japanese　 activity

of　 solid　 earth

geophysics　 in

Antarctica

南 極 の 自 然

纏 醤蠕 鵠in
次 長1南 極のはな し
村山雅美1

所 長 ト日本の南極観測
永 田 武1

助 教 授1南 極につ いて村
越 望

助 教 授 南 極につい て

村越 望

資料主幹 南極 の動 植物
松田達郎1

助 手 「日本 の南 極観測

矢内桂三;
　

助 手i南 極の紹介

矢内桂三;

所 長 「南極観測について
永 田 武

5° 住28E鰍 会鮪 研修

50.7.5環 境庁 公害研修所

50.8.3

50.8.4

50.8.10

50.8.29

50.8.29

50.9.11

50.10.2

150.10.9
1
150.10.14

150.10.18

50.10.21

;50.10.23

150 .11.9

50.11.15

第27回全国高等学
校定時制教頭協会

平塚市須賀公民館
成人講座

国立岩手青年の家

SCAR　 W/G

Solid　 Earth

Gephysics,　 IUGG

仙台 白百 合学 園 高

校 生 徒 会,「 学 園

祭 講 演 会 」

Helwan　 Inst.

Egypt

文 部 省

岡崎市立矢作北小
学校

神奈川県立商工高
等学校

新発田工芸高等学
校

農林省横浜植物防
疫所

「現職教育」仙台
白百舎学園教師

「南極講演会」埼
玉県嵐山町七郷中
学校PTA

社団法人横浜ボラ
ンティア協会

受 講 者1開 催場所

研修生

研修生

教 員

研修生

岡

同

館

[

育

ホ

教
門

立

の

国
虎

ル

,同

研修生 同

学識者 フランス

生 徒

学識者

研修生

研修生

生 徒

生徒 ・同
窓 生

研 修生

司ー

長
美

長
武

授
伊

手
三

雌

田
轟

帷

次
村

所
永

助
神

助
矢

エ ジ プ ト

国立中央青
年の家

同

司

司ー

教 員`同

同

区西市
堂

浜
会

横
公

P徒
A

生
T

者識学
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幹
郎

幹
郎

長
美

授
伊

鑛

畿

雌
轟

資
松

資
松

次
村

助
神

南極観測と越冬生活

生活環境学

南 極のはな し

Seismic　 activity

around　 McMurdo

area

白瀬中尉と南極観
測について

南極の自然と人間
生活

南極観測20年

白い大陸に挑む

昭和基地の気象観
測の現況と今後の
課題

南極探検

南極の地震活動

50.11.22

50.12.

3～7

51.1.22

51.1.15

51.1.28

51.1.29

51.2.19

51.2.26

51.3.2

51.3.4

51.3.24

文部省,国 立教育
会館

広島女子大学

調 布 市 立 調 布 第1

小 学 校

(DVDP　 セ ミナ
ー 皿)　Victoria

Univ.　 Wellington

金 浦 町 教 育 委 員会

岩手大学教養部

NHKラ ジオ放 送

小牛田町立中埣小
学校

名古屋大学水圏科
学研究所

国税庁税務大学校
関東信越研修所

建設省建築研究所

一 般

学 生

生徒,P
TA

学識 者

一 般

学 生

般

教職員 ・
PTA

研究者

研修生

外国人研
修生

国立教育会
館

同

同

ニ ュ ー ジ ー

ラ ン ド

民公町浦金
館

周

回

同

授
望

幹
郎

授
男

手
三

授
男

教
越
纒

教
順

離
散
噸

助
村

費
松

助
川

助
矢

助
川

同

　戸

長
美

授
伊

雌

教
疏

次
村

助
神
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皿 資 料 系 の 活 動

1.極 地 に関す る資料 の収集,保 管,利 用

資料系 の任務 の一つであ る極地資料 の収 集に関 しては リス トに基づ き,岩 石,生 物等の

資料 の一部 を収 集した.新 庁舎 の完成 をまって収集 を行 うべ く,極 地資料準備委員会を発

足 させ,全 国に散 在している極地資料 の把握 につ とめ,収 集のための方法,費 用等の検討

を 開始 した.

2.共 同利 用の施 設設備

昭和51年 度に設置 〕㌻足 している電 子計算機 に関 し,電 子計算機導入委員会が発足 し,シ

ステムや機 種選定 等に対す る検 討作業 を行 った.ま た,年 度末 には設 置予定 の機種 として

日立のM-160-fiを 内定 した.現 有の ミニ コン ピューターでは研究系 の教官 と共同 してデ

ータの解析を行 った.

電子顕微鏡,マ イ クロアナ ライザーを10月 に設置 し12月 まで調整を行い.実 際 の測定が

で きるようにな った.

3.南 極地域観測資料整理費

南極におけ る観測,調 査で得 られたデー タ,標 本等の資料は.隊 員が南極か ら帰 国した

後,南 極地域観測事業費の一部であ る資料整理費の配分を受けて,翌 年 三月までの間 に整

理を行 うことに なってい る.

資料整理費 の配分 の決定は,南 極 本部(文 部省国際学術課)で 行 うが,そ の原 案は,隊

員の申請 を基礎 とし,資 料系が中心 とな って隊長,研 究系,事 業部等 と協 議 しつつ作成 す

る.

資料 整理 の結 果につ いては,隊 員帰国後,約 一年を経過 したのち,資 料整理報告書の提

出を義務づ けて資料 整理 の概要,成 果の把握 につ とめて いる.

昭和50年 度 の資料 整理 費は次 の項 目にわた って配分 され使用 され た.

(1)第15次 南極地域観測隊(越 冬隊)

(2)第16次 南 極地域観測隊(夏 隊)

(3)ド ライバ レーにお ける観測(昭 和49年 度)

(4)特 別資料 整理 費

(イ)南 極地 質図の作成

(ロ)や まと限石資料の整理
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昭和50年度南極地域観測資料整理報告一覧

(D第15次 南極地域観測隊(越 冬隊)

研 究 課 題

(研究観 測)

1,極 光の物 理的

構造の研究 と地
磁 気の極域短 周
期諸変動の研究

2.オ ー ロラ地域
におけるVLF

電 波伝搬特性 の
研究

担

氏

・

理

の
属

繁

蜥
名

賀
当
名
識

佐藤夏雄
東京大学理
学部地球物
理学科大学
院生

所
功
究研波

宮

城
電
技

3.大 陸氷縁部 の

氷 河地 形学 的研
究

4.リ ュツ ォ ・ホ
ルム湾沿岸及 び

周辺地域 の地質
学的研究

5.エ ンダービー

ラン ド地域 の雪

氷学的研究

6.人 為汚染のバ
ックグ ラウン ド
としての露岩地
域の生態 系の研
究

森脇喜一
広島大学理
学部教務補
佐員

矢内桂三
国立極地研
究所助手

渡辺興亜
国立防災科
学技術セン
ター雪害実
験研究所第
一研究室長

佐藤和秀
京都大学防
災研究所大
学院生
井上雅之
北海道大学
低温科学研
究所大学院
生

山中三男
東北大学理
学部助手

実 施 の 概 要 ・成 果

チ ャー ト紙の整理,磁 気テー プのスペ ク トル解析,

解析器械の製作を実施 し,一 部成果は南極資料No.
55に 発表 した.

NWC局(22.3KHz,オ ース トラリア)の 受信記録
デー タよ り,毎30分 の信号強度及び位 相 を 読 み 取

り,そ の結果を作図 した.
日没時,強 度極小時の時刻及び強度の読み取 り,作
図を行 った.
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つ

岩 石標 本資料 は整理 されて格納箱 に収 め ら れ て い
る.調 査データは地質 図幅即 ち 日の出岬 地 質 図 幅

(51年 度),リ ュツ ォ ・ホルム湾地質 図幅(52年 度),
や ま と山脈地 質図幅(52～53年 度),ス カルブスネス
地 質図幅(51年 度),作 成 のために使用 する.一 部 は

南極資料No.56に 投稿 した.
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1一 部土壌 中の細 菌の総 数が明 らかになった.

⑤ 花粉分析 用に空 中鹿 のプ レパ ラー トを約200枚 作
成,10余 程の花粉を検出 した.

7.南 極におけ る

「ヒ ト」の環境
汚染

渡部和彦東
邦大学医:ほ ぼ昭和基地周辺の汚染状況が明 らかになった.

生
助

一
宝

勢
教

部
学

学
理
手

土壌中のバ クテ リアの分析 は大腸菌を中心 に行い,
と

くに水道系を中心 とした汚染経路が明 ら か と な っ
た.
この成果は50年11月 に開かれ た日本細菌学会関東支

部会 にお いて発表 された.
重金属汚染については現在分析中であ る.

8.地 球汚染物質1佐 野方昴1
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(定常観測)

1.極 光 の写真観

測,全 天 カメラ
による観測

国立極地研
究所

昭和基地 で観測 され た全天 カメラフ ィルムの整理

2.直 視磁 力計に
よる地磁気 三成

分連続観測 及び
同上基 線決定 の
ための絶対測定

国立極地研
究所

昭和基 地において,直 視磁 力計で観測 され た地磁気
三 成分のマイ クロフィルムの作成 とそれ に伴 う作業

3・自然地震観測霧 極地研曜 無 勢義購 綾 羅 辮it及 鰹 地離

l　Reports　 No.34と して 出版

鰯網籍
!F

1安 富 裕 二

i〃

1篠原健夫
|〃

デ ー タ 整 理 を 行 っ た.

Antarctic　 Meteorological　 Dataと し て 公 刊 予 定

所
部
究

一
研

崎
波
官

山
電
技

時

レ

及
定

吸

差

ラ

一
測

暫

の

ロ
測

タ
度
離

層

【
観

一
強

電
定

離

オ

の
メ
界
る
測

電
測

ダ
オ
電
よ

の

観

[
リ
び

に
収

5 JARE　 Data　 Reports　 29.33と し て 公 刊
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6.基 準点測 量及

び航空測量

金子英樹

国土地理院
技官

基準点測量及び航空測量 のデ ータは整理 を終 え,将

来地図の図化の際に使用す る.

(2)第16次 南極観測隊(夏 隊)

研 究 課 題

担

氏

,

難

名

資
当
名
識

実 施 の 概 要,成 果

(研究観測)

1.エ ンダービー

ラン ド地域の雪

氷学的研究

滝沢隆俊
北海道大学
低温科学研
究所助手

みずほ観測拠点で採集 した145mコ ァを整理 し,コ
アー使用 申し込みに応 じてその分割 配分 を行 うと同

時 に構造解析,光 化学性質 に関す る定数 の測定を行
った.

2.人 為汚 染のバ

ックグ ラウン ド
としての露岩地
域 の生態 系の研

究

中西 哲
神戸大学教
育学部教授

採集 した地衣類,蘇 苔類を各種類 ごとに類別 し,標本
包紙に格納 した.

現在 までの所 で得 られた成果の概要は次の ようであ
る.

① プ リンスォ ラフ海岸.宗 谷海岸の露岩地 か ら報 告
された コケ類,3種 以外 に新たに3種 類の コケ類
が分布 している.

撫 議罐 騨 麟 魏騙霧希がき
わ めて密 接な関係 を もっている.

①今迄,未 記録 の有性生殖 の 存 在 が2～3の コケ
類,地 衣類 で確 認され た.

⑤ ナンキ ョクゴケの葉形や細胞 の性質は立地 の状況
とくに水条件 と対応 してか な り変異 に富んで いる

⑥ ナンキ ョクマゴケとムラサキ ヤネ ゴケとが立地の水条件
に応 じてすみわけて いる.

以上 の結果 の一部は南極資料No.56へ 投稿

1.海 洋物理観測

海洋化学観測

庁
上

司
安
海

史

泰
保
部
官
正
〃

本
上
路
安

井
海
水
保
陶

試料整理の のち,南 極資料No.55に 投稿.

(定常観測)

2海 洋生物 大野正夫高
知大学文

理学部臨海
実験所助教
授

プ ラ ン ク トン,ク ロ ロフ ィル 等 につ い ては 報 告 を ま

とめ っ つ あ り,南 極 資 料No.54,56に 一 部 を 投 稿

し た.ま た,南 極 資料No.57に2編 を投 稿 中 で あ

る.

そ の他 プ ラ ン ク トン,海 藻 につ い て は 目下,調 査 中
で あ る.

3.航 空写真,磁

気測量及 び基準
点測量

院
男
理

正
地

原
士
官

石
国
技

これ らのデー タは整理を終了 し,将 来地図化等の中

で発表 され る予定であ る.

60



(3)ド ライバ レー にお け る観測(昭 和49年 度)

資料整理担

研究 課題 驕 顯
職名

1.マ クマ ー ド ・

サ ウン ド地 域 の

地 学 的 研究

鳥居鉄也
千葉工業大
学教授

実 施 の 概 要,成 果

昭和49～50年 度DVDPに おいて採集 した ドン ファ
ン池 における掘 削試料はX線 回 折 に よる二次鉱物
の同定後,水 溶性 およびHclO4溶 出試料について

含有塩分の組成を化学分析 した.ま た塩 湖の常在成
分,微 量成分の測定,ウ ラン及び同位体比,ラ ジ ウ

これに よ り,有機物の測定を行 った.ム等の分布,

ドライバ ー地域の塩湖の塩分起因に関 しては,古 代
海水の影響があ ることを確信す るに至 った.尚,詳

:細 については,さ らに他の掘削 コァを入手 して追試

1す ることを予定 してい る.南 極資料No・56に 投稿
|し た.

2.マ クマ ー ド'

サ ウ ン ド地 域 の

地 学 的 研 究

神沼克伊
国立極地研
究所助教授

昭和49～50年 の南 極 の 夏 季 シ ーズ ン にマ クマ ー ド ・
サ ウ ン ド地 域 のArrival　 Heightsや ドライ バ レー で

地 震 観 測 を 行 った.

南 極 資 料No.56に 投 稿 した.

3.南 極 ドライバ 加藤喜久雄
レー地域 の古環 名古 屋大学

水 圏科学研境 に関す る地球 ミ
究所助手化学的研究

;

'テ イ ラー谷 の雪,流 れ,湖 水,ラ イ ト谷の湖水地下

水 にっ いて資料整理を行 った.す なわち雪及び流水
1の 安定酸素同体組成を測定 し,湖 水及 び地下水にっ

,い ては化学組成及 び安定酸素同位体組成 を 測 定 し1
た.結 果の一 部は南極資料No.56に 投稿 した.

4.ド ライ バ レ ー1西 山 孝

聖鑑駿茜孚1鷺蕊圭
学科助手る研究

'ラ イ トバ レーよ り採取 した二次鉱物をX線 回折分析

膓瀟議灘 器朧表編参看㌶警累震1魑鉱
ドンファン池 のボー リングコアに含 まれていた二次

鉱物をX線 回折分析法 によ り同定 し二次鉱物の垂直
分布が 明らか になった.テ イ ラーバ レーに産す る硫
酸塩鉱物58個 を選 び,こ れ ら試料中の硫黄の同位体
を測定 した ところ δ34Sの 値は 一27.9%・か ら+21.1
%・まで の広 い範囲 にわた っていることが判 明した.

南極資料No.56に 投稿 した.

(4)特 別資料整理

1資 料 整 理 担1

研究 課 題 當 鴇 萬
1職名1

実 施 の 概 要,成 果

1.南 極地 質図幅

作成
矢内桂三
国立極地研
究所助手

1矢 内桂 三
|国 立極地研
[

ラ ン グ ホ ブ デ,ス カ ー レ ン地 区 の 地 質 図 幅(2万
5000分 の1)及 び 同説 明書 を刊 行 し た.

Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 1975　 Sheet　 5

Langhovde

編 集者:石 川 輝 海,矢 内桂 三
Sheet　 g　Skallen

編 集老 ・・吉 田 勝

明石663個 につ いて戸籍を作 成 した.

各 明石 につ いて
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Iy　極 地 観 測 事 業

1.第16次 南極地域観測隊

第16次 南極地域観測 隊(第16次 隊)の 行動 期 間 は 昭和49年11月25日(東 京港か ら 「ふ

じ」で出発)か ら昭和51年3月21日(越 冬 隊帰 国)ま で である.隊 員総数は40名 で,う ち

夏 隊10名,越 冬隊30名 であ る.

第16次 隊の任務 の うち,主 なものは,夏 期 においては船上及 び昭和基地周辺での観測,

み ずほ観測拠点で のボー リング,及 びアンテナ島で の新送信棟建設であ った.一 方,冬 期

においては,第15次 隊 に引 き続 き環境科学,地 学部門の観測が重点項 目であ り,そ の一環

として,航 空写真測定 の実施をす ること となっていた.

「ふ じ」は昭和基地 の北西約50㎞ の地点 に接近 し,本 格的空輸が行われ,約470ト ンの

資材が送 りこまれた.

第16次観測隊編成表

区 分 障 当部門 氏 名 年令 所 属

夏

隊

越

冬

隊

1副 隊 長 吉 田 栄 夫431鵡 大学文学部

常 海 洋化 学 陶

鞠 洋生盤

定 「海洋鯉 井 本 泰
司

史

夫

男

正

正

正

野

原

研究1雪

観測 生

水 陣 沢 隆 俊

物;中 西 哲

清

武

道正

田

川

黒田

和

黒

大

築

般

〃

建

一

設

営

28

27

33

27

25

45

35

34

32

海上保安庁水路部
〃

高知大学文理学部

国土地理院測地部

北海道大学低温科学研究所

神戸大学教育学部

東京大学施設部

国立極地研究所事業部
(日本パ ブ リックエ ンジ ニア リング)
国立極地研究所事業部

隊 長 陸 合 孝 男1441国 立極地研究所研究系

定

常

観

〃

象{ 典

一
美

広

敏

宏

治

重

進

成

孝

英

允

贅

弁

政

田

本

内

部

条

酒

沖

召

阪

杉

真

中

気

〃

層

理

地

物

〃

難

球

霊

地

測

吐浪

31

31

30

25

44

35

30

気象庁観測部
〃

〃

〃

電波研究所電波部

国土地理院測地部

国土地理院測図部
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旦

好

久

夫

勤

厚

平

攻

紀

文

正

径

寛

雄

宮

江

本

子

水

丸

木

孫

小

近

林

松

安

清

市

荒

層

理

質

学

物

学

化

高

"

球

"

超

地

地

地

生

医

研

究

観

測

設

営

機

通

詞

医

〃

〃

〃

〃

〃

〃

械

理

療

航空(操)

〃(整)

一 般

〃

亮

明

和

清

智

夫

夫

雄

好

安

郎

男

夫

実

克

茂

哲

芳

行

久

令

五

正

康

崎

本

村

川

藤

岡

橋

藤

辺

口

田

木

田

木

山

山

井

滝

伊

高

板

遠

渡

関

永

黒

嶋

船

言
口

33

25

25

45

33

36

27

31

34

29

32

25

31

27

25

27

24

35

30

27

32

26

電波研究所通信機器部

電気通信大学電気通信学部

広島大学文学部

長崎大学教養部

室蘭工業大学工学部

鳥取大学教育学部

九州大学温泉治療学研究所

広島大学医学部

国立極地研究所事業部(いすず自動車)
〃(小 松製作所)

金沢大学施設部

国立極地研究所事業部(日 立製作所)

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃(日 本 フラ イ ン グサ ー ビス株)

〃(〃)

〃

〃

(電電公社)

(〃)

(国際電電)

(国際 食品 開発)

(東條会館)

(東京 医大)

(年令は昭和49年11月25日 現在.)

南極観測 実施の実情 及び国外 における南極観測体制 の視察 等の 目的 で,南 極本部 の富山

哲夫委員が同行 さ れ た.ま た,オ ブザ ーバ ー として,環 境庁 自然保護局か ら渡辺忠 明氏

が,運 輸省船舶技 術研究所 か ら小林佑 規氏が参加 した.

観 測 項 目 一 覧

船
上
お
よ
び
接
岸
中
に
お
け
る

1部門副 観 測 題 目 担 当 隊 員

定 常 観 測

海 洋 海洋物理観測

海洋化学観測

海洋生物観測

井 上 泰 司

陶 正 史

大 野 正 天

測 地[航 空顎 磁 気測量 海上重力測定及び基輔 量 石 原 正 夫

瓢 劇 短波電界強度測定1杉 内 英 敏

研 究 観 測
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観 鋼 纈 鰐 騙輸 霊泉繍 塞篁鵜 驕 中西
哲i

雪 氷!エ ン ダー ビー ラン ド地域 の雪氷学 的研究 滝 沢 隆 俊

恒 常 観 測
1極 光 ・

基1夜 光

極 光 ・夜光の写真観測,全 天カメ ラに よる観測 中 条 賢 治
真 部 允 宏

地

及

び

そ

の

地磁気 ミ直視磁力計による地磁気三成分連続観測及び同上基線`中 条 賢 治
1決定のための絶対測定 真 部 允 宏

電離層1箏讐讐雪害壁撃型観測 |杉

リオ・一釦 及び電界髄 測定による電鞭 争吸収の測1定1

内 英 敏

典

一
美
広

重
造
成
孝

奔
放
田
本

酒
沖
召
阪

泪
い
頴似

観

観

象

象

析

気

気

解

上

層

気

地

高

天

象気

潮 汐 潮汐観測周 }真 部 允 宏
1

辺

1地 震}自 然地震観測
恒 部 允 宏

に

お

け

る

越

冬

観

測

i測 地 基準点測量及び航空写真・磁気測量 中 条 賢 治
真 部 允 宏

研 究 観 測

極光 ・
夜光

極光の物理的構造の研究 近 江 文 好

地磁気 地磁気の極域短周期諸変動の研究 近 江 文 好

電 波 オー ロラ地域におけ るVLF電 波伝搬 特性の研究 1近 江 文 好

;小 宮 紀 且
|

地 理1大 陸氷縁辺部の氷河地形学的研究 麻 正 久

　

地 質!リ ュツ ォ ・ホルム湾沿岸及 び周辺地域 の地質学的研究 松 本 径 夫

生 物 人為汚染 のバ ックグラウン ドとしての露岩地域の生態 清 水 寛 厚
系の研究

恒 学 齢 における・トの競 汚染 市 丸 雄 平
荒 木 攻

地球化
学

地球汚染物質の地球化学的研究 安孫子 勤

行 動 概 要

昭 和49年

11月25日 「ふ じ」 東 京港 発.
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12月11～16日 フ リーマ ン トル寄港,富 山委員乗艦.30日 定 着氷縁 着(日 の出岬沖).

昭和50年

1月4日 昭和基地へ第1便 が飛 び,6日 か ら本格的空輸,建 設を開始.7円 みずほ

へ のボー リング隊 出発.13日 野外調査開始.15日15次 隊 よ りセス ナを引継 ぐ.19日

新送信棟竣工.28E|472ト ンの物資輸送終了.

2月1日 昭和基地 と基地で の業務を実質的 に引継 ぎ運営 を開始.10日 氷状悪化のた

め1月18日 以降 中止 して いたセナスの飛行再 開.12日 みずほ ボー リング隊をS16よ りピ

ックア ップ した後,最 終便 去 る.「 ふ じ」は北上を開始するも,氷 状 悪 く待機.11日

「ふ じ」航 行再 開.20日 第16次 越 冬隊成立.

3月7日 「ふ じ」 ケープタ ウン入港.悪 天候 が続 き野外調 査のスター トお くれるも,

火災報 知装 置を更新 し,基 地 の越冬態 勢整 う.

4月 見返 り台 よ り10日にKC3台 を,25日 にKD3台 を回収.4、 月20日 「ふ じ」東京

港 入港.月 初めか ら解体 を実 施 して きたセ ナスの格納17日 に終了.30日 一35.9°Cと 基地

開設以来の低温.月 平均気温 も一12.1°Cと 新記録.

5月10日 みずほ秋調査旅行隊(電 波科学 ・地球化学)出 発,22日 みずほ着.12日 秋

沿岸調査旅行隊(地 理,地 質,生 物学)出 発,28日 帰投,26日 基地開 設以来 のブ リザ

ー ド,最 大瞬 間風速59.21n/sec.

6月11日 みず ほ隊帰投.21,22日 ミッドウンイター祭.30日 南極大学 開講

7月 月平均 気温 一20.8°Cと 基地 開設以来の最低 記録.10日 太 陽を見る.

8月8日 冬沿岸調査旅行隊(地 理,地 質,測 地)出 発,29日 帰投.

9月10～18日 見返 り台 ・S23間 で,電 波伝播の実験,16日 呑みずほ調査旅行隊(地 球

化学,医 学,燃 料 デポ)出 発.基 地周辺 の野外活動活発化.26日 セ ナス試飛行開始.

10月1日 コウテイペ ンギ ンル ッカ リー発 見.5日 みずほ隊帰投.17日 春沿岸調査

旅行 隊(医 学,地 球化学,生 物学)出 発 同 日,福 島隊 員慰霊祭.

11月14日 沿岸 調査隊帰投.12日 や ま と山脈調査旅行隊(地 質,測 地)出 発.み ずほ

を経 て30日,A-003着.リ ーセル ・ラルセ ンの西の空撮 ほぼ終了.

12月 や まとの調査,空 撮順調.26日 「ふ じ」侵 入路偵察の途次,セ スナ,マ ラジ ョ

ー ジナや基地訪問.

昭和51年1月3日 第17次 隊の第1便 来 る.永 田所長セス ナでや まと山脈へ.ベ ルジ カ山

脈空撮 に成功.16日 永田所長,み ず ほ観測拠点視察.20日 セス ナ自力で 「ふ じ」舷 側

へ着 陸,収 容 さる.16次 帰艦第1陣 「ふ じ」へ.11日17次 みずほ隊 出発,24日 や まと

隊.17次 みずほ隊を帯 同 して帰投.

2月1日17次 隊 に昭和基地 とその運営を引 き継 ぐ.20日 公式 に越 冬を交 替.

3月21日 モ リシヤス共和国 ポー トルイスを経て羽田空 港着

夏隊を中心とする観測

15次 越 冬隊 と共 同で実 施する計画 であったアイスボー リングに出来 るだけ時間を とるこ

ととし,1月28日 には146.2mま で掘進 んだが,ド リルの故障,発 電機の事故があ り1月
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30日 作 業 を 打 ち 切 った.

沿 岸 の露 岩 地 帯 で は,ラ ン グホ ブデ(10月13～20日,生 物,海 洋),西 オ ン グル(1月

17日,地 理,1月 ～20～23日,生 物),ス ヵル ブス ネ ス(1月27日 ～2月2日,生 物,地

質,地 理,地 球 化 学)の 調 査 が 行わ れ た.測 地 作 業 と して は,パ ッ ダー ア ウス トホ ブ デ の

トラー〈一ース 測 量(1月23～26日),ル ン ドボ ー クス コ ラー ネ 基 準 点 測 量(1.月27日 ～2月

2日)が 行 わ れ た.ま た,2月6～8日,生 物,地 質,地 理,地 球 化 学,測 地 の 各部 門 の

11名 か らな るパ ー チ ー は 明 るい 岬 の 調 査 を 行 っ た.

昭 和 基 地 で は,SWL-7型 検 潮 儀 を 設 置 した.

船 上 に お け る海 洋 観 測 は,氷 海 離 脱 時 の待 機 と,乗 組 員 の 急性 虫 垂 炎 の た め大 巾 に縮 小

せ ざる を得 な か っ た.

越冬隊による観測

1.昭 和基地 とその周辺で の観測

予定 され た定常及 び研究観測 はほぼ完全に実施 した.環 境 科学部門では,基 地 内,基 地

周辺 の調査 と,み ずほ及 び沿岸へ の調査旅行 とで試料を得,環 境科学棟 を利用 して,一 部

試料 の整理 を行 った.地 学部門で も,昭 和基地周辺 の地質調査,海 底地形調査及 び測地作

業を実施 しっっ,リ ュツ ー,一・ホルム湾沿岸の露岩地帯の調査を行 った.電 波伝播の実験は

秋期みずほ観測拠点への往復に際 して実 施したが,以 後は基地 周辺を中心に実 験す ること

とした.

2.内 陸 にお ける観測

地 球化学 の観測 を主 目的に組 まれた秋 ・春2回 のみずほ往 復の調査旅 行の他,地 質 ・測

地 を 目的 としたや ま と山脈調 査旅 行が実施 された.11月12日,昭 和基地発,11月30日,A

ル ー トー003着,1月5日 同地 を離 れるまで の間,地 質 ・測地 の作業 を実施す るとともに,

明石 の採 集を行い,隈 鉄1個 を含む,約100個 の隅石を採集 した.ま た,A-003に,氷 床

の継続観測を実施す るためのス トレイ ング リッ ドを設置 した.

3.航 空機 による観測

総飛行時間245時 間35分 に及ぶ飛 行作業を実 施 し,か ねてか らの課題で あった リ ー セ

ル ・ラルセン半島西の航空 写真撮影 を完了 し,や ま と山脈 の補撮,ベ ルジカ山 脈 の 撮 影

等,計 画 した航空写 真撮影 を完了 した.や ま と山麓で は,地 上隊 の支援を得 て着陸,給 油

を行 い得 た.ま た,や ま と山脈 の航空磁気測量を実施す る他,沿 岸露岩の カラ ー 写 真 撮

影,雪 氷,生 物観測及 び17次 隊の気象研究観測を も実施 した.

設営部門の活動

夏期新送信棟を建 設 し,冬 明けから通 信機 の搬 入を行い使用 可能 とした.

車輌 としては,KC-201台,SM-15S1台,STD-251台 を搬入 した.し か し,

野外観測用 の車輌 は必ず し も充分で な く整備 に追われた.第7冷 凍庫の冷凍機を液冷式に

改 め好結 果を得た.ま た,火 災報知機を更新 した.

医務室 を第9発 電棟か ら,内 陸棟(第4次 建設)に 移 し好評を得た.そ の他,装 備,食
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糧 等特 に問題はなかった.

2.昭 和基地等 の概要

(D昭 和基地の施設等

建設物

建物の総面積は約3,390㎡ で,発 電棟2,居 住棟3,観 測 ・研究棟,ロ ケッ ト関係棟4,

倉庫2等 が東オ ングル島の岩盤の上に建て られてい る.他 に見晴 らし岩西側に燃料貯蔵 タ

ンク,観 測棟東側 と電離棟周辺 には各種観測用ア ンテナ群及びセ ンサー類があ り,基 地 北

方の アンテ ナ島 に送信棟及び送信 アンテ ナ群があ る・

電 力

昭和基地用電源 としては65KVA(52KW)発 電機 と45KVA(36KW)発 電機が2基

づっ配置 され てお り,各1基 を常用,他 を予備 としてい る.65KVAは 負荷変動 の多 い一

般電 力 とロケ ッ ト関係電 力を,45KVAは 一定 負荷の観測用電 力を供給 している・現在 ま

での最大 負荷は65KVAが64KW,45KVAが35KWと 電 力の余裕 はない・

車 輌 ・航空 機

夏期の建設作業には,ク レー ン車,ダ ンプ トラック等の装輪車があ り,冬 期作業用 とし

て ブル ドーザ ー,小 型雪上車,内 陸な ど野外調査用 として大型雪上車,小 型雪上車,浮 上

型雪上車,ス ノーモービル等が配置 されてい る.ま た,小 型飛行機(セ ス ナ185)を 運用

す る年 もあ る.

通 信

対 内地 との連絡 は銚 子無線電報 局 との無線連絡が休祭 日を除き,毎 日行われ,公 用電報

は文部省南極本部 と当研究所 のテ レックスに打 ち込まれる.

他に公用の通信綱 としてはKDDを 中継 しての無線に よる電 話連絡(南 極本部第1,第

3水 曜 日),写 真電送発信(南 極本部第2,第3金 曜 日),フ ァクシ ミリ発受信(当 研究所

第2,第4水 曜 日)が あ る.

私用電報 は内地電報 と同様 に利用で きるが,内 地か らの発 信は通信業務 にあた る隊員が

少ないため,隊 員の指 名す る者(職 場 の上司,家 族)に 限られて いる.外 国の南極基地 と

の連絡は適宜 行われ,気 象データな どの定常 的なものは,逐 次マザ ーステーシ ョンに送 ら

れている.

医 療

毎年1名 の医療隊 員が派遣 されてお り,医 療器具 も大型 レン トゲ ン装置か ら歯科治療台

まで一応の ものは備え付け られてい る.
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昭 和 基 地 建 物

建 物 名

1[

建 設 年(隊 次)構 造
|

床 面 積 現 在 の 用 途

1 娯 楽 棟
ト

1

1957(1)

40.3

木製 パネル

撞球,バ ー

}
2門 気 象 棟

`

1957(1)

40.3

木製パネ ル

!雪 氷研究室・航空

3

1

地 学 棟11951。lj)1蛮 簾 贔 地馳 馴 地
|

4 内 陸 棟
1960(4)1木 製 パ ネ ル

123・0医 務 室

5通 信 棟196161f)
木製パネル

通信室,電 話交換室
一

6 電 離 棟
1966(7)

40.3

木製パ ネル,44.3㎡ を現地で増設(10次)

電離層観測,暗 室,個 室1

7.

8

地 磁 気
変 化 計 室

1966(7)

11.5

木製パネ ル,特 殊 コネ クター使用

地磁気絶対測定

第7発 電棟
1966(7)

67.0

軽量鉄骨,ア ル ミパ ネル

45KVA発 電機2基,風 呂

9

i

予 熱 室;1966(7)113
・0

軽量鉄骨,木 製パネル

燃料予熱(1kZ),便 所2

10:飯 場 棟

|

1966(7)

77.8

軽量鉄骨,木 製パネル

夏季飯場棟,冬 季非常用,36ベ ッ ト

11 旧 送 信 棟
1966(7)

29.2

軽 量 鉄 骨,木 製 パ ネ ル,14.5㎡ を12次 で増 設

12 観 測 棟
1967(8)

138.0

高床,木 製パネル

超高層物理観測,個 室2

13

-

14

食 堂 棟
1967(8)

96.0

木 製 パ ネ ル

食 堂,厨 房,サ ロ ン

作 業 棟
}llll剖 軽量競 木製パネル,カ マボ颯8・ ㎡・・次

180.Ol車 輌 整 備,車 庫

15 放 球 棟
1967(8)

24.0

高床,木 製パネル

水素充填,気 象 ゾンデ放球
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16 旧地震感展望
1967(8)

5.8

木製パネル,特 製 コネクター,床 なし

空 家

17 管 制 棟
1967(8)

28.1

高 床,ア ル ミパ ネ ル

18 第9発 電棟
1968(9)

270.0

軽量鉄骨,折 板

65KVA2基,食 糧庫,暗 室,レ ン トゲン室

19 第9居 住棟
1968(9)

100.0

高床,木 製 パネル

個室10,ラ ウンジ

20 第10居 住 棟
1969(10)

100.0

高床,木 製 パネル

個室10,ラ ウンジ

21
レー ダー テ レ

メー ター室

1969(10)

86.4

高床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル

ロ ケ ッ トレ ー ダ ー,テ レ メ ー タ ー セ ン タ ー

22
コ ン ト ロ ー ル

セ ン タ ー

1069(10)

21.6

高床,鉄 骨,木 製 パネル,12次 で現地 点に移 設

ロケッ ト要 員控室

23 組立調整室
1969(10)

86.4

高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル

ロ ケ ッ ト組 立 調 整,ク レー ン,ラ ン チ ャー

24 発 射 台

1970(11)

135.0

鉄骨,コ ン ク リー ト床,タ ー ン テ ー ブ ル,上 屋

な し

ロ ケ ッ ト発 射

25 観 測 倉 庫
1970(11)

81.2

高床,軽 量鉄骨,折 板

電離 層,気 象 を除 く観測 部門倉庫

26 第11倉 庫
1970(11)

205.4

軽量鉄骨,鉄 製 パネル

ー般設営 倉庫

27 地震感窪窪
1970(11)

27.0

軽量鉄骨,折 板,半 地 下

長周期,短 周期地震 計感震部

28 第13居 住 棟

1972(13)

100.0

高床,本 製パネル

個室10,隊 長室

29 推 薬 庫
1972(13)

67.0

高床,鉄 骨,木 製パネル

ロケッ ト格納庫'

30 気 象 棟
1973(14)

100.8

高床,木 製パネル

気象(定 常,研 究),屋 上にパ ラボ ラアンテナ

31 気 象棟 前室
1973(14)

26.4

高床,軽 量鉄骨,木 製 パネル

気 象用倉庫
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32 工 作 室
1973(14)

52.0

　
1974(15)1

33環 境 科 学 棟100
.8

34

軽量鉄骨,木 製パネル

機械工作

高床,木 製パネル

生物,医 学,地 球化学

1975(16)1木 製 パ ネ ル
送 信 棟172

・Ol

　

・・1第5冷 凍庫196151」)1盃 讐講 ず

36

37

38

1・966(7)1ス テ ン レ ス ・・ネ ・レ
第7冷 凍 庫13

.ol食 糧保存

1967(8)コ ンテナ改造第
8冷 凍 庫7

.4夏 期,飯 場食糧用

1973(14)1ア ル ミパ ネ ル

第14冷 凍 庫15
.、{食 糧 保存

(2)ロ ケ ッ ト実験 施設

ロケッ ト実験 施設は主基地か ら南西約500mの 地域 にある.こ こにはレーダーテレメー

ター室,組 立調 整室,発 射台及 び椎葉庫 の4つ の建物 と,レ ーダー及びテレメーターアン

テナの2つ の レ ドームな どが建 設してある.

レーダーテ レメーター室 は大 き さが14.4×6mで 室 内には ロケ ッ ト追尾装置,テ レメー

ター受信装 置,発 射 ・タイマー管制盤及 び各種 の試験装置 ・ロケ ット搭 載計器調整用測定

器類な どが設備 されている.

組立調整室(12×7.6m)は.ラ ンチ ャー運搬用 レールで 発射台 と接続 され てお り,そ

こには ロケッ ト主体 の組 立てあるいは調 整に必要 な門型 クレーンをは じめ とした作業機器

類が設備 されている.ま た,電 燈及 びその配線 などには,防 爆型 を使用 し,保 安面での配

慮 がな された内装 を施 してある.発 射台 には方位角を与 える為の直径8mの ター ンテ ーブ

ル及びその駆 動制御盤 な どが備 えつ けられ ている.

推薬庫(10.4×6m)は,昭 和基地 に搬 入したロケ ット本体ほか,点 火薬類を格納 してお

くことを 目的 とした建物 で,格 納能力は,S-310型 ロケ ットが二段重ねて約14機,S-210

型 ロケッ トが三段重ねて約20機 である.室 内は火気厳禁は もちろん のこと,電 気の漏洩な

どに よる事故 を未然に防止 するために,電 燈 な どの設置,電 気配線 は必要最小限 にとどめ

かつ床 面等に金属部 の露 出が一 切ないよ うな構造 となってい る(落 下物 による火花防止).

昭和45年 ～昭和51年3月 まで に,こ れ らの実験施設を使用 してS-160型4機,S-210型20

機,S-310型1機,合 計25機 のロケ ットを打 ち上げ た.
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ロ ケ ッ ト諸 元

区 分 S-160JA型 S-210JA型 S-310JA型

全 長

外 径

全 霊 量

推 進 薬 重 量

搭載計器重量

頭胴部全霊量

3890mm

160mm

約113kg

約64kg

約　5kg

約20kg

5270mm

210mm

約260kg

約154kg

約20㎏

約40kg

7077mm

310mm

約720kg

約470㎏

約40kg

約80kg

(3)み ずほ観測拠点

昭和基地 よ り約300㎞ ユ の内陸 にあるこの拠点 は第11次(45年)に コルゲ ー ト棟 を設置

したのを初め として年 々拡充 され現在に至 ってい る.

主 な施設は2基 の発電機(12,16KVA),観 測居住 に用 いる2棟 のプレハブ棟等であ

り,17次 では ここで超高層,雪 氷関係の越冬観測を行 ってい る.

み ず ほ観 測 拠 点 へ の ル ー トと位 置

(70°42'53"S,44°19'54"E,高 度 約2,200m)

昭和基地 よ り約300km !
S16～

9°S

o昭和基地
S70.

H

S122

0°S

憾
Z

X み ず

ノ 拠点
C 一 一

1°S

B{:

随イ"バ やまと山脈

K o

繰

S187

f

A S240

,叫A・2 A95

35°E 40°E 45°E

みずほ観測

3.南 極 マ ク マー ド・サ ウ ン ド地 域 の地 球 科 学 的 研 究

神 沼 克 伊 国立極地研究所助教授

地球物理学的研究(特 に地震 ・火山活動について)

昭和50年10月20日 ～昭和51年1月18日

中 井 信 之 名古屋大学理学部助教授

地球化学的研究
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昭和50年10月20日 ～昭和51年1月18日

ドライバ レー掘削計画(DVDP)は,50年12月 まで延長 され,2名 の隊 員を派遣 した.

掘 削はニ ュー・・一バ ー沖20キ ロメー トルの地点で12月7日 か ら開始 された.11月20日,海

底か ら64m掘 った地点 でメタンガスが検 出され た.同 時 に氷状 も悪化 した ので11月21日 掘

削を終了 し,　DVDPの すべての計画を完 了 した.

中井助 教授は掘 削期間中,掘 削点に滞 在 し,ガ スク ロマ トグラフを使 って掘 削孔か ら採

取 されたガスの分析作 業に従事 した.

神沼助教授は11月 中旬か ら地学 研究棟で微小地震 の観測 を開始し,12月 下旬終了 した.

12月 に入 り,神 沼,中 井の両 助教授は ドライバ レー地域やマイヤース谷南極点な どに飛

び,地 球科学的 な諸標本を採集 した.

11月4日 に飛行機事故があ り,ク ライスチ ャーチ とマ クマー ド基 地の間の輸送状 況が悪

化 し,マ クマー ド基地 に滞在す る研究者 の数が少 なか った.こ のため,す でに基地に滞 在

していた2名 に とってぱ十分 な調査 飛行 の機会が与え られれ,成 果をあげた.

4.交 換 科学者

交換科学者の制度は,南 極地域 を科学的 調査その他 の平和的 目的 のため の利用 のみ限定

す ること,科 学的調査についての国際協 力を促進 するこ と等を基 本的 目的 として 制定 され

た南極条約に規定 された制度である.南 極地 域における科学 的調 査についての国際協力を

促進す る方途の一つ として,同 条約の第3条 第1項(b)に 「南極地域 において探検 及び基地

の間で科学要員を交換す ること.」が規定 されてい る・ この 規定 に基 づ き・ 各国は外 国の

観測隊(基 地)に 自国 の科学者を派遣 してい る.

(1)派 遣

氏 名 ・所属

派 遣 先

目 的

期 間

福地光 男(国 立極地研究所助手)

南極アルゼンチン基地(ア ル ミランチブラウン基地)

南極アルゼ ンチン基地 周辺 における陸上生態 ・海洋生態学的研究 ・調

査

昭和50年11月13日 ～昭和51年3月11日

(2)昭 和基地での受入

氏名,所 属

的

問

目

期

Mr.　 Georges　 Laurent　 DNET/CRRE　 Centere　 de　 Recherches　 en

Physique　 do　 L'　 enVironnement　 Terrestre　 et　 Planetaire、 　France

南 極 に お け る 超 高 層 の 研 究

昭 和50年12月16日 ～ 昭 和51年3月11日
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V図 書 ・刊 行物

1.図 書室 の概要

当研究所図書室 の昭和51年3月 の蔵 書数は4,041冊,受 入雑誌のタイ トル数は620種 であ

る.特 色 として,南 極 ・北極 関係 の単 行本,雑 誌,レ ポー ト類 があげられ る.そ の中 には

山岳 ・極地 研究家 の吉沢 一郎氏 旧所蔵 の吉沢 文庫(63冊),松 方 三郎 氏を通 じて こ寄贈 い

26冊,た だいた松尾氏 旧所蔵 の松尾文庫(14冊),及 び立 見辰雄 氏旧所蔵 の立 見文庫(当

図書室昭和基地25冊)が 含 まれる.そ のほか南極観測関連分 野の超高層物理,地 球物理,

固態地球物理,雪 氷,地 理,地 学,海 洋,生 理生態,寒 冷生物,医 学,寒 地工学,デ ータ解

析 な どの単行 本,雑 誌,レ ポー ト類が多数あ る.ま た将来 の大学院学生受入れ にそ なえ,

昭和50年 度 よ り,数 学,物 理,化 学,地 学,生 物,工 学 などの基本図書 の充実 も 目指 して

い る.

単行本及 び別刷は,イ ギ リスのス コ ット極地研究所が,極 地関係図 書館用に再編成 した

Universal　 Decimal　 Classification　for　Use　in　Polar　Libraries　を主に,国 際十進 分類法

(UDC)中 間版分類表(日 本 ドクメンテーシ ョン協会 発行)を 併用 して分類 している.

雑誌については南極 ・北極関係 の ものは最 も使 いやすい場所 にま とめ,そ の他 のものは詩

名のアルフ ァベ ッ ト順 に配列 している.

受 入雑 誌の うち,購 入の83種 をのぞ く537種 は,国 内及 び諸外 国の大学 ・研究機関 との

交換 ・寄贈 に よるものであ る.

当研究所 の出版物 として,南 極資料(年3回),　 Memoirs　 of　National　 Institute　・f

Po五ar　Research,　 Series　A,　B,　C,　D,　E,　F(不 定 期),　JARE　 Data　Reports　 (不定 期),

Antarctic　Geological　Map　 Series　(年2回)が あ るが,図 書室が これ らの出版にあた っ

ている.当 図書室は これ らの出版物を,寄 贈及び交換誌 として国内お よび諸外 国の大学,

研究機関等数百か所 に送 ってい る.

現在の ところ図書室を利用で きるのは,当 研究所 教職員,客 員教官,関 係委 員,共 同研

究員及び観測 隊員に限 られているが,外 部 の極地研究者 なども,図 書室長 の許可 によ り利

用する ことがで きる.

図書室 として発足してか らまだ歴 史も浅 く,図 書資料 も十分 とはい えないが,今 後 も南

極 ・北極探検 記録 のバ ックナンバ ーや古書 をは じめ,各 国観測隊の レポー ト,そ の他関連

分 野の単行 本 ・雑誌 の収 集に努力 して いきた い.

当図書室蔵書 の うち,単 行本は約15%,雑 誌は約85%が 寄賭 ・交換に よるものであ る.

寄贈 して下 さった方 々に深 く感謝す るとともに,今 後 も当図書室の図書資料の充実に変 ら

ぬ ご協力をお願い したい.
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2.  fiff 0 11 Utz

 <frEif-150-T-f> 

 1975-  8  n 
 1975-*-12fl 

 1976- 3 fl 
Memoirs of National Institute of Polar Research 

 Special  Issue, No. 5: Yamato meteorites collected in Antarctica in 1969. ed. by 
   T. Nagata. August 1975. 

 Series A  (Aeronomy), No. 13: Study of auroral VLF hiss observed at Syowa 
   Station.  Antarctica, by Y.  Tanaka, M. Hayakawa and M. Nishino. February 

   1976. 
 Series C (Earth  Sciences), No. 8: Geology of the region around  Botnneset, East 

   Antarctica. by M. Yoshida. December 1975. 
 Series C (Earth Sciences). No. 9: Superimposed folding of the Precambrian 

   metamorphic rocks of the  Lutzow-Holm Bay region. East Antarctica, by T. 
   Ishikawa. March 1976. 

 Series E (Biology and Medical  Science), No. 32:  Japanese medical researches in 

   the Antarctic. March 1976. 

JARE Data Reports 
  No. 28 (Glaciology): Glaciological research program in Mizuho  Plateau-West 

   Enderby  Land, East Antarctica, Part 3, 1973-1975. September  1975-
  No. 29 (Ionosphere): Riometer records of 30 MHz cosmic noise at Syowa Sta-

   tion, Antarctica in 1974. October 1975. 

 No. 30 (Meteorology): Meteorological data at Mizuho  Camp, Antarctica in  1974-

   1975. November  1975-
  No. 31 (Seismology): Seismological bulletin of Syowa Station. Antarctica. 1973. 

   January 1976. 
  No. 32 (Geochemistry): The  X-ray diffraction patterns and their mineral com-

   ponents of evaporites at Prince Olav  Coast, Antarctica. March  1976-
  No. 33 (Ionosphere): Record of radio aurora at Syowa Station. Antarctica in 

   1974. March 1976. 
  No. 34 (Seismology): Seismological bulletin of  Syowa  Station, Antarctica. 1974. 

   March 1976. 
Antarctic Geological Map Series 

  Sheet 5: Langhovde. March 1976. 
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　Sheet　 g:

極 地 研 ニ ュー ス5号

〃6号

〃7号

〃8号

〃9号

〃10号

Skallen.　 March　 1976.

1975年4月

6月

8月

10月

12月

1976年2月
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1.諸 会 議

NI　 そ の 他

(1)評 議 員会 議

研究所の事業計画その他の管理運営に関する重要事項にっいて,所 長に助言する

浅沼 強i

大沢 清輝

岡 野 澄

加藤陸奥雄1

(副議長)1

懸 田 克躬

茅 誠司 「
(議 長)

黒岩 大助

寺沢 一雄

東京大学宇宙航空研究所長

東京大学東京天文台長

東北大学長

順天堂大学長

東京大学名誉教授

北海道大学低温科学研究所
長

大阪大学名誉教授

富山 哲夫

浜口 博

福田 繁

藤井 隆

前田 憲一

山本 義一

渡辺 武男

東京水産大学名誉教授

日本分析センター理事長

国立科学博物館長

科学技術会議議員

京都産業大学理学部教授

宮城教育大学長

秋田大学長

(任期50.9.29～52.9.28)

第3回 評議員会議 昭和50年5月28日

議 題

1.昭 和51年 度概 算要 求について

2.大 学院 教育について

3.そ の他

① 教官 の停年 問題につ いて

② 客 員部門 について

第4回 評議員会 議 昭和50年11月19日

議 題

1.国 立極地研究所組織第2次 整備計画 につ いて

2.教 官 の停年 について

(2)運 営 協 議 員 会 議

極地観測 の実施 その他 の研究所 の運営 に関す る重要事項で所長が必要 と認め るものにつ

いて,所 長 の諮問 に応 じる.
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浅田 敏

朝比奈一男
(副議長)

粟野 誠一

安藤 久次

礒野 謙治

小口 高

河原 猛夫

木村 磐根

小泉 光恵

佐藤 稔雄

諏訪 兼位

東京大学理学部教授

中京大学体育学部教授

日本大学理工学部教授

広島大学理学部助教授

名古屋大学水圏科学研究所
長

東京大学理学部附属地球物
理研究施設教授

日本短波放送開発事業セン
ター専務取締役

京都大学工学部教授

大阪大学産業科学研究所教
授

日本大学理工学部教授

名古屋大学理学部助教授

鈴木慎次郎

瀬川 貞雄

東 晃

森 大吉郎

吉田 栄夫

村山 雅美

楠 宏

松田 達郎

水村 博昭

大平嘉一郎

国立栄養研究所栄養生理部
長

運輸省航空大学校長

北海道大学工学部教授

東京大学宇宙航空研究所教
授

広島大学文学部教授

国立極地研究所次長

国立極地研究所研究主幹

国立極地研究所資料主幹

国立極地研究所管理部長

国立極地研究所事業部長

(任期50.9.29～52.9.28)

第6回 運営協議 員会議 昭和50年6月2日

議 題

1.第17次 南極地域観測 隊隊員候 補者の南極地域観 測統合推進 本部へ の推薦 につ いて

2.国 際共同観測 派遣候補 者の南極地域観測 統合推進 本部 への推薦 につ いて

3.第17次 南極地域観測 隊実施 計画 について

4.昭 和51年 度概 算要 求案 につ いて

5.昭 和50年 度共同研究 員の決定 について

第7回 運 営協 議員会 議 昭和50年11月17日

議 題

1.第18次 ・第19次 南極地域観測 隊隊長 ・副隊長候補 者につ いて

2.第17次 南極地域観 隊の行動 計画 について

3.昭 和50年 度客 員教官 にっいて

4.共 同研究 員について

(3)専 門 委 員 会

所長 の諮 問に応 じ,運 営協 議員会議か ら求められた極地観測事業 の実施 に関す る専門事

項 について,調 査審 議を行 う.

一 宙空専門委 員会

78



二 地学専門委員会

三 生物 ・医学専門委員会

四 定常観測専門委員会

五 国際共同観測専門委員会

六 段営専門委員会

(4)南 極地 名委 員会

研究所が作成する南極の地名の原案について,所 長に助言する.

(5)編 集委 員会

所長の諮問に応じ,極地観測の成果その他の研究成果等の編集について,調 査審議を行

う.

(6)極 地観 測隊 員健 康判 定委 員会

所長の諮問に応じ,極地において極地観測及びこれに附随する業務に従事する者及びそ

の候捕者等の健康に関する事項について,調 査審議を行う.

(7)極 地 観測 記録映 画作 成委 員会

所長の求めに応じ,極地観測に関する記録映画の作成について助言を行う.

2.職 員 の受 賞

賞 名 田 中 館 賞

論 文 名 極域 プ ロトンオ ーロラの研究

受 賞 老 福 西 浩

受賞年月 日 昭和50年10月30日

3.職 員 の海外 出張

所 長 永 田 武

50.6.6～6.24ノ ー ル ウ ェー,連 合 王 国,東 ドイ ツ

第8回 南 極 条 約協 議 会 議 出席 ほ か(南 極 本 部)

所 長 永 田 武

50.8.22～9.8フ ラ ン ス

国 際 測地 学 ・地 球物 理学 連合 第16回 総 会 出席(日 本 学 術 会 議)

助 教 授 神 沼 克 伊

50.8.23～9.8フ ラ ンス
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国際測地学 ・地 球物 理学 連合第16回 総会出席(研 究所)

助 手 福 西 浩

50.8.23～9.8フ ランス

国際測地学 ・地球物理学連合第16回 総会出席(国 際研究 集会)

所 長 永 田 武

50.9.2～9.30ア メ リカ合衆国

地球物理学研究上の諸問題にっいて研究,討 議(研 究所 ・ピ ッツバ ーグ大学)

助教授 神 沼 克 伊

50,10.20～51.1.18南 極マ クマー ド・サウン ド地域,ニ ュージーラン ド

南極マ クマ ー ド・サ ウン ド地 域における観測調査(南 極 本部)

助 手 福 地 光 男

50.11.13～51.3.11南 極アルゼ ンチ ン基地

南極 アルゼ ンチ ン基地周辺におけ る陸上生態,海 洋生態学的研究,調 査

(南極本部)

助教授 平 沢 威 男

助 手 大 山 佳 邦

文部事務官 伊 藤 房

50.11.25～51.4.19

第17次 南極地域観測隊夏隊(南 極 本部)

助 手 福 西 浩

助 手 西 尾 文 彦

50.11.25～52.3.22

第17次 南極地域観測隊越冬隊(南 極 本部)

文部事務官 柴 野 浩 成

50.11.25～51.3.16

第17次 南極地域観測隊越冬隊(南 極 本部)

所 長 永 田 武

50.12.10～51.3.15

昭和基地視察ほか(研 究所)

教 授 楠 宏

51.1.11～1.17ニ ュー ジ ー ラ ン ド

第2回 ドライ バ レー 掘 削 プ ロジ ェ ク トセ ミナ ー 出席(国 際 研 究 集 会)

所 長 永 田 武

51.3.16～3.31ア メ リカ合 衆 国

第7同 月 科 学 会 議 出 席 ほ か(国 際 研 究 集 会 ほ か)

次 長 村 山 雅 美

51.3.22～4.3ア メ リカ合 衆 国
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ア ラスカ大学付属北極 研究所視察ほか

助 手 神 田 啓 史

51.3.30～5.29連 合王国 ・フランス

南極蘇苔類 の研究

(研究所)

(在外研究員)

(注)

1.南 極地域観測隊隊 員 として南極地域へ派遣 され ることを前提 として当研究所 に採用

された特殊職員の南極地域への派遣は,こ こには記 さなか った.こ れ らの老は.　IV極

地観測事業の1に 記 されている.

2・ 各項末尾に,当 該出張に係る主たる費用 負担老 を()で 記 した.

3.併 任教官 については記 さなか った.

4.職 員

所 長

次 長(企 画調整官,教 授)

研究主幹(教 授,併)

資料主幹(教 授,併)

(超高層物理学)

教 授(併)超 高層物理学

助教授(併)

〃

極光物理学

磁気圏物理学

〃

電離層物理学

理博 武

美

宏

郎

雅

遠

田

山

田

永

村

楠

松

博

博

理

理

事

"専

モ
　

　
　あ

理

理

事

ユ専

ナ

キ
ザ

理

理

授

手

手

教

〃

助

助

助

芳 野 越 夫

国 分 征

大 瀬 正 美

平 沢 威 男

福 西 浩

鮎 川 勝

滝 沢 美代子

(気象水象学)

(固態地球 科学)

助 教授(併)

〃

助 手

(生物学)

教 授

助教授

助 手

雪 氷 学

気 象 学

雪 氷 学

氷河気象学

地 球化 学

固態地球物理学

地 質 学

動物生態学

海洋生態学

低温生理学

理博 宏

男

彦

行

員

文

理

口

尾

井

楠

川

西

藤

授

接

手

教

〃

救

助

助

之

伊

三

信

克

桂

井

沼

内

中

神

矢

車
ソ

↓専

雷
寸

ト

ふト

ナ

理

理

理

郎

男

邦

達

孝

佳

出

合

山

松

星

大

甫
寸

尊

卑

ナ

　　あ

ナ

理

理

理
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助 手

(寒地工 学)

教 授(併)

助教授(併)

〃

助 手

海洋生態学

機 械工 学

低 温 工学

極地設営工学

〃

図書室長(教 授,併)

(事 務 系)

管 理部 長

庶 務 課長

会計 課長

享業 部 長

事業 課 長

観測協力室長(取)

水産学博 福 地 光 男

収

晃

望

啓

郎達

尾

村

越

井

田

平

上

村

寺

松

博工

博理

昭

晃

男

郎

臣

郎

一

一

博

利

澄

嘉

重

嘉

村

折

川

平

藤

平

水

伊

札

大

斉

大

5.庁 舎

在

地

物

所

敷

建

東 京都板橋 区加賀1丁 目9番10号

5,947㎡

本 館 煉瓦 造一部鉄筋 コン クリー ト造二階建

管理棟1鉄 骨 プ レハブ造二階建

〃ll〃

その他付属建物

計

(延)880㎡

(延)128㎡

(延)242㎡

(延)103㎡

1,352㎡

(昭和51年3月31日 現 在)

(研究棟 鉄筋 コンク リー ト造地下1階 地上4階 建(延)5,796㎡)

(昭和51年12月10日 竣工予定)

6.経 費

昭和50年度予算額

国立学校特別会計

(項)研 究 所 人 件 費

事 業 費

(項)国 立学 校 退職手当等

(項)施 設整備費 施設施工庁費等
一 般 会計

(項)南 極地域観測事業費(国 立極地研究所支出委任分)

978,574,000

429,196,000

209,796,000

212,954,000

5,336,000

1,110,000

549,378,000
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7.所 務 日 誌

昭 和50年4月20日

5月23日

26日

27日

28日

29日

30日

6月2日

50年7.月14日 ～18日

9月30日

10月15日

23日

25日

30日

11月14日

17日

19日

25日

12月18日

昭 和51年1月26日

2月6日

27日

3月1日

3日

4日

8日 ～12日

21日

23日

第16次観測隊夏隊帰国

生物 ・医学専門委員会

第1回 南極雪氷シンポジウム開催

地学専門委員会

第3回 評議員会議

定常観測専門委員会

極地観測隊員健康判定委員会

第6回 運営協議員会議

第17次観測隊隊員夏期総合訓練

第3回 編集委員会

極地観測記録映画作成委員会

第4回 南極地名委員会

第1回 やまと阻石シンポジウム開催

福西浩助手田中館賞受賞

地学専門委員会

第7回 運営協議員会議

第4回 評議員会議

第17次観測隊出発

米国国立科学財団(NSF)　 M・ ヘルマン博士来所

第4回 編集委員会

定常観測専門委員会

国際共同観測専門委員会

地学専門委員会

設営専門委員会

生物 ・医学専門委員会

第18次観測隊員候補者冬期訓練

第16次観測隊越冬隊帰国

皆空専門委員会

附 録

○国立学校設置法(昭 和24年 法律第150号)抄

第3章 の3国 立大学共同利用機関

(国立大学共同利用機関)

第9条 の2国 立大学におけ る学術研究の発展に資す るための国立大学 の共同利用 の機関
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として,そ れぞれ の 目的 たる研究 等を行 い,か つ,国 立大学の教員その他の者で当該

機 関の 目的たる研究 と同一 の研究 に従事す るものに利用 させ るため,次 の表に掲げ ると

お り,研 究所等を置 く.

国立大学期 利騰 関の名赤 位 置 目 的

国立極地研究所 東 京 都 極地に関する科学の総合研究
及び極地観測

2前 項 の表 に掲 げる機関は,国 立大学その他の大学 の要請に応 じ,当 該大学 の大学 院に

お ける教育に協力す ることがで きる.

O国 立極地研究所組織運営規則

(昭和48年9月29日 文部省令第23号)

改正 昭和49年 文部省令弟9号

改正 昭和50年 文部省令第9号

国立学校設置法(昭 和24年 法律第150号)第10条 及 び第13条 の規定に基づ き,国 立極地

研究所組織運営規則を次の よ うに定め る.

国立極地研究所組織運営規則

(職 員の種類)

第1条 国立極地研究所(以 下 「研究所 」 とい う.)に,次 の職 員を置 く.

一 所 長

二 教 授

三 助教授

四 助 手

五 事務職員

六 技 術職員

2所 長 は,所 務 を掌理 する.

3教 授 は,研 究に従 事 し,及 び国立大学 その他 の大学 の大学院 にお ける教育に協力す る

ための学 生の研究指 導(第6条 第4項 において 「研究指導」 とい う.)を 行 う.

4助 教授 は,教 授 の職 務を助 ける.

5助 手は,教 授 及び助 教授 の職務 を助 ける.

6事 務職 員は,庶 務,会 計等の事務 に従事す る.

7技 術職 員は,技 術 に関す る職務 に従事す る.

(企画調 整官)

第2条 研究所 に,企 画調整官1人 を置 き,教 授を もって充て る.

2企 画調 整官 は,所 長 の命 を受 け,研 究所 の事業計画その他の管理運営に関す る重要事

項 につ いて総括整理す る.

(内部組織)

第3条 研究所 に,次 の2部 及 び2系 並 びに図書室を置 く.

管理部
一 事業部
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三 研究 系

四 資料系

2前 項 に掲げ るもののほか,研 究所に,観 測施設を置 く.

(管理部)

第4条 管理部 においては,庶 務,会 計及び施設等に関する事務 を処理す る.

2管 理部 に,そ の所掌事務を分掌 させ るため,文 部大 臣が別に定め る ところによ り,課

を置 く.

3管 理部及び課に,そ れぞれ部長及 び課長 を置き,事 務職 員を もって充て る.

4部 長は,上 司の命を受 け,部 の事務 を掌理す る.

5課 長は,上 司の命を受 け,課 の事務 を処理す る.

(事業部)

第5条 事業部においては,極 地 にお ける観測その他の科学的 研 究 調 査(以 下 「極地観

測 」 とい う.)に係 る事業 計画案 の作成,極 地観測隊の編成の準備その他極地観測 に関す

る協 力を行 う.

2事 業部 に,そ の所掌事務 を分掌事務を分掌 させ るため,文 部大臣が別 に定 める ところ

によ り,課 及 び室 を置 く.

3事 業部,課 及 び室 に,そ れぞれ部長,課 長及び室長 を置 き,事 務職 員又は技術職 員を

もって充て る.

4部 長は,上 司の命を受け,部 の事務を掌理する.

5課 長及び室長は,上 司の命を受 け,そ れぞれ課 又は室 の事務 を処理す る.

(研究系)

第6条 研究系に,次 の7研 究 部門を置 く.

一 地球物理学 研究部門

二 超高層物 理学 研究部門

三 雪 氷学 研究部門

四 地学 研究部 門

五 生理生態学研究部門

六 寒冷生物学研究部門

七 寒地工学研究部門

2前 項 に掲げ る研究部門の うち,超 高層物 理学 研究部門,地 学 研究部門,寒 冷生物学研

究部門及 び寒地工学研究部門の教授及び助 教授 は,国 立大学 その他 の関係 のあ る機関の

職 員をもって充て る.

3研 究系に,研 究主幹を置 き,教 授 を もって充 てる.

4研 究主幹は,上 司の命を受け,研 究 系における研究及 び研究指導 に関 し,総 括 し,及

び調整す る.

(資料系)

第7条 資料系に,次 の4資 料部 門を置 く.

一 生物系資料部門
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二 非生物系資料部門

三 データ解析資料部門

四 低温資料部 門

2資 料系に,資 料主幹を置き,教 授を もつて充て る.

3資 料主幹は,上 司の命 を受 け,資 料系 におけ る事務の処理に関 し,総 括 し,及 び調整

する.

(図書室)

第7条 の2図 書室に室長を 置き,教 授又は助 教授 をもって充 てる.

2室 長は,上 司の命を受け,図 書室 の事務 を掌理す る.

(観測施設)

第8条 観測施 設は,極 地観測のための施設 とす る.

2観 測施 設の名称及 び位 置は,次 の表に掲げ るとお りとす る.

称1 位 置名

昭 和 基 舳 鞭 大陸 クイー ン ・モ斗 ・ラン ド宗 舗 岸 東オングル島

3観 測施設に,長 を置 き,教 授 又は助 教授 をもって充て る.

4前 項の長は,観 測施設の事務 を掌理 する.

(評議員)

第9条 研究所 に,評 議員15人 以内を 置 く.

2評 議員は,研 究所の事業計画その他 の管理運営 に関する重要事項 につ いて,所 長 に助

言す る.

3評 議員は,国 立大学 の学長その他の学識経験のあ る者の うちから,文 部大 臣が任命す

る.

4評 議員は,非 常勤 とす る.

5評 議員の任 期その他評議 員に関 し必要 な事項は,別 に文部大臣が定 める.

(運営協 議員)

第10条 研究所に,運 営協 議員21人 以内を置 く.

2運 営協議員は,極 地観測の実施その他 の研究所 の運営 に関す る重要事項で所長が必要

と認め るものについて,所 長の諮 問に応 じる.

3運 営協 議員は,研 究所の職員及び研究所の 目的た る研究 と同一め研究 に従事す る国立

大学 の教員その他 の者 の うちか ら,文 部大臣が任 命する.

4運 営協 議員は,非 常勤 とす る.

5運 営 協議員の任 期その他運営協議 員に関 し必要な事項は,別 に文部大臣が定 める.

(客員教授 等)

第11条 所長は,文 部大 臣の承認を受 けて,国 家公務 員法(昭 和22年 法律第120号)第2

条第7項 に規定す る勤務の契約に より,外 国人 を研究 に従事 させ ることがで きる・

2所 長は,前 項の規定に よ り研究に従 事する外 国人 で適 当 と認め られ る老に対 しては,

客員 教授を称 しめ ることがで きる.
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3前 二項の規定の実施に関 し必要な事項 にっいては,別 に文部大 臣が定め る.

附 則

この省令は,公 布の 日か ら施行する.

附 則(昭 和49年4月11日 文部 省令第9号)

この省令は,公 布の 日か ら施行する.

附 則(昭 和50年4月1日 文部省 令第9号)

この省令は,公 布の 日か ら施 行す る.
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